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音声コード（ＳＰコード）①

活字文書読上げ装置で、情報を
音声で聞くことができます。
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離婚届

埼玉県の1日埼玉県の1日（平成28年）（平成28年）

資料：厚生労働省HP
「人口動態統計（確定数）の概況」

資料：厚生労働省HP
「人口動態統計（確定数）の概況」

資料：法務省HP
「出入国管理統計年報」

資料：総務省消防庁HP
「消防白書」

注）　1日当たりの数値＝平成28年中の数値／366日 

資料：厚生労働省HP
「人口動態統計（確定数）の概況」

資料：総務省統計局HP
「住民基本台帳人口移動報告年報」

資料：国土交通省HP
「建築着工統計調査」

資料：警察庁HP
「交通事故発生状況」

資料：厚生労働省HP
「人口動態統計（確定数）の概況」

資料：総務省統計局HP
「住民基本台帳人口移動報告年報」

資料：総務省消防庁HP
「消防白書」

資料：警察庁HP
「犯罪統計資料」

出生数出生数

149149人人

離婚件数離婚件数

3434組組

日本人出国者数日本人出国者数

2,6442,644人人

救急自動車の出動件数救急自動車の出動件数

920920件件

死亡数死亡数

173173人人

転入者数転入者数

490490人人

着工新設住宅戸数着工新設住宅戸数

169169戸戸

交通事故（人身事故）発生件数交通事故（人身事故）発生件数

7676件件

婚姻件数婚姻件数

9393組組

転出者数転出者数

431431人人

出火件数出火件数

55件件

刑法犯認知件数刑法犯認知件数

190 190件件

❖ 秩父夜祭 (秩父市 )と川越まつり (川越市 )
秩父夜祭は、｢日本三大曳山祭り｣ に数えられ、毎年、12月 2、
3日に行われます。当日は、2基の笠鉾と 4基の屋台が曳行さ
れます。
　川越まつりは、江戸 ｢天下祭り｣ を再現した山車行事で、毎
年 10 月第 3 土 ･ 日曜日 (10 月 14､ 15 日が土 ･ 日の場合は
その日 )に行われます。当日は、精巧な人形を乗せた山車で賑
わいます。
　秩父夜祭は ｢秩父祭の屋台行事と神楽｣ として昭和 54年に、
川越まつりは ｢川越氷川祭りの山車行事｣ として平成 17年に、
それぞれ国の重要無形民俗文化財に指定され、平成 28年には
共に山 ･鉾・屋台行事として ｢ユネスコ無形文化遺産｣ に登録
されました。

■ 音声コード（SPコード）について

表紙の角に印刷された模様は、「音声コード (SP コード）」
といいます。市販されている「活字文書読上げ装置」を利用
して、音声で内容を聞くことができます。触覚により音声コー
ドの位置を分かりやすくするため、模様の印刷された部分は、
表紙の端に切り欠きを付けてあります。視覚障害者の方、細
かい文字が読みづらい方は、是非御活用ください。

埼玉県マスコット
「さいたまっち」
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本書は、県民生活に関わりの深い統計データを都道府県別に整理し、
全国における本県の順位や関連する統計データを分かりやすくまとめ
たものです。全国における本県の地位を知ることで、本県の現状や特
色についてより理解を深め、更に統計に興味を持っていただければ幸
いです。
最後に、刊行に当たりまして貴重な資料を御提供くださいました関
係機関の御厚意に深く感謝申し上げます。

平成３０年３月

埼玉県総務部統計課長

１ 統計表等に表した「年」は１月から１２月、「年度」は４月から翌年３月を示します。

２ 統計数値の出所は各項目ごとに標記していますが、比率、人口１人当たりの数値、単
位面積当たりの数値などの中には、原資料の数値を基に加工した数値を掲載している
ことがあります。また、都道府県の数値の中には、当該都道府県にある政令市等の数
値を都道府県の数値に合計して掲載しているものがあります。

３ 端数処理等の関係で、統計表の全国の数値が都道府県の合計と一致しないものや、
グラフの中の数値が内訳の合計と一致しないものがあります。

４ 表の順位は、数値の大きいものを１位として順位付けし、同数の場合は同順位として
います。また、表示している桁未満の数値を考慮して順位付けしている場合がありま
す。
なお、一部に原資料作成機関で順位付けしたものがあります。

５ 統計データは、原則として平成２９年１２月現在で公表されている最新年次のものを掲
載しています。

６ 統計データの出所資料及び作成機関名は、原則として資料公表時の名称になってい
ます。

７ 統計表に用いた符号は、次のとおりです。
０ 単位未満
― 零又は該当数字なし
… 不明又は資料なし
▲▲ 減（マイナス）
χ 数字が秘匿されているもの

８ この本に掲載されている統計データについて、更に詳しく知りたい場合などは、原
資料作成機関又は埼玉県総務部統計課にお問い合わせください。
埼玉県総務部統計課 企画指導・統計資料担当 ０４８（８３０）２３３０（ダイヤルイン）

※統計課ホームページでは、埼玉県が公表している各種統計データを掲載しています。
◇ 彩の国統計情報館 http : //www.pref.saitama.lg.jp/theme/tokei/index.html ◇

※統計相談室では、各種統計資料を閲覧することができます。
場 所：埼玉県庁第二庁舎１階南玄関隣り
利用時間：平日 ９：００～１７：００（毎月最後の平日、年末年始を除く。）
電 話：０４８（８３０）２３３０ FAX：０４８（８３０）４７２３

◇ 統計相談室の御案内 http : //www.pref.saitama.lg.jp/a 0206/toukeisoudanshitsu.html ◇

は し が き 利用にあたって



Ⅰ 自然と人口

１ 面積 ……………………………………………………………………………………… ２
＊１ 総面積（北方地域、竹島及び尖閣諸島を含む）＊２ 総面積１㎢当たり人口密度
＊３ 総面積中の人口集中地区面積割合 ＊４ 総面積中の可住地面積割合

２ 自然・地形 ……………………………………………………………………………… ４
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５ 総人口 …………………………………………………………………………………… １０
＊１ 人口 ＊２ 男
＊３ 女 ＊４ 外国人
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＊１ 年少人口割合（０～１４歳） ＊２ 生産年齢人口割合（１５～６４歳）
＊３ 老年人口割合（６５歳以上） ＊４７５歳以上人口割合

７ 年齢 ……………………………………………………………………………………… １４
＊１ 平均年齢 ＊２ 平均寿命（男）
＊３ 平均寿命（女） ＊４ 年齢１００歳以上の人口

８ 世帯 ……………………………………………………………………………………… １６
＊１ 一般世帯数 ＊２１世帯当たり人員（一般世帯）
＊３ 核家族世帯割合（一般世帯） ＊４ 高齢単身世帯割合（一般世帯）

９ 昼間人口 ………………………………………………………………………………… １８
＊１ 昼間人口 ＊２ 昼夜間人口比率
＊３ 流入人口 ＊４ 流出人口

１０ 転入・転出 ……………………………………………………………………………… ２０
＊１ 他都道府県からの転入者数 ＊２ 他都道府県への転出者数
＊３ 転入超過数 ＊４ 転入超過率

１１ 出生 ……………………………………………………………………………………… ２２
＊１ 出生数 ＊２ 出生率（人口千対）
＊３ 自然増減率（人口千対） ＊４ 合計特殊出生率

１２ 死亡 ……………………………………………………………………………………… ２４
＊１ 死亡数（総数） ＊２ 死亡率（人口千対）
＊３ 死亡数（悪性新生物） ＊４ 死亡数（心疾患）

１３ 婚姻・離婚 ……………………………………………………………………………… ２６
＊１ 婚姻率（人口千対） ＊２ 離婚率（人口千対）
＊３ 平均初婚年齢（夫） ＊４ 平均初婚年齢（妻）

◆国勢調査による世帯数及び人口の推移◆ …………………………………………………２８

Ⅱ 健康と福祉

１４ 健康づくり………………………………………………………………………………… ３０
＊１ スポーツの行動者率 ＊２ 公共スポーツ施設数
＊３ 喫煙率（２０歳以上） ＊４ 健康診査受診率

１５ 医療体制 ………………………………………………………………………………… ３２
＊１ 病院数 ＊２ 病床数
＊３ 医師数 ＊４ 就業看護師数

１６ 医療費 …………………………………………………………………………………… ３４
＊１ 国民医療費 ＊２１人当たり国民医療費
＊３ 受療率・入院（人口１０万対） ＊４ 受療率・外来（人口１０万対）

１７ 感染症・食中毒 ………………………………………………………………………… ３６
＊１ HIV 感染者累計報告数（人口１０万対）＊２ 腸管出血性大腸菌感染症報告数
＊３ 新登録結核患者数 ＊４ 食中毒患者数

１８ 子供 ……………………………………………………………………………………… ３８
＊１ 保育所等数 ＊２ 保育所等待機児童数
＊３ 地域子育て支援拠点数 ＊４ 放課後児童クラブ登録児童数
（子ども・子育て支援交付金交付決定ベース）

１９ 高齢者 …………………………………………………………………………………… ４０
＊１ スポーツの行動者率（６５歳以上） ＊２ 高齢者人口に占める要介護（要支援）認定者数の割合
＊３ 要介護（要支援）認定者数 ＊４ 介護老人福祉施設数

２０ 障害者 …………………………………………………………………………………… ４２
＊１ 障害者支援施設数 ＊２ 地域活動支援センター数
＊３ 身体障害者手帳交付台帳登載数 ＊４ 障害者実雇用率（民間企業）

２１ 学校保健 ………………………………………………………………………………… ４４
＊１ 肥満傾向児の出現率（１２歳） ＊２ 痩身傾向児の出現率（１２歳）
＊３ むし歯（う歯）の被患率（１２歳） ＊４ アトピー性皮膚炎の被患率（１２歳）
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＊１ 被保護実世帯数（月平均） ＊２ 被保護実人員（月平均）
＊３ 保護率（人口千対） ＊４ 保護開始世帯数（月平均）

２３ 助け合い ………………………………………………………………………………… ４８
＊１ 自主防犯ボランティア団体数 ＊２ 特定非営利活動促進法に基づく認証法人数
＊３ 献血者数 ＊４ 骨髄提供希望者登録者数

◆健康寿命と平均余命◆………………………………………………………………………５０
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Ⅲ 学 校
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＊３ 専修学校数 ＊４ 各種学校数
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＊１ 交通事故発生件数 ＊２ 交通事故死者数
＊３ 運転免許保有者数 ＊４ 道路交通法違反送致・告知件数（車両等の違反）

４６ 犯罪 ……………………………………………………………………………………… ９８
＊１ 刑法犯認知件数 ＊２ 刑法犯検挙率
＊３ 刑法犯少年・触法少年（刑法）検挙・補導人員 ＊４ 振り込め詐欺をはじめとする特殊詐欺被害額

◆家計調査にみる品目別支出金額ランキング（平成２６年～２８年平均）◆ …………………１００



Ⅴ 仕事と産業
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＊１ 常用労働者月間現金給与総額（１人平均） ＊２ 常用労働者月間総実労働時間（１人平均）
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月間現金給与総額（１人平均） 月間総実労働時間（１人平均）

５０ 求人・求職 ………………………………………………………………………………１０８
＊１ 有効求人倍率 ＊２ 新規求人倍率
＊３ 就職率 ＊４ 雇用保険受給者実人員

５１ 事業所 ……………………………………………………………………………………１１０
＊１ 民営事業所数（事業内容等不詳を含む） ＊２ 民営事業所新設事業所数
＊３ 民営事業所本所・本社・本店数 ＊４ 民営事業所従業者数

５２ 農業 ………………………………………………………………………………………１１２
＊１ 総農家数 ＊２ 耕地面積
＊３ 耕作放棄地面積 ＊４ 耕地率
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＊１ 農業産出額 ＊２ 米産出額
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＊１ 名目県内総生産 ＊２ 実質県内総生産
＊３ 実質経済成長率 ＊４１人当たり県民所得

◆製造品出荷額（平成２７年）◆ ………………………………………………………………１２４

Ⅵ 地方行政

５８ 決算 ………………………………………………………………………………………１２６
＊１ 普通会計決算額（歳入） ＊２ 普通会計決算額（道府県税収入総額）
＊３ 普通会計決算額（歳出） ＊４ 普通会計決算額（実質収支）

５９ 財政指標・予算 …………………………………………………………………………１２８
＊１ 標準財政規模 ＊２ 財政力指数
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６０ 都道府県職員 ……………………………………………………………………………１３０
＊１ 職員数（一般行政部門） ＊２ 県民１万人当たり職員数（一般行政部門）
＊３ 職員数（教育部門） ＊４ 職員数（警察部門）

◆県税収入の推移◆ …………………………………………………………………………１３２
◆主な税目別税収額全国順位（平成２７年度決算ベース）◆ ………………………………１３２

Ⅶ 付 録

◆市町村の主な統計◆…………………………………………………………………１３４～１３９
◆埼玉県の１番◆（再掲）……………………………………………………………………１４０
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◆最近の市町村合併・市（町）制施行等の状況◆
合併／施行期日 新市町名（合併関係市町村／旧町村名） 計 市 町 村

平成１３年５月１日 さいたま市（浦和市、大宮市、与野市） ９０ ４１ ３９ １０川里町 （川里村）
１４年４月１日 大里町 （大里村） ９０ ４１ ４０ ９
１７年１月１日 飯能市 （飯能市、名栗村） ８９ ４１ ４０ ８

４月１日 さいたま市（さいたま市、岩槻市） ８５ ４０ ３９ ６秩父市 （秩父市、吉田町、大滝村、荒川村）
熊谷市 （熊谷市、大里町、妻沼町）
鴻巣市 （鴻巣市、吹上町、川里町）

１０月１日 春日部市 （春日部市、庄和町） ７８ ４０ ３３ ５
ふじみ野市（上福岡市、大井町）
小鹿野町 （小鹿野町、両神村）
行田市 （行田市、南河原村）

１８年１月１日 深谷市 （深谷市、岡部町、川本町、花園町） ７３ ４０ ３０ ３
神川町 （神川町、神泉村）

１月１０日 本庄市 （本庄市、児玉町） ７２ ４０ ２９ ３
２月１日 ときがわ町（都幾川村、玉川村） ７１ ４０ ３０ １

１９年２月１３日 熊谷市 （熊谷市、江南町） ７０ ４０ ２９ １

２２年３月２３日 久喜市 （久喜市、菖蒲町、栗橋町、鷲宮町） ６４ ４０ ２３ １加須市 （加須市、騎西町、北川辺町、大利根町）
２３年１０月１１日 川口市 （川口市、鳩ヶ谷市） ６３ ３９ ２３ １
２４年１０月１日 白岡市 （白岡町） ６３ ４０ ２２ １

県庁所在地
（平成１４．６．３測量）

さいたま市浦和区高砂三丁目１５番１号
東経１３９°３９′ 北緯３５°５１′ 標高１５m３２

管内東西南北端点
（平成２８．１０．１０現在）

東 三郷市 東経１３９°５４′
西 秩父市 東経１３８°４２′
南 新座市 北緯 ３５°４５′
北 児玉郡上里町 北緯 ３６°１７′

面積
（平成２８．１０．１現在）３，７９７．７５㎢

◆埼玉県管内図◆
（平成３０年３月現在）

◆本県の位置と面積◆

資料：（一社）埼玉県測量設計業協会HP、国土地理院HP

資料：県地域政策課HP、県市町村課
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◆最近の市町村合併・市（町）制施行等の状況◆
合併／施行期日 新市町名（合併関係市町村／旧町村名） 計 市 町 村

平成１３年５月１日 さいたま市（浦和市、大宮市、与野市） ９０ ４１ ３９ １０川里町 （川里村）
１４年４月１日 大里町 （大里村） ９０ ４１ ４０ ９
１７年１月１日 飯能市 （飯能市、名栗村） ８９ ４１ ４０ ８

４月１日 さいたま市（さいたま市、岩槻市） ８５ ４０ ３９ ６秩父市 （秩父市、吉田町、大滝村、荒川村）
熊谷市 （熊谷市、大里町、妻沼町）
鴻巣市 （鴻巣市、吹上町、川里町）

１０月１日 春日部市 （春日部市、庄和町） ７８ ４０ ３３ ５
ふじみ野市（上福岡市、大井町）
小鹿野町 （小鹿野町、両神村）
行田市 （行田市、南河原村）

１８年１月１日 深谷市 （深谷市、岡部町、川本町、花園町） ７３ ４０ ３０ ３
神川町 （神川町、神泉村）

１月１０日 本庄市 （本庄市、児玉町） ７２ ４０ ２９ ３
２月１日 ときがわ町（都幾川村、玉川村） ７１ ４０ ３０ １

１９年２月１３日 熊谷市 （熊谷市、江南町） ７０ ４０ ２９ １

２２年３月２３日 久喜市 （久喜市、菖蒲町、栗橋町、鷲宮町） ６４ ４０ ２３ １加須市 （加須市、騎西町、北川辺町、大利根町）
２３年１０月１１日 川口市 （川口市、鳩ヶ谷市） ６３ ３９ ２３ １
２４年１０月１日 白岡市 （白岡町） ６３ ４０ ２２ １

県庁所在地
（平成１４．６．３測量）

さいたま市浦和区高砂三丁目１５番１号
東経１３９°３９′ 北緯３５°５１′ 標高１５m３２

管内東西南北端点
（平成２８．１０．１０現在）

東 三郷市 東経１３９°５４′
西 秩父市 東経１３８°４２′
南 新座市 北緯 ３５°４５′
北 児玉郡上里町 北緯 ３６°１７′

面積
（平成２８．１０．１現在）３，７９７．７５㎢

◆埼玉県管内図◆
（平成３０年３月現在）

◆本県の位置と面積◆

資料：（一社）埼玉県測量設計業協会HP、国土地理院HP

資料：県地域政策課HP、県市町村課

項 目 データ 全国順位
（面積）

総面積（北方地域、竹島及び尖閣諸島を含む） ３，７９７．７５㎢ ３９
総面積１㎢当たり人口密度 １，９１３．４人 ４
総面積中の可住地面積割合 ６８．１％ ３
自然公園面積 １２４，５８２ha １５
林野面積割合 ３１．９％ ４４

（気象）
年平均気温 １５．９℃ ２９
年間降水量 １，３０１．０㎜ ４０
年間快晴日数（日平均雲量＜１．５） ５６日 １

（人口・世帯）
人口 ７，２６６，５３４人 ５
男 ３，６２８，４１８人 ５
女 ３，６３８，１１６人 ５
年少人口割合（０～１４歳） １２．６％ ２４
生産年齢人口割合（１５～６４歳） ６２．５％ ４
老年人口割合（６５歳以上） ２４．８％ ４２
一般世帯数 ２，９６７，９２８世帯 ５
核家族世帯割合（一般世帯） ６１．３％ ２
高齢単身世帯割合（一般世帯） ９．３％ ４１

（年齢）
平均年齢 ４５．４歳 ４２
平均寿命（男） ８０．８２年 ２２
平均寿命（女） ８６．６６年 ３９
年齢１００歳以上の人口 ２，２１６人 ９

（人口変動）
昼間人口 ６，４５６，４５２人 ５
昼夜間人口比率 ８８．９ ４７
他都道府県からの転入者数 １５９，３８９人 ３
他都道府県への転出者数 １４３，８２９人 ４
出生数 ５４，４４７人 ５
合計特殊出生率 １．３７ ４０
死亡数（総数） ６３，４６６人 ５

（婚姻・離婚）
婚姻率（人口千対） ４．８ １２
離婚率（人口千対） １．７４ １１
平均初婚年齢（夫） ３１．５歳 ３
平均初婚年齢（妻） ２９．６歳 ３

～本編から抜粋～

Ⅰ 自然と人口

Ⅰ

自
然
と
人
口



おしえてコバトン

（％）
0 20 40 60 80 100

昭和50年

55年

60年

平成 2年

7年

12年

17年

22年

27年

森林 農用地 宅地 道路 水路等 その他

１ 面積

～「人口集中地区」「可住地面積」とは～

・人口集中地区
「人口集中地区」は、国勢調査基本単位区又は調査区を基礎単位として、
①人口密度が１㎢当たり４，０００人以上の基本単位区等が市区町村境域内で互いに隣接し、
②国勢調査時に、隣接地域の人口が５，０００人以上を有する当該地域、としています。
昭和３５年国勢調査以来、各回の調査ごとに設定され、地方交付税算定基準の一つとして利
用されているほか、都市計画、地域開発計画、市街地再開発計画、産業立地計画、交通計
画、環境衛生対策、防犯・防災対策、その他各種行政施策、学術研究及び民間市場調査など
に広く利用されています。

・可住地面積
「可住地面積」は、総面積から林野面積と主要湖沼面積を差し引いて算
出した面積です。

総面積は国土の約１％で全国第３９位、人口密度は全国第４位
平成２７年１０月１日現在の本県の総面積は３，７９７．７５㎢で国土の約１％に当たり、４７都道府

県中３９番目の広さです。
総面積１㎢当たりの人口密度は１，９１３．４人で、全国第４位でした。
また、県内の全ての市と９の町に設定されている人口集中地区が総面積に占める割合は

１８．２３％で、全国第４位でした。
「社会生活統計指標」によると、平成２７年１０月１日現在の総面積に占める可住地面積の割
合は、全国平均（３２．９％）の約２倍の６８．１％で、全国第３位でした。

人口集中地区面積割合 人口集中地区面積÷総面積×１００

可住地面積割合 可住地面積÷北方地域及び竹島を除いた総面積×１００

利用形態別土地面積構成比
＊１ ＊２ ＊３ ＊４

総面積
（北方地域、竹島及
び尖閣諸島を含む）

総面積１㎢当たり
人口密度

総面積中の
人口集中地区面積割合

総面積中の
可住地面積割合

単 位 ㎢ 順位 人 順位 ％ 順位 ％ 順位
全 国 ３７７，９７０．７５ ３４０．８ ３．３８ ３２．９

北 海 道 ８３，４２４．３１ １ ６８．６ ４７ ０．９５ ４３ ２８．５ ３０
青 森 県 ９，６４５．５９ ８ １３５．６ ４１ １．６６ ３３ ３３．５ ２２
岩 手 県 １５，２７５．０１ ２ ８３．８ ４６ ０．５７ ４７ ２４．３ ３９
宮 城 県 ７，２８２．２２ １６ ３２０．５ １９ ３．５３ １６ ４３．３ １４
秋 田 県 １１，６３７．５４ ６ ８７．９ ４５ ０．７４ ４５ ２７．５ ３３

山 形 県 ９，３２３．１５ ９ １２０．５ ４２ １．２５ ４１ ３０．９ ２７
福 島 県 １３，７８３．７４ ３ １３８．９ ４０ １．３４ ３８ ３０．６ ２８
茨 城 県 ６，０９７．０６ ２４ ４７８．４ １２ ４．０３ １３ ６５．２ ４
栃 木 県 ６，４０８．０９ ２０ ３０８．１ ２２ ３．００ ２０ ４６．５ １２
群 馬 県 ６，３６２．２８ ２１ ３１０．１ ２１ ３．１３ １９ ３５．８ １９

埼 玉 県 ３，７９７．７５ ３９ １，９１３．４ ４ １８．２３ ４ ６８．１ ３
千 葉 県 ５，１５７．６５ ２８ １，２０６．５ ６ １２．４９ ６ ６８．９ ２
東 京 都 ２，１９０．９３ ４５ ６，１６８．７ １ ４９．３９ １ ６４．７ ５
神奈川県 ２，４１５．８３ ４３ ３，７７７．７ ３ ３９．１９ ３ ６０．９ ６
新 潟 県 １２，５８４．１０ ５ １８３．１ ３４ １．８５ ３１ ３６．０ １８

富 山 県 ４，２４７．６１ ３３ ２５１．０ ２５ ２．４５ ２６ ４３．４ １３
石 川 県 ４，１８６．０９ ３５ ２７５．７ ２３ ２．６１ ２５ ３３．２ ２３
福 井 県 ４，１９０．４９ ３４ １８７．７ ３１ １．９９ ２９ ２５．７ ３５
山 梨 県 ４，４６５．２７ ３２ １８７．０ ３２ １．２８ ４０ ２１．４ ４４
長 野 県 １３，５６１．５６ ４ １５４．８ ３８ １．２４ ４２ ２３．８ ４１

岐 阜 県 １０，６２１．２９ ７ １９１．３ ３０ １．６５ ３４ ２０．８ ４５
静 岡 県 ７，７７７．４２ １３ ４７５．８ １３ ５．４６ １１ ３５．４ ２１
愛 知 県 ５，１７２．４８ ２７ １，４４６．７ ５ １８．０２ ５ ５７．８ ７
三 重 県 ５，７７４．４０ ２５ ３１４．５ ２０ ３．２８ １８ ３５．７ ２０
滋 賀 県 ４，０１７．３８ ３８ ３５１．７ １５ ２．８３ ２３ ３２．５ ２５

京 都 府 ４，６１２．１９ ３１ ５６６．０ １０ ５．７１ １０ ２５．５ ３７
大 阪 府 １，９０５．１４ ４６ ４，６３９．８ ２ ４７．５８ ２ ６９．８ １
兵 庫 県 ８，４００．９６ １２ ６５８．８ ８ ６．９５ ８ ３３．１ ２４
奈 良 県 ３，６９０．９４ ４０ ３６９．６ １４ ３．８０ １４ ２３．２ ４３
和歌山県 ４，７２４．６９ ３０ ２０３．９ ２９ １．８２ ３２ ２３．６ ４２

鳥 取 県 ３，５０７．０５ ４１ １６３．５ ３７ １．４１ ３６ ２５．７ ３５
島 根 県 ６，７０８．２４ １９ １０３．５ ４３ ０．５８ ４６ １９．４ ４６
岡 山 県 ７，１１４．５０ １７ ２７０．１ ２４ ２．８４ ２２ ３１．２ ２６
広 島 県 ８，４７９．４５ １１ ３３５．４ １７ ３．５７ １５ ２７．３ ３４
山 口 県 ６，１１２．３０ ２３ ２２９．８ ２８ ３．４４ １７ ２７．９ ３２

徳 島 県 ４，１４６．６５ ３６ １８２．３ ３５ １．３３ ３９ ２４．４ ３８
香 川 県 １，８７６．７２ ４７ ５２０．２ １１ ４．０９ １２ ５３．６ １０
愛 媛 県 ５，６７６．１１ ２６ ２４４．１ ２６ ２．６９ ２４ ２９．５ ２９
高 知 県 ７，１０３．９３ １８ １０２．５ ４４ ０．７６ ４４ １６．４ ４７
福 岡 県 ４，９８６．４０ ２９ １，０２３．１ ７ １１．３６ ７ ５５．４ ８

佐 賀 県 ２，４４０．６８ ４２ ３４１．２ １６ ２．３３ ２７ ５４．７ ９
長 崎 県 ４，１３２．０９ ３７ ３３３．３ １８ ２．９３ ２１ ４０．６ １５
熊 本 県 ７，４０９．３５ １５ ２４１．１ ２７ ２．１１ ２８ ３７．７ １６
大 分 県 ６，３４０．７１ ２２ １８３．９ ３３ １．８６ ３０ ２８．４ ３１
宮 崎 県 ７，７３５．３１ １４ １４２．７ ３９ １．４３ ３５ ２３．９ ４０

鹿児島県 ９，１８６．９４ １０ １７９．４ ３６ １．３５ ３７ ３６．１ １７
沖 縄 県 ２，２８１．１２ ４４ ６２８．４ ９ ５．８８ ９ ５１．３ １１
資料出所 調査時点又は期間 調査周期
＊１～３「国勢調査」総務省統計局HP 平成２７年１０月１日 ５年
＊４ 「社会生活統計指標」総務省統計局HP 平成２７年１０月１日 毎年

注）１ 平成１７年、平成２２年、平成２７年の森林は推計面積による構成比。
２ 農用地は、平成２２年までは農地（田・畑）及び採草放牧地の合計面積、平成２７年は
農地（田・畑）及び原野等（採草放牧地・原野）の合計面積による構成比。

資料：「埼玉の土地」県土地水政策課HP
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おしえてコバトン

２ 自然・地形

県土の約３分の１が自然公園
本県は関東地方の中央部から西部に位置する内陸県で、東は茨城、千葉、西は長野、

山梨、南は東京、北は群馬、栃木の１都６県に接しています。
地形は、県の最高峰・三宝山（２，４８３m）をはじめとする２，０００m級の山々が西部に連なり、

東部に移るにつれて丘陵、台地、低地と次第に低くなっています。
「環境統計集」によると、自然公園は国立１か所、県立１０か所の計１１か所が指定されてお
り、その総面積（１２４，５８２ha）が県土に占める割合は３２．８０％で、全国第５位でした。
「農林業センサス」によると、林野面積は１２１，３１１ha で、県土に占める割合は３１.９％でし
た。

県内の一級河川延長は１，６４５．０㎞
「一級河川の河川延長等調」によると、県内の一級河川延長は１,６４５．０㎞で、全国第２５位
でした。県内の一級河川はすべて利根川・荒川水系に含まれています。

～みどりの再生～

都市化の進展などにより本県の緑は年々減少し、昭和５０年から平成１７年までの３０年間で山
手線の内側とほぼ同じ約６，５００haの平地林が失われました。
そこで県では緑豊かな埼玉を守るため、平成２０年４月に自動車税の一部（１．５％）を財源とし
て「彩の国みどりの基金」を創設しました。この基金を活用して、平成２８年度までの９年間で
８，９８０haの森林を整備、再生したほか、建物の屋上や壁面緑化、校庭・
園庭の芝生化などにより、県内４４８か所の身近な施設で緑を創出しまし
た。
また、「みどりの再生」に取り組む企業や団体などの活動を様々な形で
支援しており、活動団体の裾野は確実に広がっています。

埼玉県の地形
＊１ ＊２ ＊３ ＊４

自然公園面積 自然公園面積割合 林野面積割合 河川延長・一級河川
（指定区間外含む）

単 位 ha 順位 ％ 順位 ％ 順位 ㎞ 順位
全 国 ５，５６５，９６７ １４．７３ ６６．５ ８８，０７６．０

北 海 道 ８６７，５４０ １ １０．４０ ３９ ７０．６ １８ １０，１７５．６ １
青 森 県 １１４，１８７ １９ １１．８４ ３１ ６５．１ ２５ １，０８３．２ ３４
岩 手 県 ７２，０６１ ３１ ４．７２ ４６ ７５．７ ９ ２，１４２．２ １４
宮 城 県 １７１，１９９ ８ ２３．５１ １０ ５６．４ ３４ ２，１１６．０ １５
秋 田 県 １２３，８０１ １６ １０．６４ ３６ ７１．８ １６ ２，７３４．０ ８

山 形 県 １５５，５０９ １１ １６．６８ ２２ ６９．１ ２０ ２，９３１．１ ６
福 島 県 １７９，０９６ ６ １２．９９ ２８ ６８．５ ２２ ３，４３８．６ ４
茨 城 県 ９０，８９６ ２２ １４．９１ ２３ ３１．２ ４５ １，８９２．９ ２０
栃 木 県 １３３，４４３ １３ ２０．８２ １３ ５３．３ ３５ ２，７３２．２ ９
群 馬 県 ８８，８６４ ２４ １３．９７ ２６ ６４．１ ２７ ２，９０４．５ ７

埼 玉 県 １２４，５８２ １５ ３２．８０ ５ ３１．９ ４４ １，６４５．０ ２５
千 葉 県 ２８，５３７ ４４ ５．５３ ４５ ３０．８ ４６ ５１２．６ ４１
東 京 都 ７９，８８９ ２８ ３６．４６ ２ ３５．３ ４３ ７３４．６ ３８
神奈川県 ５５，１３８ ３４ ２２．８２ １１ ３８．８ ４２ ３３２．９ ４２
新 潟 県 ３１６，８９１ ２ ２５．１８ ９ ６３．９ ２８ ３，６０２．９ ３

富 山 県 １２５，５５４ １４ ２９．５６ ６ ５６．６ ３３ １，１７１．２ ３２
石 川 県 ５２，５６４ ３５ １２．５６ ２９ ６６．６ ２４ ３１６．９ ４３
福 井 県 ６１，９１２ ３３ １４．７７ ２４ ７４．０ １２ １，０９９．３ ３３
山 梨 県 １２１，１５３ １８ ２７．１３ ８ ７８．２ ４ ２，０５５．６ １７
長 野 県 ２７８，５４８ ３ ２０．５４ １４ ７６．１ ７ ５，０７０．４ ２

岐 阜 県 １９５，０９３ ５ １８．３７ １７ ７９．２ ２ ３，２６２．７ ５
静 岡 県 ８４，０４１ ２６ １０．８１ ３５ ６３．７ ３０ １，６２７．０ ２７
愛 知 県 ８８，８８１ ２３ １７．１８ ２０ ４２．２ ４１ １，３９３．１ ３０
三 重 県 ２０１，８９６ ４ ３４．９６ ３ ６４．３ ２６ １，７５１．３ ２２
滋 賀 県 １４９，９５７ １２ ３７．３３ １ ５０．７ ３６ ２，３１５．７ １２

京 都 府 ９４，５８９ ２０ ２０．５１ １５ ７４．３ １１ １，６３１．６ ２６
大 阪 府 ２０，０３９ ４７ １０．５２ ３７ ３０．２ ４７ ６６８．９ ３９
兵 庫 県 １６６，０１５ ９ １９．７６ １６ ６６．９ ２３ １，７６８．５ ２１
奈 良 県 ６３，３２８ ３２ １７．１６ ２１ ７６．８ ５ １，６７４．９ ２４
和歌山県 ４９，５５１ ３６ １０．４９ ３８ ７６．４ ６ ６０２．０ ４０

鳥 取 県 ４９，０６１ ３７ １３．９９ ２５ ７３．８ １３ １，０３４．２ ３６
島 根 県 ４０，４９６ ４１ ６．０４ ４４ ７８．３ ３ ２，２８８．６ １３
岡 山 県 ８０，６６４ ２７ １１．３４ ３２ ６８．８ ２１ ２，５４３．３ １０
広 島 県 ３７，８５７ ４３ ４．４６ ４７ ７２．７ １４ ２，４１８．７ １１
山 口 県 ４２，９７１ ３９ ７．０３ ４２ ７２．１ １５ ２１５．７ ４４

徳 島 県 ３８，７０６ ４２ ９．３３ ４０ ７５．６ １０ １，５１８．５ ２８
香 川 県 ２０，５３４ ４６ １０．９４ ３４ ４６．４ ３８ ８７．２ ４６
愛 媛 県 ４１，１２１ ４０ ７．２４ ４１ ７０．５ １９ １，９４４．３ １８
高 知 県 ４７，５０４ ３８ ６．６９ ４３ ８３．６ １ １，９２７．６ １９
福 岡 県 ８８，１０１ ２５ １７．６７ １９ ４４．６ ４０ １，３０２．２ ３１

佐 賀 県 ２６，８８４ ４５ １１．０１ ３３ ４５．３ ３９ １，０７６．４ ３５
長 崎 県 ７４，０９１ ３０ １７．９３ １８ ５９．４ ３２ １３６．３ ４５
熊 本 県 １５５，６３６ １０ ２１．０１ １２ ６２．３ ３１ １，７３４．５ ２３
大 分 県 １７４，３９１ ７ ２７．５０ ７ ７１．６ １７ ２，０７４．５ １６
宮 崎 県 ９１，９１９ ２１ １１．８８ ３０ ７６．１ ７ １，５０８．５ ２９

鹿児島県 １２３，４４９ １７ １３．４４ ２７ ６３．８ ２９ ８７８．１ ３７
沖 縄 県 ７７，８２８ ２９ ３４．１２ ４ ４８．７ ３７ ― ―
資料出所 調査時点又は期間 調査周期
＊１，２「環境統計集」環境省HP 平成２９年３月３１日 毎年
＊３ 「農林業センサス」農林水産省HP 平成２７年２月１日 ５年
＊４ 「一級河川の河川延長等調」国土交通省HP 平成２８年４月３０日 毎年

資料：「埼玉県の地形区分と名称図」（１９７５ 村本達郎氏による）
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３ 気象

夏は高温多湿、冬は低温乾燥
本県の気候は、冬は北西の季節風が強く晴天の日が多くて乾燥し、夏は日中かなりの高

温になり雷の発生が多く、降ひょうも多いのが特徴です。地域別に気温の特徴をみると、
北部は、県内でも夏の気温が高い地域となっており、平成１９年８月１６日に熊谷と多治見（岐
阜県）で、国内最高気温４０．９℃を観測しました。（平成２５年８月１２日に高知県の江川崎で
４１．０℃を観測、国内最高気温は更新されました。） 一方、秩父地方の盆地は、冬期に夜間
の冷え込みが強く、昭和２９年１月２７日に－１５．８℃の最低気温を観測しました。

年間快晴日数５６日で全国第１位
気象庁によると、平成２８年の熊谷の年平均気温は、平年値より０．９℃高い１５．９℃、最高

気温は７月７日の３７．３℃、最低気温は１月２０日の－５．７℃でした。
また、年間降水量は平年値より１４．７㎜多い１，３０１．０㎜で、１日の最大降水量は８月２２日の

１３４．５㎜でした。年間日照時間は平年値より２９．２時間多い２，０７１．３時間となり、年間快晴日
数は５６日で、前年より１日多く、８年連続で全国第１位でした。

※表＊１～４の各都道府県値は、原則、都道府県庁所在市の観測地点によりますが、埼玉県
は熊谷、千葉県は銚子、滋賀県は彦根、山口県は下関の値としました。

月別降水量・平均気温（平成２８年・熊谷）
＊１ ＊２ ＊３ ＊４

年平均気温 年間降水量 年間日照時間 年間快晴日数
（日平均雲量＜１．５）

単 位 ℃ 順位 ㎜ 順位 時間 順位 日 順位
全 国 … … … …

北 海 道 ９．３ ４７ １，３６０．０ ３７ １，８１８．５ ３４ １６ ２８
青 森 県 １１．０ ４６ １，３８９．５ ３６ １，６２２．４ ４７ １３ ３６
岩 手 県 １１．２ ４５ １，３１８．０ ３９ １，８２３．９ ３３ １１ ４０
宮 城 県 １３．５ ４１ １，２０９．０ ４４ １，８９５．７ ２７ １２ ３７
秋 田 県 １２．５ ４４ １，７９５．５ ２１ １，６７３．５ ４５ ９ ４５

山 形 県 １２．７ ４３ １，２４３．５ ４３ １，６８３．３ ４３ １１ ４０
福 島 県 １４．２ ４０ １，１７２．０ ４５ １，８１７．７ ３５ １１ ４０
茨 城 県 １４．８ ３７ １，４２６．０ ３５ ２，０６１．６ １３ ３１ ９
栃 木 県 １４．８ ３７ １，５９１．５ ２８ １，９３６．３ ２１ ３４ ６
群 馬 県 １５．６ ３４ １，２４９．０ ４２ ２，１２９．２ ６ ４６ ２

埼 玉 県 １５．９ ２９ １，３０１．０ ４０ ２，０７１．３ １２ ５６ １
千 葉 県 １６．５ ２５ １，９２７．５ １８ ２，００９．８ １８ １９ ２３
東 京 都 １６．４ ２６ １，７７９．０ ２４ １，８４１．７ ３１ ２４ １３
神奈川県 １６．９ ２１ １，９６９．５ １７ １，９３５．２ ２２ ２４ １３
新 潟 県 １４．５ ３９ １，４９９．０ ３２ １，７３８．４ ４０ １０ ４４

富 山 県 １５．２ ３６ ２，３３５．５ １０ １，６７９．９ ４４ １５ ３０
石 川 県 １５．７ ３２ ２，８９０．５ ３ １，８０１．７ ３６ １１ ４０
福 井 県 １５．６ ３４ ２，０２７．０ １５ １，７３３．４ ４１ １２ ３７
山 梨 県 １５．７ ３２ １，１２５．０ ４６ ２，１８７．８ １ ２８ １１
長 野 県 １３．１ ４２ ９２３．０ ４７ ２，０２２．３ １６ １６ ２８

岐 阜 県 １６．９ ２１ １，９８８．０ １６ ２，１３４．５ ５ ３６ ５
静 岡 県 １７．６ １３ ２，４４１．５ ７ ２，０９８．７ １０ ４０ ３
愛 知 県 １７．０ ２０ １，６８６．０ ２６ ２，１６８．２ ２ ３２ ８
三 重 県 １６．９ ２１ １，７８５．５ ２３ ２，１４３．６ ４ ３４ ６
滋 賀 県 １５．８ ３１ １，６２８．５ ２７ ２，０１３．０ １７ ２３ １８

京 都 府 １７．１ １９ １，８４０．０ １９ １，８４６．８ ３０ １２ ３７
大 阪 府 １７．７ １０ １，４５３．５ ３４ ２，１２７．０ ７ １５ ３０
兵 庫 県 １７．８ ９ １，３４６．５ ３８ ２，１１４．７ ８ １４ ３４
奈 良 県 １６．０ ２７ １，４９３．５ ３３ １，８８７．１ ２８ １５ ３０
和歌山県 １７．７ １０ １，５０８．０ ３１ ２，１５４．６ ３ １７ ２６

鳥 取 県 １６．０ ２７ １，７９５．０ ２２ １，７１３．４ ４２ ９ ４５
島 根 県 １５．９ ２９ １，８００．０ ２０ １，６６３．６ ４６ １４ ３４
岡 山 県 １６．６ ２４ １，５１３．０ ３０ １，９９５．５ １９ ２５ １２
広 島 県 １７．２ １８ ２，１２４．０ １３ １，８９６．８ ２６ ２０ ２１
山 口 県 １７．７ １０ ２，０６４．５ １４ １，７８２．４ ３７ ２３ １８

徳 島 県 １７．６ １３ １，７１５．０ ２５ ２，０９８．８ ９ １９ ２３
香 川 県 １７．５ １７ １，２８６．０ ４１ ２，０２８．５ １５ １８ ２５
愛 媛 県 １７．６ １３ １，５８３．５ ２９ １，９２５．４ ２４ １７ ２６
高 知 県 １８．１ ４ ２，８２３．０ ４ ２，０９６．７ １１ ３１ ９
福 岡 県 １８．１ ４ ２，４２０．５ ８ １，８３１．５ ３２ １５ ３０

佐 賀 県 １７．９ ８ ２，５８６．０ ５ １，８６３．４ ２９ ２４ １３
長 崎 県 １８．１ ４ ２，２９３．０ １１ １，７８２．４ ３７ ２０ ２１
熊 本 県 １８．０ ７ ２，５０４．０ ６ １，９３２．３ ２３ ２２ ２０
大 分 県 １７．６ １３ ２，１９９．０ １２ １，９１３．４ ２５ ２４ １３
宮 崎 県 １８．６ ３ ２，９５１．５ ２ ２，０５１．４ １４ ４０ ３

鹿児島県 １９．６ ２ ３，２８５．５ １ １，９４５．７ ２０ ２４ １３
沖 縄 県 ２４．１ １ ２，３６８．０ ９ １，７５７．２ ３９ ４ ４７
資料出所 調査時点又は期間 調査周期
＊１～４ 気象庁HP 平成２８年 毎年

説 明 平成２８年 平年値
冬 日 日最低気温が０℃未満の日 ４１ ４８．２
真冬日 日最高気温が０℃未満の日 ― ０．０
夏 日 日最高気温が２５℃以上の日 １２９ １１７．２
真夏日 日最高気温が３０℃以上の日 ６７ ５６．７
猛暑日 日最高気温が３５℃以上の日 ８ １３．９

資料：気象庁HP

◆冬日、夏日などの日数（熊谷）◆
（単位：日）

注）平年値は、昭和５６年～平成２２年の３０年間の累年平均値。
資料：気象庁HP
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おしえてコバトン

４ 自然災害

～熱中症を予防しましょう～

自然災害には、風水害や地震だけでなく、夏期の酷暑や冬期の雪害なども含まれます。
総務省消防庁によると、平成２９年夏期（５月から９月）の本県における熱中症による救急搬送

人員は、２，８００人でした。年齢区分別にみると、高齢者（６５歳以上）が１，３２４人（４７．３％）と最も
多く、次いで成人（１８歳以上６５歳未満）が１，０３４人（３６．９％）、少年（７歳以上１８歳未満）が４０９人
（１４．６％）、乳幼児（生後２８日以上７歳未満）が３３人（１．２％）の順となっています。

熱中症は、暑い環境に長時間さらされることにより発症します。「熱中症予防５つのポイン
ト」を活用して、熱中症を予防しましょう。
【熱中症予防５つのポイント】
１ 高齢者は上手にエアコンを ４「おかしい！？」と思ったら病院へ
２ 暑くなる日は要注意 ５ 周りの人にも気配りを
３ 水分をこまめに補給

自然災害被害総額が増加
「消防白書」によると、平成２８年の自然災害による被害総額は、前年より２，９７１万円多い
１億５，０１９万円でしたが、全国順位は前年と同じ第４３位でした。河川被害も、前年より２５箇
所多い３３箇所で発生しました。
「都道府県別土砂災害発生状況」によると、平成２８年に発生した土砂災害は６件でした。
なお、過去１０年間（平成１９年～２８年）に発生した土砂災害件数（累計）は３４件で、全国最少と
なっています。

県内の最大震度は震度４
「地震・火山月報（防災編）」によると、平成２８年に国内で被害を伴った地震は７回（「熊本
地震」により生じた一連の被害は、１回として扱っている。）でした。死者・行方不明者を伴
った地震は、「熊本地震」の１回でした。本県の観測点での震度１以上の地震は１１３回あり、
そのうち最大震度は震度４で、観測回数は７回でした。
また、気象庁によると、平成２８年の台風の発生数は２６個（平年値は２５．６個）でした。その

うち日本に上陸した台風は、６個（平年値は２．７個）でした。本県では８月に、台風９号の猛烈
な雨による浸水害、強風害、山がけ崩れ害などや、同月の台風１０号の大雨による山がけ崩
れ害が発生しました。

※表＊３、グラフ及び文中の土砂災害の数値は、土石流等、地すべり及びがけ崩れの件数
の合計です。

土砂災害発生件数（平成１９年～２８年の累計）
＊１ ＊２ ＊３ ＊４

自然災害による
被害総額 河川被害発生箇所数 土砂災害発生件数 震度１以上

地震観測回数

単 位 百万円 順位 箇所 順位 件 順位 回 順位
全 国 １，７５５，３１５ ７，１２４ １，４９２ ６，５８７

北 海 道 １６９，１７０ ２ １，８５９ １ ５６ １０ ２２４ １２
青 森 県 ９，１１９ ８ ９５ １３ １２ ２１ １４８ １７
岩 手 県 １４５，３８７ ３ ７７５ ３ １５８ ２ ２４５ １１
宮 城 県 ６，２０３ １０ ８ ３６ １ ４３ ３１７ １０
秋 田 県 １，３６０ ２８ １０ ３４ ９ ２４ ７４ ２７

山 形 県 ４，６５７ １４ ９７ １２ ４ ３７ ９２ ２４
福 島 県 １，０７３ ３０ ３８ ２３ ７ ２８ ４３８ ５
茨 城 県 ７３０ ３５ ６ ４０ ７ ２８ ３６４ ８
栃 木 県 ９１９ ３２ ２４ ２７ １ ４３ １８２ １５
群 馬 県 ９９７ ３１ １ ４２ ３ ３９ １００ ２０

埼 玉 県 １５０ ４３ ３３ ２４ ６ ３１ １１３ １９
千 葉 県 ５，０１４ １２ ８ ３６ ３１ １４ １９０ １３
東 京 都 ６５ ４５ ７ ３８ ８ ２７ １３２ １８
神奈川県 ９６ ４４ １ ４２ ３２ １３ ９７ ２２
新 潟 県 ２，２８３ ２２ ２０ ２８ ３８ １１ ６８ ２８

富 山 県 １，４２１ ２６ ３０ ２６ １１ ２２ １１ ４６
石 川 県 ６５８ ３６ １１ ３３ ３ ３９ １８ ４３
福 井 県 ２７９ ４２ ― ４４ １ ４３ １０ ４７
山 梨 県 ６１５ ３７ １３ ３２ ６ ３１ ４９ ３４
長 野 県 ３，４１８ １８ ２０ ２８ ２２ １８ ９５ ２３

岐 阜 県 ２，４４２ ２１ ７２ １６ ９ ２４ ４４ ３５
静 岡 県 １，３６２ ２７ １９ ３１ １８ ２０ ８９ ２６
愛 知 県 １７ ４６ ― ４４ ５ ３３ ２５ ３９
三 重 県 ２，１５０ ２４ ８５ １５ ５ ３３ １８ ４３
滋 賀 県 ５３１ ３９ ― ４４ ２ ４２ １３ ４５

京 都 府 １，１７０ ２９ ３９ ２２ ５ ３３ ２１ ４１
大 阪 府 １６ ４７ ― ４４ ３ ３９ ２１ ４１
兵 庫 県 ７５４ ３４ １０ ３４ ４ ３７ ３９ ３６
奈 良 県 ４９５ ４１ ２０ ２８ ― ４７ ２４ ４０
和歌山県 ３，７２７ １６ ６０ １８ ２４ １７ ６４ ３１

鳥 取 県 ６，２３２ ９ ７ ３８ ３４ １２ ４７７ ３
島 根 県 ４，９５１ １３ １２６ １０ ２７ １６ ５８ ３３
岡 山 県 ２，１８８ ２３ １０６ １１ １０ ２３ １６８ １６
広 島 県 １１，６５６ ６ ３０３ ６ ９３ ６ ６６ ２９
山 口 県 ３，２５８ ２０ ９４ １４ ６２ ８ ９０ ２５

徳 島 県 １，６２７ ２５ ６２ １７ ９ ２４ ３０ ３８
香 川 県 ５６５ ３８ ３１ ２５ ７ ２８ ３８ ３７
愛 媛 県 ３，３５５ １９ ５０ ２０ ５８ ９ ６４ ３１
高 知 県 ３，４７７ １７ ２４８ ７ ２１ １９ ６５ ３０
福 岡 県 ４，５１０ １５ ５３ １９ ３１ １４ ３９９ ７

佐 賀 県 ８２７ ３３ ４０ ２１ ５ ３３ １８５ １４
長 崎 県 ５，８４７ １１ １６２ ９ ９６ ５ ３６４ ８
熊 本 県 １，２７７，１１９ １ １，３９７ ２ ２２３ １ ３，８１２ １
大 分 県 ９，３５７ ７ ２１８ ８ ６７ ７ ８５９ ２
宮 崎 県 １４，４００ ５ ４１１ ５ １２７ ４ ４２６ ６

鹿児島県 ３９，１５９ ４ ４５３ ４ １３０ ３ ４５９ ４
沖 縄 県 ５０８ ４０ ２ ４１ １ ４３ ９８ ２１
資料出所 調査時点又は期間 調査周期
＊１，２「消防白書」総務省消防庁HP 平成２８年 毎年
＊３ 「都道府県別土砂災害発生状況」国土交通省HP 平成２８年 毎年
＊４ 「地震・火山月報(防災編)」気象庁HP 平成２８年 毎年

資料：「都道府県別土砂災害発生状況」国土交通省HP
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５ 総人口

人口増加率は過去最低の１．０％
「国勢調査」によると、平成２７年１０月１日現在の人口は、前回調査（平成２２年）より７１，９７８人
増加し、７，２６６，５３４人（男性３，６２８，４１８人、女性３，６３８，１１６人）で全国第５位でした。大正９年
の調査開始以来、本県の人口は増加が続いていますが、増加率は過去最低の１．０％でした。
男女別にみると、男性人口が女性人口を上回っている都道府県はなく、女性１００人に対

する男性の数を表す人口性比では、愛知県の９９．９６、神奈川県の９９．８２に次いで、本県は９９．７３
で全国第３位でした。

県内在住外国人の割合が上昇
県内に在住する外国人は１０５，２０３人で、前回調査に比べて１６，４６９人（１８．６％）増加しまし

た。この結果、本県の人口に占める外国人の割合は、前回調査より０．２２ポイント上昇して
１．４５％でした。

～どうなる？埼玉県の将来推計人口～

埼玉県の将来推計人口をグラフ
で表しました。
推計の基となった２０１０年（平成

２２年）の人口は７１９万人ですが、３０
年後の２０４０年には６３０万人に減少
が予想されています。
また、若い世代の人口が減少す
る一方、高齢者人口の増加が予想
されています。

人口の推移（各年１０月１日現在）
＊１ ＊２ ＊３ ＊４

人口 男 女 外国人

単 位 人 順位 人 順位 人 順位 人 順位
全 国 １２７，０９４，７４５ ６１，８４１，７３８ ６５，２５３，００７ １，７５２，３６８

北 海 道 ５，３８１，７３３ ８ ２，５３７，０８９ ８ ２，８４４，６４４ ８ ２１，６７６ １８
青 森 県 １，３０８，２６５ ３１ ６１４，６９４ ３２ ６９３，５７１ ３１ ３，４４７ ４４
岩 手 県 １，２７９，５９４ ３２ ６１５，５８４ ３１ ６６４，０１０ ３２ ５，０１７ ３９
宮 城 県 ２，３３３，８９９ １４ １，１４０，１６７ １４ １，１９３，７３２ １４ １３，９８９ ２１
秋 田 県 １，０２３，１１９ ３８ ４８０，３３６ ３８ ５４２，７８３ ３８ ２，９１４ ４７

山 形 県 １，１２３，８９１ ３５ ５４０，２２６ ３５ ５８３，６６５ ３６ ５，５０３ ３７
福 島 県 １，９１４，０３９ ２１ ９４５，６６０ ２０ ９６８，３７９ ２１ ８，７２５ ３０
茨 城 県 ２，９１６，９７６ １１ １，４５３，５９４ １１ １，４６３，３８２ １２ ４１，３１０ １１
栃 木 県 １，９７４，２５５ １８ ９８１，６２６ １８ ９９２，６２９ ２０ ２６，４９４ １７
群 馬 県 １，９７３，１１５ １９ ９７３，２８３ １９ ９９９，８３２ １８ ３７，１２６ １２

埼 玉 県 ７，２６６，５３４ ５ ３，６２８，４１８ ５ ３，６３８，１１６ ５ １０５，２０３ ５
千 葉 県 ６，２２２，６６６ ６ ３，０９５，８６０ ６ ３，１２６，８０６ ６ ９０，１７８ ６
東 京 都 １３，５１５，２７１ １ ６，６６６，６９０ １ ６，８４８，５８１ １ ３７８，５６４ １
神奈川県 ９，１２６，２１４ ２ ４，５５８，９７８ ２ ４，５６７，２３６ ３ １４４，５００ ４
新 潟 県 ２，３０４，２６４ １５ １，１１５，４１３ １５ １，１８８，８５１ １５ １１，５６７ ２２

富 山 県 １，０６６，３２８ ３７ ５１５，１４７ ３７ ５５１，１８１ ３７ １０，７６８ ２６
石 川 県 １，１５４，００８ ３４ ５５８，５８９ ３３ ５９５，４１９ ３４ ９，３０８ ２８
福 井 県 ７８６，７４０ ４３ ３８１，４７４ ４３ ４０５，２６６ ４３ ９，４４８ ２７
山 梨 県 ８３４，９３０ ４１ ４０８，３２７ ４１ ４２６，６０３ ４２ １１，１１５ ２４
長 野 県 ２，０９８，８０４ １６ １，０２２，１２９ １６ １，０７６，６７５ １６ ２６，６４０ １６

岐 阜 県 ２，０３１，９０３ １７ ９８３，８５０ １７ １，０４８，０５３ １７ ３５，３８２ １３
静 岡 県 ３，７００，３０５ １０ １，８２０，９９３ １０ １，８７９，３１２ １０ ５９，５９６ ８
愛 知 県 ７，４８３，１２８ ４ ３，７４０，８４４ ４ ３，７４２，２８４ ４ １６６，１５０ ２
三 重 県 １，８１５，８６５ ２２ ８８３，５１６ ２２ ９３２，３４９ ２３ ３１，３３３ １５
滋 賀 県 １，４１２，９１６ ２６ ６９６，９４１ ２６ ７１５，９７５ ３０ １９，８８６ １９

京 都 府 ２，６１０，３５３ １３ １，２４８，９７２ １３ １，３６１，３８１ １３ ４３，９４９ １０
大 阪 府 ８，８３９，４６９ ３ ４，２５６，０４９ ３ ４，５８３，４２０ ２ １５０，８９０ ３
兵 庫 県 ５，５３４，８００ ７ ２，６４１，５６１ ７ ２，８９３，２３９ ７ ７７，５１８ ７
奈 良 県 １，３６４，３１６ ３０ ６４３，９４６ ３０ ７２０，３７０ ２９ ８，７２６ ２９
和歌山県 ９６３，５７９ ４０ ４５３，２１６ ４０ ５１０，３６３ ３９ ４，６６７ ４０

鳥 取 県 ５７３，４４１ ４７ ２７３，７０５ ４７ ２９９，７３６ ４７ ３，３８４ ４５
島 根 県 ６９４，３５２ ４６ ３３３，１１２ ４６ ３６１，２４０ ４６ ５，３７１ ３８
岡 山 県 １，９２１，５２５ ２０ ９２２，２２６ ２１ ９９９，２９９ １９ １７，３０９ ２０
広 島 県 ２，８４３，９９０ １２ １，３７６，２１１ １２ １，４６７，７７９ １１ ３４，８５４ １４
山 口 県 １，４０４，７２９ ２７ ６６５，００８ ２７ ７３９，７２１ ２５ １１，５１２ ２３

徳 島 県 ７５５，７３３ ４４ ３５９，７９０ ４４ ３９５，９４３ ４４ ３，８７１ ４２
香 川 県 ９７６，２６３ ３９ ４７２，３０８ ３９ ５０３，９５５ ４０ ６，９２８ ３５
愛 媛 県 １，３８５，２６２ ２８ ６５４，３８０ ２８ ７３０，８８２ ２７ ８，０９６ ３３
高 知 県 ７２８，２７６ ４５ ３４２，６７２ ４５ ３８５，６０４ ４５ ３，２３６ ４６
福 岡 県 ５，１０１，５５６ ９ ２，４１０，４１８ ９ ２，６９１，１３８ ９ ４７，０９７ ９

佐 賀 県 ８３２，８３２ ４２ ３９３，０７３ ４２ ４３９，７５９ ４１ ３，８７８ ４１
長 崎 県 １，３７７，１８７ ２９ ６４５，７６３ ２９ ７３１，４２４ ２６ ７，６６９ ３４
熊 本 県 １，７８６，１７０ ２３ ８４１，０４６ ２３ ９４５，１２４ ２２ ８，３５８ ３２
大 分 県 １，１６６，３３８ ３３ ５５１，９３２ ３４ ６１４，４０６ ３３ ８，６５６ ３１
宮 崎 県 １，１０４，０６９ ３６ ５１９，２４２ ３６ ５８４，８２７ ３５ ３，６９３ ４３

鹿児島県 １，６４８，１７７ ２４ ７７３，０６１ ２４ ８７５，１１６ ２４ ５，８４７ ３６
沖 縄 県 １，４３３，５６６ ２５ ７０４，６１９ ２５ ７２８，９４７ ２８ １１，０２０ ２５
資料出所 調査時点又は期間 調査周期
＊１～４「国勢調査」総務省統計局HP 平成２７年１０月１日 ５年

注）昭和２０年は１１月１日現在で行われた「人口調査」による人口。
資料：「国勢調査」総務省統計局HP

資料：「日本の地域別将来推計人口（平成２５年３月推計）」国立社会保障・人口問題研究所HP
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６ 人口（年齢３区分別）

低下する年少人口割合、上昇する老年人口割合
「国勢調査」によると、平成２７年１０月１日現在の人口に占める年齢３区分別の人口の割合は、
年少人口割合が前回調査（平成２２年）に比べ０．７ポイント低下し、大正９年の調査開始以来最
も低い１２．６％（９１０，８０５人）でした。
生産年齢人口割合は、前回調査に比べ３．７ポイント低下し６２．５％（４，５０７，１７４人）となりま

したが、東京都、神奈川県、沖縄県に次いで全国第４位の高さでした。
老年人口割合は、前回調査に比べ４．４ポイント上昇し、調査開始以来最も高い２４．８％

（１，７８８，７３５人）でした。前回調査の老年人口割合と比べると、全都道府県で上昇しており、
２５．０％未満だったのは埼玉県を含む６都県でした。
１割を超えた７５歳以上人口の割合
人口に占める７５歳以上人口の割合は、前回調査に比べ２．４ポイント上昇し、１割を超える

１０．６％（７６６，１２５人）となりましたが、沖縄県に次いで全国第４６位と低い割合でした。一方、
２．４ポイントの上昇は全国で最高でした。
※グラフ及び文中の各構成比は、昭和１５年以降（昭和２０年・４５年を除く）は「不詳」数を分母
に含めない方法により算出しています。

～２０歳から６９歳の人口～

高齢化の進行などを踏まえ、生産年齢人口
（１５～６４歳）を５歳上げた２０～６９歳の人口につ
いてみてみると、生産年齢人口の４，５０７，１７４
人より約２０万人多い４，７１１，９０２人で、全国第５
位でした。
人口に占める割合では、生産年齢人口の割
合（６２．５％）を２．３ポイント上回る６４．８％で、
東京都、神奈川県に次い
で全国第３位となってい
ます。

年齢３区分別人口構成比（各年１０月１日現在）
＊１ ＊２ ＊３ ＊４

年少人口割合
（０～１４歳）

生産年齢人口割合
（１５～６４歳）

老年人口割合
（６５歳以上） ７５歳以上人口割合

単 位 ％ 順位 ％ 順位 ％ 順位 ％ 順位
全 国 １２．６ ６０．７ ２６．６ １２．８

北 海 道 １１．４ ４６ ５９．６ １６ ２９．１ ２０ １４．３ ２５
青 森 県 １１．４ ４５ ５８．４ ２５ ３０．１ １２ １５．４ １８
岩 手 県 １１．９ ４１ ５７．８ ３０ ３０．４ １１ １６．３ ５
宮 城 県 １２．５ ２９ ６１．７ ６ ２５．７ ４１ １２．９ ３４
秋 田 県 １０．５ ４７ ５５．７ ４５ ３３．８ １ １８．４ １

山 形 県 １２．１ ３８ ５７．１ ３７ ３０．８ ７ １６．９ ４
福 島 県 １２．１ ３９ ５９．２ １７ ２８．７ ２３ １５．０ ２０
茨 城 県 １２．６ ２５ ６０．６ １２ ２６．８ ３６ １２．５ ３８
栃 木 県 １２．９ ２０ ６１．３ １０ ２５．９ ３９ １２．２ ３９
群 馬 県 １２．８ ２１ ５９．６ １５ ２７．６ ３２ １３．２ ３２

埼 玉 県 １２．６ ２４ ６２．５ ４ ２４．８ ４２ １０．６ ４６
千 葉 県 １２．４ ３１ ６１．７ ７ ２５．９ ４０ １１．４ ４１
東 京 都 １１．５ ４４ ６５．９ １ ２２．７ ４６ １０．８ ４４
神奈川県 １２．６ ２６ ６３．５ ２ ２３．９ ４４ １０．９ ４３
新 潟 県 １２．０ ４０ ５８．１ ２８ ２９．９ １５ １５．７ １２

富 山 県 １２．２ ３５ ５７．３ ３６ ３０．５ ９ １５．０ １９
石 川 県 １３．０ １３ ５９．１ ２２ ２７．９ ２９ １３．３ ３１
福 井 県 １３．３ １０ ５８．１ ２９ ２８．６ ２５ １４．７ ２２
山 梨 県 １２．４ ３３ ５９．２ １８ ２８．４ ２６ １４．５ ２４
長 野 県 １３．０ １７ ５７．０ ３９ ３０．１ １３ １５．７ １１

岐 阜 県 １３．２ １１ ５８．７ ２４ ２８．１ ２７ １３．６ ２８
静 岡 県 １３．０ １４ ５９．２ １９ ２７．８ ３０ １３．４ ２９
愛 知 県 １３．８ ４ ６２．４ ５ ２３．８ ４５ １０．８ ４５
三 重 県 １３．０ １５ ５９．１ ２１ ２７．９ ２８ １３．７ ２７
滋 賀 県 １４．５ ２ ６１．３ ８ ２４．２ ４３ １１．３ ４２

京 都 府 １２．３ ３４ ６０．２ １３ ２７．５ ３４ １２．９ ３５
大 阪 府 １２．５ ２８ ６１．３ ９ ２６．１ ３７ １１．８ ４０
兵 庫 県 １２．９ １９ ６０．０ １４ ２７．１ ３５ １２．７ ３６
奈 良 県 １２．５ ３０ ５８．８ ２３ ２８．７ ２２ １３．３ ３０
和歌山県 １２．１ ３７ ５７．０ ４０ ３０．９ ６ １５．５ １５

鳥 取 県 １２．９ １８ ５７．３ ３４ ２９．７ １６ １５．８ ９
島 根 県 １２．６ ２７ ５５．０ ４７ ３２．５ ３ １７．７ ２
岡 山 県 １３．１ １２ ５８．２ ２７ ２８．７ ２４ １４．３ ２６
広 島 県 １３．４ ９ ５９．１ ２０ ２７．５ ３３ １３．２ ３３
山 口 県 １２．２ ３６ ５５．７ ４４ ３２．１ ４ １６．２ ６

徳 島 県 １１．７ ４２ ５７．４ ３３ ３１．０ ５ １６．０ ８
香 川 県 １２．８ ２２ ５７．３ ３５ ２９．９ １４ １５．０ ２１
愛 媛 県 １２．４ ３２ ５７．０ ４１ ３０．６ ８ １５．６ １３
高 知 県 １１．６ ４３ ５５．５ ４６ ３２．８ ２ １７．２ ３
福 岡 県 １３．４ ８ ６０．７ １１ ２５．９ ３８ １２．５ ３７

佐 賀 県 １４．０ ３ ５８．３ ２６ ２７．７ ３１ １４．５ ２３
長 崎 県 １３．０ １６ ５７．４ ３２ ２９．６ １７ １５．６ １４
熊 本 県 １３．６ ６ ５７．６ ３１ ２８．８ ２１ １５．４ １７
大 分 県 １２．７ ２３ ５６．９ ４２ ３０．４ １０ １５．７ １０
宮 崎 県 １３．７ ５ ５６．８ ４３ ２９．５ １８ １５．５ １６

鹿児島県 １３．５ ７ ５７．０ ３８ ２９．４ １９ １６．１ ７
沖 縄 県 １７．４ １ ６２．９ ３ １９．６ ４７ １０．１ ４７
資料出所 調査時点又は期間 調査周期
＊１～４「国勢調査」総務省統計局HP 平成２７年１０月１日 ５年

順位 ２０～６９歳人口の割合
１ 東 京 都 ６６．８
２ 神奈川県 ６５．２
３ 埼 玉 県 ６４．８
４ 栃 木 県 ６４．２
５ 千 葉 県 ６３．９

全 国 ６２．９
４３ 長 野 県 ５９．７
４４ 宮 崎 県 ５９．７
４５ 鹿児島県 ５９．３
４６ 高 知 県 ５９．３
４７ 島 根 県 ５８．２

注）昭和２０年は１１月１日現在で行われた「人口調査」による人口。
資料：「国勢調査」総務省統計局HP

（単位：％）

資料：「平成２７年国勢調査」総務省統計局HP
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おしえてコバトン
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50歳:ひのえうま

70,71歳:終戦前後に
おける出生減

７ 年齢

全国で６番目に若い県
「国勢調査」によると、平成２７年１０月１日現在、平均年齢は４５．４歳で、沖縄県、愛知県、
滋賀県、東京都、神奈川県に続いて全国で６番目に若い県でした。前回調査（平成２２年）で
は４３．６歳で５番目に若い県でしたが、１．８歳上昇しました。

平均年齢 年齢（各歳）×各歳別人口÷各歳別人口の合計（年齢「不詳」を除く。）＋０．５

延びる平均寿命
「都道府県別生命表」によると、平成２７年の国勢調査等を基に算出した本県の平均寿命は、
男性が８０．８２年、女性が８６．６６年で、算出を始めた昭和４０年と比べ男性は１３．５６年、女性は
１４．２１年上昇しています。
「国勢調査」によると、平成２７年１０月１日現在の年齢１００歳以上の人口は２，２１６人で、５年前
の前回調査（平成２２年、１，３９６人）の約１．５倍、１０年前の前々回調査（平成１７年、７４９人）の約３
倍に増加しました。

４０歳代人口が最多
「埼玉県町（丁）字別人口調査」によると、平成２９年１月１日現在の人口を年齢階級別にみる
と、４０歳代が１，２０２，１７５人で総数（７，３４３，７３３人）の１６．４％を占め最も多く、次いで６０歳代が
１，０２０，０１０人で同１３．９％、３０歳代が９３３，１６３人で同１２．７％と続いています。

～市町村の平均年齢～

「国勢調査」によると、平成２７年１０月１
日現在、県内市町村で最も平均年齢が高
いのは鳩山町（５３．４歳）で、最も平均年齢
が低いのは戸田市（４０．７歳）でした。

埼玉県の人口ピラミッド（平成２９年１月１日現在）
＊１ ＊２ ＊３ ＊４

平均年齢 平均寿命（男） 平均寿命（女） 年齢１００歳以上の人口

単 位 歳 順位 年 順位 年 順位 人 順位
全 国 ４６．４ ８０．７７ ８７．０１ ６１，７６３

北 海 道 ４８．３ １４ ８０．２８ ３５ ８６．７７ ３７ ２，８３５ ４
青 森 県 ４９．０ ７ ７８．６７ ４７ ８５．９３ ４７ ５３９ ４４
岩 手 県 ４９．０ ８ ７９．８６ ４５ ８６．４４ ４２ ７２３ ３３
宮 城 県 ４６．２ ３８ ８０．９９ １５ ８７．１６ ２０ ９３７ ２４
秋 田 県 ５１．３ １ ７９．５１ ４６ ８６．３８ ４４ ５５７ ４３

山 形 県 ４９．１ ４ ８０．５２ ２９ ８６．９６ ２９ ６４５ ３６
福 島 県 ４８．２ １６ ８０．１２ ４１ ８６．４０ ４３ ９７０ ２２
茨 城 県 ４６．７ ３３ ８０．２８ ３４ ８６．３３ ４５ １，３２８ １６
栃 木 県 ４６．４ ３６ ８０．１０ ４２ ８６．２４ ４６ ８４６ ２８
群 馬 県 ４６．９ ２７ ８０．６１ ２８ ８６．８４ ３３ １，０５６ １９

埼 玉 県 ４５．４ ４２ ８０．８２ ２２ ８６．６６ ３９ ２，２１６ ９
千 葉 県 ４６．０ ３９ ８０．９６ １６ ８６．９１ ３０ ２，２５６ ８
東 京 都 ４４．７ ４４ ８１．０７ １１ ８７．２６ １５ ５，１４２ １
神奈川県 ４５．０ ４３ ８１．３２ ５ ８７．２４ １７ ３，４８７ ２
新 潟 県 ４８．５ １１ ８０．６９ ２４ ８７．３２ １１ １，５５１ １２

富 山 県 ４８．４ １２ ８０．６１ ２７ ８７．４２ ８ ７３４ ３１
石 川 県 ４６．７ ３２ ８１．０４ １２ ８７．２８ １３ ６７４ ３５
福 井 県 ４７．４ ２４ ８１．２７ ６ ８７．５４ ５ ５０７ ４５
山 梨 県 ４７．６ ２２ ８０．８５ ２１ ８７．２２ １８ ５９２ ３９
長 野 県 ４８．２ １７ ８１．７５ ２ ８７．６７ １ １，４５４ １４

岐 阜 県 ４６．９ ３０ ８１．００ １４ ８６．８２ ３４ ９９８ ２１
静 岡 県 ４７．０ ２６ ８０．９５ １７ ８７．１０ ２４ １，８５５ １０
愛 知 県 ４４．３ ４６ ８１．１０ ８ ８６．８６ ３２ ２，４３７ ７
三 重 県 ４６．９ ２８ ８０．８６ １９ ８６．９９ ２７ ８９０ ２７
滋 賀 県 ４４．５ ４５ ８１．７８ １ ８７．５７ ４ ５９０ ４０

京 都 府 ４６．３ ３７ ８１．４０ ３ ８７．３５ ９ １，４６３ １３
大 阪 府 ４５．８ ４０ ８０．２３ ３８ ８６．７３ ３８ ３，２７７ ３
兵 庫 県 ４６．５ ３５ ８０．９２ １８ ８７．０７ ２５ ２，６０１ ６
奈 良 県 ４７．２ ２５ ８１．３６ ４ ８７．２５ １６ ７１５ ３４
和歌山県 ４８．７ ９ ７９．９４ ４４ ８６．４７ ４１ ５８０ ４１

鳥 取 県 ４８．２ １８ ８０．１７ ３９ ８７．２７ １４ ４８１ ４７
島 根 県 ４９．５ ３ ８０．７９ ２３ ８７．６４ ３ ６２２ ３８
岡 山 県 ４６．９ ２９ ８１．０３ １３ ８７．６７ ２ １，２１８ １８
広 島 県 ４６．５ ３４ ８１．０８ ９ ８７．３３ １０ １，８３０ １１
山 口 県 ４９．０ ５ ８０．５１ ３０ ８６．８８ ３１ １，０３０ ２０

徳 島 県 ４９．０ ６ ８０．３２ ３３ ８６．６６ ４０ ４８９ ４６
香 川 県 ４８．０ ２０ ８０．８５ ２０ ８７．２１ １９ ７３４ ３１
愛 媛 県 ４８．６ １０ ８０．１６ ４０ ８６．８２ ３５ ９４３ ２３
高 知 県 ４９．８ ２ ８０．２６ ３７ ８７．０１ ２６ ６２５ ３７
福 岡 県 ４５．７ ４１ ８０．６６ ２５ ８７．１４ ２１ ２，７５８ ５

佐 賀 県 ４６．８ ３１ ８０．６５ ２６ ８７．１２ ２３ ５６７ ４２
長 崎 県 ４８．２ １５ ８０．３８ ３１ ８６．９７ ２８ ９２１ ２６
熊 本 県 ４７．５ ２３ ８１．２２ ７ ８７．４９ ６ １，３３７ １５
大 分 県 ４８．３ １３ ８１．０８ １０ ８７．３１ １２ ７４９ ３０
宮 崎 県 ４７．９ ２１ ８０．３４ ３２ ８７．１２ ２２ ７８７ ２９

鹿児島県 ４８．１ １９ ８０．０２ ４３ ８６．７８ ３６ １，２９０ １７
沖 縄 県 ４２．１ ４７ ８０．２７ ３６ ８７．４４ ７ ９２７ ２５
資料出所 調査時点又は期間 調査周期
＊１，４「国勢調査」総務省統計局HP 平成２７年１０月１日 ５年
＊２，３「都道府県別生命表」厚生労働省HP 平成２７年 ５年

平均年齢が高い 順位 平均年齢が低い
鳩山町 ５３．４ １ 戸田市 ４０．７
東秩父村 ５３．３ ２ 和光市 ４０．８
長瀞町 ５１．４ ３ 朝霞市 ４２．０
ときがわ町 ５１．３ ４ 伊奈町 ４２．６
小鹿野町 ５１．２ ５ 吉川市 ４２．７

資料：「埼玉県町（丁）字別人口調査」県統計課HP

（単位：歳）

資料：「平成２７年国勢調査」総務省統計局HP
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夫婦のみ
10.6％
夫婦のみ
10.6％ 夫婦のみ

20.7％
夫婦のみ
20.7％

不詳
0.2％

夫婦と子供
51.4％

夫婦と子供
51.4％

夫婦と子供
31.7％

夫婦と子供
31.7％男親と子供

1.0％ 男親と子供
1.5％

女親と子供
4.8％

女親と子供
7.4％

非親族世帯
0.2％

非親族世帯
1.0％

高齢単身
世帯 
1.4％

高齢単身
世帯 
9.3％

その他の
単独世帯 
15.0％

その他の
単独世帯 
15.0％

その他の
単独世帯 
21.2％

核家族以外
の親族世帯
15.6％

核家族以外
の親族世帯
7.0％

昭和60年
1,745,952
世帯

平成27年
2,967,928
世帯

核
家
族
世
帯

核
家
族
世
帯

核
家
族
世
帯

核
家
族
世
帯

30年後

おしえてコバトン

0

5

10

15

20

25

30
（高齢単身世帯数 ： 万世帯） （世帯割合 ： ％）

昭和60年平成2年 7 12 17 22 27

高齢単身世帯数
世帯割合

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

８ 世帯

増加する世帯数と進む世帯の小規模化
「国勢調査」によると、県内における平成２７年１０月１日現在の総世帯数は２，９７１，６５９世帯で、
そのうち一般世帯数は２，９６７，９２８世帯、施設等の世帯数は３，７３１世帯でした。一般世帯数は、
前回調査（平成２２年）と比べると１３０，３８６世帯（４．６％）増加しました。
一般世帯の１世帯当たり人員は２．４１人で、全国平均（２．３３人）を上回ったものの、前回調

査より０．０９人減少しました。１世帯当たり人員は、前回調査と比べると全ての都道府県で
減少しており、世帯の小規模化が進んでいます。

核家族世帯割合は全国第２位
家族類型別に一般世帯をみると、核家族世帯が１，８２０，０４９世帯で一般世帯の６１．３％を占

めており、この割合は全国第２位でした。また、核家族世帯のうち、夫婦のみの世帯は６１３，４３８
世帯（一般世帯の２０．７％）、夫婦と子供から成る世帯は９４０，３３８世帯（同３１．７％）でした。
高齢単身世帯は、前回調査より７１，５６５世帯（３５．０％）増加して２７５，７７７世帯で、一般世帯

に占める割合は９．３％でした。

高齢単身世帯 ６５歳以上の人一人のみの一般世帯。

～高齢単身世帯数（割合）の推移～
「国勢調査」によると、県内の高齢単身世帯数は、昭和６０年には２５，２５５世帯（一般世帯に占
める割合１．４％）でしたが、平成２７年には２７５，７７７世帯（同９．３％）に達し、３０年間で約１１倍に増
加しました。高齢単身世帯の割合は、調査を重ねるごとに増加を続けています。

家族類型別一般世帯構成比の変化
＊１ ＊２ ＊３ ＊４

一般世帯数 １世帯当たり人員
（一般世帯）

核家族世帯割合
（一般世帯）

高齢単身世帯割合
（一般世帯）

単 位 世帯 順位 人 順位 ％ 順位 ％ 順位
全 国 ５３，３３１，７９７ ２．３３ ５５．８ １１．１

北 海 道 ２，４３８，２０６ ７ ２．１３ ４６ ５５．９ ２８ １３．１ ９
青 森 県 ５０９，２４１ ３１ ２．４８ ２０ ５３．３ ３７ １２．１ １５
岩 手 県 ４８９，３８３ ３２ ２．５４ １５ ５１．３ ４５ １０．９ ２６
宮 城 県 ９４２，５６９ １４ ２．４３ ２５ ５１．３ ４４ ９．１ ４５
秋 田 県 ３８７，３９２ ４０ ２．５５ １０ ５２．０ ４１ １２．３ １３

山 形 県 ３９２，２８８ ３７ ２．７８ １ ４９．８ ４６ ９．４ ４０
福 島 県 ７３０，０１３ ２１ ２．５６ ９ ５１．４ ４３ １０．６ ２８
茨 城 県 １，１２２，４４３ １３ ２．５５ １２ ５７．４ １７ ８．９ ４６
栃 木 県 ７６１，８６３ １９ ２．５４ １３ ５６．７ ２４ ９．２ ４４
群 馬 県 ７７２，０１４ １７ ２．５０ １９ ５９．２ ６ １０．３ ３１

埼 玉 県 ２，９６７，９２８ ５ ２．４１ ２７ ６１．３ ２ ９．３ ４１
千 葉 県 ２，６０４，８３９ ６ ２．３５ ３４ ５９．０ ７ ９．９ ３５
東 京 都 ６，６９０，９３４ １ １．９９ ４７ ４７．８ ４７ １１．１ ２５
神奈川県 ３，９６５，１９０ ２ ２．２６ ４０ ５８．４ １２ １０．１ ３４
新 潟 県 ８４６，４８５ １５ ２．６５ ５ ５３．０ ３９ ９．７ ３９

富 山 県 ３９０，３１３ ３９ ２．６６ ４ ５４．９ ３１ １０．２ ３２
石 川 県 ４５２，３５５ ３５ ２．４８ ２１ ５４．９ ３４ １０．１ ３３
福 井 県 ２７８，９９０ ４５ ２．７５ ２ ５２．７ ４０ ９．７ ３７
山 梨 県 ３３０，３７５ ４１ ２．４７ ２３ ５７．８ １５ １１．３ ２１
長 野 県 ８０５，２７９ １６ ２．５５ １１ ５７．０ ２１ １０．４ ２９

岐 阜 県 ７５１，７２６ ２０ ２．６５ ６ ５８．１ １３ ９．７ ３８
静 岡 県 １，４２７，４４９ １０ ２．５４ １４ ５６．８ ２３ ９．８ ３６
愛 知 県 ３，０５９，９５６ ４ ２．４１ ２８ ５６．９ ２２ ９．２ ４３
三 重 県 ７１８，９３４ ２３ ２．４７ ２２ ５８．６ ９ １０．８ ２７
滋 賀 県 ５３６，７０６ ２９ ２．５９ ７ ５８．８ ８ ８．３ ４７

京 都 府 １，１５１，４２２ １２ ２．２２ ４２ ５４．１ ３６ １１．９ １９
大 阪 府 ３，９１８，４４１ ３ ２．２２ ４３ ５６．１ ２７ １３．３ ７
兵 庫 県 ２，３１２，２８４ ８ ２．３５ ３３ ５９．３ ５ １２．４ １２
奈 良 県 ５２９，２５８ ３０ ２．５２ １７ ６３．９ １ １１．２ ２２
和歌山県 ３９１，４６５ ３８ ２．４０ ２９ ６０．３ ３ １５．０ ３

鳥 取 県 ２１６，２４４ ４７ ２．５７ ８ ５３．１ ３８ １１．１ ２４
島 根 県 ２６４，０８０ ４６ ２．５３ １６ ５１．８ ４２ １２．０ １６
岡 山 県 ７７１，２４２ １８ ２．４３ ２６ ５５．９ ２９ １１．２ ２３
広 島 県 １，２０９，２８８ １１ ２．２９ ３７ ５７．５ １６ １１．９ １７
山 口 県 ５９７，４２６ ２５ ２．２７ ３９ ５７．９ １４ １４．５ ４

徳 島 県 ３０４，９１１ ４３ ２．３９ ３０ ５４．９ ３２ １２．９ １１
香 川 県 ３９７，６０２ ３６ ２．３９ ３１ ５７．２ １９ １２．１ １４
愛 媛 県 ５９０，６２９ ２６ ２．２８ ３８ ５７．２ １８ １３．８ ５
高 知 県 ３１８，０８６ ４２ ２．２０ ４４ ５４．９ ３３ １６．５ １
福 岡 県 ２，１９６，６１７ ９ ２．２６ ４１ ５４．５ ３５ １１．８ ２０

佐 賀 県 ３０１，００９ ４４ ２．６７ ３ ５５．８ ３０ １０．４ ３０
長 崎 県 ５５８，３８０ ２８ ２．３７ ３２ ５７．１ ２０ １３．２ ８
熊 本 県 ７０２，５６５ ２４ ２．４６ ２４ ５６．１ ２６ １１．９ １８
大 分 県 ４８５，００１ ３３ ２．３２ ３５ ５６．４ ２５ １２．９ １０
宮 崎 県 ４６１，３８９ ３４ ２．３１ ３６ ５９．３ ４ １３．６ ６

鹿児島県 ７２２，３７２ ２２ ２．２０ ４５ ５８．６ １１ １５．３ ２
沖 縄 県 ５５９，２１５ ２７ ２．５０ １８ ５８．６ １０ ９．２ ４２
資料出所 調査時点又は期間 調査周期
＊１～４「国勢調査」総務省統計局HP 平成２７年１０月１日 ５年

高齢単身世帯数
（世帯）

世帯割合
（％）

昭和６０年 ２５，２５５ １．４
平成 ２年 ３９，９０５ ２．０

７ ６０，７６６ ２．７
１２ ９７，３２４ ３．９
１７ １４３，９２３ ５．５
２２ ２０４，２１２ ７．２
２７ ２７５，７７７ ９．３

資料：「国勢調査」総務省統計局HP

資料：「国勢調査」
総務省統計局HP
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栃　木　県
9,991人
栃　木　県
9,991人群　馬　県

29,065人
群　馬　県
29,065人

茨　城　県
14,381人
茨　城　県
14,381人

( 　  　　)( 　  　　)うち 従業13,628人
　 通学 753人
うち 従業13,628人
　 通学 753人

( 　  　　)( 　  　　)
( 　  　　)( 　  　　)

うち 従業35,710人
　 通学 7,140人
うち 従業35,710人
　 通学 7,140人

( 　  　　)( 　  　　)うち 従業23,139人
　 通学 4,928人
うち 従業23,139人
　 通学 4,928人

うち 従業11,333人
　 通学  1,181人
うち 従業11,333人
　 通学  1,181人

(  　  　　)(  　  　　)うち 従業835,237人
　 通学 94,813人
うち 従業835,237人
　 通学 94,813人

(      　　)(      　　)うち 従業26,674人
　 通学 2,391人
うち 従業26,674人
　 通学 2,391人

( 　  　  )( 　  　  )うち 従業8,489人
　 通学1,502人
うち 従業8,489人
　 通学1,502人

千　葉　県
42,850人
千　葉　県
42,850人その他の道府県

12,514人
その他の道府県
12,514人

埼　玉　県

神 奈 川 県
28,067人
神 奈 川 県
28,067人

東　京　都
930,050人
東　京　都
930,050人

=10万人

=01万人

おしえてコバトン
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９ 昼間人口

全国で最も低い昼夜間人口比率
「国勢調査」によると、平成２７年１０月１日現在の昼間人口は、前回調査（平成２２年）より
８２，９６３人増加して６，４５６，４５２人（増加率１．３％）で、前回に引き続き全国第５位でした。一方、
常住人口（夜間人口）は７，２６６，５３４人でした。
昼夜間人口比率は８８．９で、前回調査より０．３ポイント上昇したものの、前回に引き続き

全国で最も低い比率でした。
県外に従業する就業者及び通学者数は全国第２位
本県に常住する１５歳以上の就業者・通学者は３，８５８，６３７人で、そのうち県外へ従業・通

学している者（流出人口）は１，０６６，９１８人で、全国第２位でした。
県外への従業・通学者は、東京都への９３０，０５０人が最多でしたが、前回調査（平成２２年）

より１０，５５２人減少しました。次いで千葉県への４２，８５０人、群馬県への２９，０６５人の順でした。
一方、他都道府県に常住する１５歳以上の就業者・通学者のうち、本県で従業・通学して

いる者（流入人口）は２６１，１５５人で、全国第４位でした。
県外からの従業・通学者は、東京都からの１３９，４３４人が最も多く、次いで千葉県からの

４１，２８６人、群馬県からの２７，７６６人の順でした。
常住人口 調査時に普段住んでいる場所における人口で、夜間人口とも呼ばれる。
昼間人口 昼間活動している場所における人口で、常住人口から従業・通学（１５歳

未満通学者を含む）による流出人口及び流入人口を加減した人口。
昼夜間人口比率 常住人口を１００とした場合の昼間人口の割合。

～埼玉都民～
◆東京都への通勤・通学者（１５歳以上）の推移◆

埼玉県から東京都内へ通勤・通学するいわゆ
る「埼玉都民」は９３０，０５０人（平成２７年）で、平成７
年の１，１５０，７５０人をピークに減少傾向が続いて
います。
また、県外への通勤・通学者総数に占める「埼
玉都民」の割合は８７．２％（平成２７年）で、昭和３５
年の９６．１％より８．９ポイント
低くなり、東京都以外への分
散化がうかがえます。

県外に従業する就業者及び通学者数（平成２７年１０月１日現在）
＊１ ＊２ ＊３ ＊４

昼間人口 昼夜間人口比率 流入人口 流出人口

単 位 人 順位 ― 順位 人 順位 人 順位
全 国 １２７，０９４，７４５ １００．０ ５，７６８，１８５ ５，７６８，１８５

北 海 道 ５，３７８，７８６ ７ ９９．９ １７ ６，６５３ ４２ ９，６３６ ３８
青 森 県 １，３０６，２８３ ３０ ９９．８ ２４ ６，９５４ ４１ ８，９５１ ４２
岩 手 県 １，２７６，７０５ ３１ ９９．８ ２８ １１，６５０ ３０ １４，５３０ ２８
宮 城 県 ２，３３９，７８６ １４ １００．３ ５ ２９，８７６ ２０ ２４，０２１ ２２
秋 田 県 １，０２０，６４２ ３８ ９９．８ ３１ ３，１４７ ４５ ５，６２５ ４５

山 形 県 １，１２０，３６５ ３５ ９９．７ ３２ ６，４４４ ４３ ９，９８２ ３５
福 島 県 １，９１７，８１５ ２１ １００．２ １０ ２４，９８７ ２２ ２１，１１６ ２５
茨 城 県 ２，８４２，８５１ １２ ９７．５ ４０ ８５，９１３ ９ １６０，４６９ ８
栃 木 県 １，９５５，１９８ １８ ９９．０ ３７ ５８，４９４ １２ ７７，６０７ １３
群 馬 県 １，９６９，７６４ １７ ９９．８ ２５ ６１，３７３ １１ ６４，７１４ １６

埼 玉 県 ６，４５６，４５２ ５ ８８．９ ４７ ２６１，１５５ ４ １，０６６，９１８ ２
千 葉 県 ５，５８２，２４１ ６ ８９．７ ４６ １９０，２１４ ７ ８２８，１７７ ３
東 京 都 １５，９２０，４０５ １ １１７．８ １ ２，８８７，０６８ １ ４９３，６３１ ４
神奈川県 ８，３２２，９２６ ３ ９１．２ ４４ ３２４，０１２ ３ １，１２１，８５８ １
新 潟 県 ２，３０２，２３６ １５ ９９．９ ２１ ８，０３１ ３９ １０，０５９ ３４

富 山 県 １，０６３，８３４ ３７ ９９．８ ３０ ８，９２９ ３７ １１，４２１ ３１
石 川 県 １，１５６，５３６ ３４ １００．２ ８ １３，８６４ ２６ １１，３４３ ３２
福 井 県 ７８６，７３６ ４３ １００．０ １５ ７，８９２ ４０ ７，９０３ ４４
山 梨 県 ８２８，４９５ ４２ ９９．２ ３６ １１，７３４ ２９ １８，１９２ ２６
長 野 県 ２，０９４，０５１ １６ ９９．８ ２９ １０，９０６ ３１ １５，６０４ ２７

岐 阜 県 １，９５２，６３０ １９ ９６．１ ４２ ５０，６１１ １４ １２９，７０８ １０
静 岡 県 ３，６９２，３３６ １０ ９９．８ ２６ ３７，４１４ １７ ４５，４２８ １７
愛 知 県 ７，５８６，２９４ ４ １０１．４ ４ １９９，３９７ ６ ９６，３４２ １１
三 重 県 １，７８４，７７５ ２２ ９８．３ ３８ ３３，８００ １９ ６４，７８７ １５
滋 賀 県 １，３６３，７１６ ２９ ９６．５ ４１ ４６，３６９ １５ ９４，９５６ １２

京 都 府 ２，６５６，３５３ １３ １０１．８ ３ ２０１，９３１ ５ １５７，５５５ ９
大 阪 府 ９，２２４，３０６ ２ １０４．４ ２ ６６３，９８８ ２ ２７８，１１０ ６
兵 庫 県 ５，２９４，０７４ ８ ９５．７ ４３ １４２，１５３ ８ ３８１，１６８ ５
奈 良 県 １，２２８，４２６ ３２ ９０．０ ４５ ５５，４０２ １３ １９２，５４６ ７
和歌山県 ９４６，３８７ ４０ ９８．２ ３９ １８，８９８ ２３ ３６，４８７ １９

鳥 取 県 ５７２，６７８ ４７ ９９．９ ２３ ９，００４ ３６ ９，７８６ ３７
島 根 県 ６９４，７７０ ４６ １００．１ １２ ９，８２９ ３２ ９，３９７ ３９
岡 山 県 １，９２１，８２２ ２０ １００．０ １３ ２６，２１５ ２１ ２６，１７４ ２１
広 島 県 ２，８５０，０８７ １１ １００．２ ９ ３５，５９５ １８ ２９，５８０ ２０
山 口 県 １，３９９，１０９ ２６ ９９．６ ３４ １６，２７２ ２４ ２１，７０７ ２４

徳 島 県 ７５２，９１９ ４４ ９９．６ ３３ ５，１１８ ４４ ７，９４２ ４３
香 川 県 ９７８，５１１ ３９ １００．２ ７ １２，１１７ ２７ ９，８７５ ３６
愛 媛 県 １，３８５，３９２ ２７ １００．０ １４ ９，１７５ ３５ ９，０３４ ４０
高 知 県 ７２７，６４４ ４５ ９９．９ ２０ ３，０３２ ４６ ３，６４２ ４６
福 岡 県 ５，１０５，４３８ ９ １００．１ １１ ７６，４７２ １０ ７２，５６５ １４

佐 賀 県 ８３４，８７１ ４１ １００．２ ６ ４０，６０４ １６ ３８，７６７ １８
長 崎 県 １，３７４，２１０ ２８ ９９．８ ２７ ９，２７１ ３４ １２，２５５ ３０
熊 本 県 １，７７７，２９２ ２３ ９９．５ ３５ １４，４６５ ２５ ２３，２７２ ２３
大 分 県 １，１６５，６６８ ３３ ９９．９ １８ １１，８９４ ２８ １２，５２４ ２９
宮 崎 県 １，１０３，４３４ ３６ ９９．９ １９ ８，３７３ ３８ ９，００６ ４１

鹿児島県 １，６４６，３８６ ２４ ９９．９ ２２ ９，３３１ ３３ １１，１９５ ３３
沖 縄 県 １，４３３，１１０ ２５ １００．０ １６ ２，１５９ ４７ ２，６２０ ４７
資料出所 調査時点又は期間 調査周期
＊１～４「国勢調査」総務省統計局HP 平成２７年１０月１日 ５年

注）１５歳以上。
資料：「国勢調査」総務省統計局HP

資料：「国勢調査」総務省統計局HP
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１０ 転入・転出

転入者数、転入超過数及び転入超過率いずれも全国第３位
「住民基本台帳人口移動報告年報」によると、平成２８年の住民基本台帳上の他都道府県か
らの転入者数（日本人移動者）は、前年より２，８８６人減少して１５９，３８９人で、全国第３位でし
た。内訳は、東京都からの転入が最も多く５９，６６２人、次いで神奈川県から１３，８４５人、千葉
県から１２，９０６人の順でした。
また、他都道府県への転出者数（日本人移動者）は、前年より４，９１８人減少して１４３，８２９人

で、全国第４位でした。内訳は、東京都への転出が最も多く５６，６８９人、次いで神奈川県へ
１３，８５２人、千葉県へ１３，３２７人の順でした。
転入者数と転出者数を比べると、昭和３０年以降、転出者より転入者の方が多い転入超過

の状況が続いていましたが、平成１７年は５１年ぶりに転出者の方が多い転出超過となりまし
た。しかし、平成１８年からは再び転入超過となっています。平成２８年に転入超過となった
のは７都府県で、本県の転入超過数は１５，５６０人、転入超過率は０．２２％で、いずれも東京都、
千葉県に次いで全国第３位でした。

転入超過率 推計日本人人口（国勢調査実施年は、同調査結果の日本人人口）を１００と
した場合の転入超過数の比率。

転入（転出）率 推計日本人人口（国勢調査実施年は、同調査結果の日本人人口）を１００
とした場合の転入（転出）数の比率。

※表＊３，４の△は、転出超過を示します。

～年代別の転入、転出者数～
平成２８年の本県への転入者数と本県
からの転出者数を年代別にみると、転
入者・転出者ともに２０歳代（転入者：
５８，８２５人、転出者：５６，０３６人）が最も
多く、次いで３０歳代（転入者：３７，５０３
人、転出者：３４，６８８人）が続いています。
２０歳代と３０歳代を合わせると、転入
者・転出者ともに
全体の約６割を占
めています。

転入率と転出率
＊１ ＊２ ＊３ ＊４

他都道府県からの
転入者数

他都道府県への
転出者数 転入超過数 転入超過率

単 位 人 順位 人 順位 人 順位 ％ 順位
全 国 ２，２７５，３３１ ２，２７５，３３１ ― ―

北 海 道 ４８，５４４ １１ ５５，４１８ １０ ▲▲ ６，８７４ ４７ ▲▲ ０．１３ １８
青 森 県 １７，０６１ ３５ ２３，３８４ ３０ ▲▲ ６，３２３ ４３ ▲▲ ０．４９ ４７
岩 手 県 １７，１１３ ３３ ２０，９８３ ３２ ▲▲ ３，８７０ ３４ ▲▲ ０．３１ ３８
宮 城 県 ４７，１２４ １２ ４７，６０７ １４ ▲▲ ４８３ ９ ▲▲ ０．０２ ８
秋 田 県 １１，３５３ ４１ １５，７５１ ３９ ▲▲ ４，３９８ ３７ ▲▲ ０．４４ ４６

山 形 県 １２，９２１ ３８ １６，５６０ ３８ ▲▲ ３，６３９ ３０ ▲▲ ０．３３ ４１
福 島 県 ２５，５０５ ２２ ３１，３４４ １７ ▲▲ ５，８３９ ４１ ▲▲ ０．３１ ３８
茨 城 県 ４５，１６６ １４ ４８，８７５ １２ ▲▲ ３，７０９ ３２ ▲▲ ０．１３ １８
栃 木 県 ２９，７６０ １５ ３２，７４８ １６ ▲▲ ２，９８８ ２７ ▲▲ ０．１５ ２２
群 馬 県 ２６，３４４ １７ ２９，０８０ ２２ ▲▲ ２，７３６ ２６ ▲▲ ０．１４ ２１

埼 玉 県 １５９，３８９ ３ １４３，８２９ ４ １５，５６０ ３ ０．２２ ３
千 葉 県 １４３，０８１ ５ １２７，００６ ５ １６，０７５ ２ ０．２６ ２
東 京 都 ４１３，４４４ １ ３３９，２６７ １ ７４，１７７ １ ０．５６ １
神奈川県 ２０５，３６８ ２ １９３，３１２ ２ １２，０５６ ４ ０．１３ ４
新 潟 県 ２１，３１６ ２９ ２７，５０５ ２５ ▲▲ ６，１８９ ４２ ▲▲ ０．２７ ３２

富 山 県 １２，２０６ ４０ １３，２１０ ４２ ▲▲ １，００４ １３ ▲▲ ０．１０ １４
石 川 県 １７，５１９ ３１ １８，３３０ ３５ ▲▲ ８１１ １２ ▲▲ ０．０７ １２
福 井 県 ８，５５７ ４７ １０，３７７ ４６ ▲▲ １，８２０ １８ ▲▲ ０．２４ ２９
山 梨 県 １２，３６６ ３９ １４，３７７ ４１ ▲▲ ２，０１１ ２０ ▲▲ ０．２５ ３０
長 野 県 ２５，７６５ ２０ ２８，４４５ ２３ ▲▲ ２，６８０ ２５ ▲▲ ０．１３ １８

岐 阜 県 ２５，４５９ ２３ ３０，４９０ １８ ▲▲ ５，０３１ ３９ ▲▲ ０．２５ ３０
静 岡 県 ４９，２１１ １０ ５５，６０１ ９ ▲▲ ６，３９０ ４４ ▲▲ ０．１８ ２３
愛 知 県 １１１，１６０ ６ １０４，８９５ ６ ６，２６５ ５ ０．０９ ６
三 重 県 ２５，７２８ ２１ ２９，３２５ ２１ ▲▲ ３，５９７ ２８ ▲▲ ０．２０ ２５
滋 賀 県 ２４，６５６ ２４ ２５，３６２ ２７ ▲▲ ７０６ １０ ▲▲ ０．０５ １１

京 都 府 ５３，７５９ ９ ５４，５０９ １１ ▲▲ ７５０ １１ ▲▲ ０．０３ １０
大 阪 府 １５２，５３７ ４ １５０，７４３ ３ １，７９４ ７ ０．０２ ７
兵 庫 県 ８５，９３３ ８ ９２，６９３ ７ ▲▲ ６，７６０ ４５ ▲▲ ０．１２ １７
奈 良 県 ２３，００４ ２６ ２６，６２３ ２６ ▲▲ ３，６１９ ２９ ▲▲ ０．２７ ３２
和歌山県 １０，６８１ ４２ １４，５７５ ４０ ▲▲ ３，８９４ ３５ ▲▲ ０．４１ ４４

鳥 取 県 ８，６７２ ４６ ９，９８２ ４７ ▲▲ １，３１０ １６ ▲▲ ０．２３ ２６
島 根 県 １０，２４８ ４３ １１，５００ ４３ ▲▲ １，２５２ １５ ▲▲ ０．１８ ２３
岡 山 県 ２８，０５４ １６ ３０，０２７ ２０ ▲▲ １，９７３ １９ ▲▲ ０．１０ １４
広 島 県 ４５，９６６ １３ ４８，１０２ １３ ▲▲ ２，１３６ ２１ ▲▲ ０．０８ １３
山 口 県 ２１，３９４ ２８ ２５，１９５ ２８ ▲▲ ３，８０１ ３３ ▲▲ ０．２８ ３６

徳 島 県 ９，１０７ ４４ １０，８５５ ４５ ▲▲ １，７４８ １７ ▲▲ ０．２３ ２６
香 川 県 １６，９３７ ３６ １８，０３８ ３６ ▲▲ １，１０１ １４ ▲▲ ０．１１ １６
愛 媛 県 １７，０８０ ３４ ２０，７２７ ３３ ▲▲ ３，６４７ ３１ ▲▲ ０．２７ ３２
高 知 県 ８，９１９ ４５ １１，１８４ ４４ ▲▲ ２，２６５ ２２ ▲▲ ０．３２ ４０
福 岡 県 ９８，３４４ ７ ９２，６１２ ８ ５，７３２ ６ ０．１１ ５

佐 賀 県 １４，８３１ ３７ １７，１３１ ３７ ▲▲ ２，３００ ２３ ▲▲ ０．２８ ３６
長 崎 県 ２２，１０５ ２７ ２７，６７８ ２４ ▲▲ ５，５７３ ４０ ▲▲ ０．４１ ４４
熊 本 県 ２６，００３ １８ ３２，７９４ １５ ▲▲ ６，７９１ ４６ ▲▲ ０．３８ ４２
大 分 県 １７，８５２ ３０ ２０，４６０ ３４ ▲▲ ２，６０８ ２４ ▲▲ ０．２３ ２６
宮 崎 県 １７，４０４ ３２ ２１，６９２ ３１ ▲▲ ４，２８８ ３６ ▲▲ ０．３９ ４３

鹿児島県 ２５，８１１ １９ ３０，２８４ １９ ▲▲ ４，４７３ ３８ ▲▲ ０．２７ ３２
沖 縄 県 ２４，５７４ ２５ ２４，８４６ ２９ ▲▲ ２７２ ８ ▲▲ ０．０２ ８
資料出所 調査時点又は期間 調査周期
＊１～４「住民基本台帳人口移動報告年報」総務省統計局HP 平成２８年 毎年

資料：「住民基本台帳人口移動報告年報」総務省統計局HP

資料：「住民基本台帳人口移動報告年報」総務省統計局HP
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出生率

合計特殊出生率

死亡率

１1 出生

出生数は全国第５位
「人口動態統計（確定数）の概況」及び「埼玉県の人口動態概況（確定数）」によると、平成２８
年の出生数は前年より１，６３０人減少して５４，４４７人（男性２８，１１１人、女性２６，３３６人）で、全国
第５位でした。出生数は、昭和４８年の１０６，００８人をピークに平成２年まで減少し続け、その
後増減を繰り返しながら長期的には減少傾向が続いています。
また、出生率は７．６で、前年を０．２ポイント下回りました。出生率は、第２次ベビーブー

ムの昭和４６年及び４７年の２４．０以降低下を続け、平成２年には１０．０を下回りました。その後
は１０．０を上回る程度で推移していましたが、平成９年に再び１０．０を下回って以降、概ね低
下傾向にあります。

自然増減率、合計特殊出生率ともに低下
自然増減率は、前年より０．４ポイント低下して△１．３となり、全国順位は前年と同じ第６

位でした。これは、戦後初めてマイナスに転じた平成２４年から５年連続の低下となります。
合計特殊出生率も前年より０．０２ポイント低下し、１．３７でした。

出生率 出生数÷日本人人口×１，０００
自然増減率 自然増減数（出生数－死亡数）÷日本人人口×１，０００
合計特殊出生率 １５～４９歳までの女性の年齢別出生率を合計したもので、１人の女

性がその年齢別出生率で一生の間に子供を生むとしたときの子供
の数に相当します。

※表＊１～４の全国値は、住所が外国の者・不詳を含みます。
※表＊２～４の比率算出に用いた日本人人口は、平成２８年１０月１日現在の「人口推計」（総務
省統計局）です。

出生率・合計特殊出生率及び死亡率
＊１ ＊２ ＊３ ＊４

出生数 出生率
（人口千対）

自然増減率
（人口千対） 合計特殊出生率

単 位 人 順位 ― 順位 ― 順位 ― 順位
全 国 ９７６，９７８ ７．８ ▲▲ ２．６ １．４４

北 海 道 ３５，１２５ ９ ６．６ ４６ ▲▲ ５．０ ３３ １．２９ ４６
青 森 県 ８，６２６ ３４ ６．７ ４３ ▲▲ ６．７ ４３ １．４８ ３０
岩 手 県 ８，３４１ ３５ ６．６ ４５ ▲▲ ６．８ ４４ １．４５ ３６
宮 城 県 １７，３４７ １４ ７．５ ２６ ▲▲ ２．６ １２ １．３４ ４５
秋 田 県 ５，６６６ ４３ ５．６ ４７ ▲▲ ９．５ ４７ １．３９ ３８

山 形 県 ７，５４７ ３６ ６．８ ４２ ▲▲ ６．９ ４５ １．４７ ３４
福 島 県 １３，７４４ ２２ ７．３ ３２ ▲▲ ５．５ ３６ １．５９ １３
茨 城 県 ２０，８７８ １２ ７．３ ３１ ▲▲ ３．７ ２０ １．４７ ３３
栃 木 県 １４，６２１ ２１ ７．５ ２５ ▲▲ ３．５ １８ １．４６ ３５
群 馬 県 １３，６６１ ２４ ７．１ ３７ ▲▲ ４．４ ２５ １．４８ ３１

埼 玉 県 ５４，４４７ ５ ７．６ ２３ ▲▲ １．３ ６ １．３７ ４０
千 葉 県 ４５，３８７ ６ ７．４ ２９ ▲▲ １．８ ８ １．３５ ４３
東 京 都 １１１，９６２ １ ８．５ ５ ▲▲ ０．１ ２ １．２４ ４７
神奈川県 ７０，６４８ ２ ７．９ １７ ▲▲ ０．７ ５ １．３６ ４１
新 潟 県 １５，７３６ １６ ６．９ ４１ ▲▲ ５．８ ３８ １．４３ ３７

富 山 県 ７，３０２ ３８ ７．０ ４０ ▲▲ ５．３ ３５ １．５０ ２７
石 川 県 ８，９２７ ３３ ７．８ １９ ▲▲ ３．１ １４ １．５３ ２２
福 井 県 ６，１１２ ４１ ７．９ １５ ▲▲ ４．０ ２４ １．６５ ８
山 梨 県 ５，８１９ ４２ ７．１ ３６ ▲▲ ４．６ ２８ １．５１ ２３
長 野 県 １５，１６９ １８ ７．４ ３０ ▲▲ ４．８ ３１ １．５９ １２

岐 阜 県 １４，８３１ ２０ ７．５ ２７ ▲▲ ３．８ ２３ １．５４ ２１
静 岡 県 ２７，６５２ １０ ７．６ ２２ ▲▲ ３．２ １５ １．５５ １９
愛 知 県 ６４，２２６ ４ ８．８ ２ ▲▲ ０．１ ２ １．５６ １８
三 重 県 １３，２０２ ２５ ７．４ ２８ ▲▲ ３．７ ２０ １．５１ ２４
滋 賀 県 １２，０７２ ２６ ８．７ ４ ▲▲ ０．３ ４ １．５６ １７

京 都 府 １９，３２７ １３ ７．６ ２４ ▲▲ ２．５ １１ １．３４ ４４
大 阪 府 ６８，８１６ ３ ７．９ １４ ▲▲ １．８ ８ １．３７ ３９
兵 庫 県 ４３，３７８ ８ ８．０ １３ ▲▲ ２．２ １０ １．４９ ２９
奈 良 県 ９，４３０ ３０ ７．０ ３９ ▲▲ ３．４ １７ １．３６ ４２
和歌山県 ６，６５８ ４０ ７．０ ３８ ▲▲ ６．３ ４２ １．５０ ２８

鳥 取 県 ４，４３６ ４７ ７．８ １８ ▲▲ ５．２ ３４ １．６０ １１
島 根 県 ５，３００ ４５ ７．７ ２１ ▲▲ ６．２ ４０ １．７５ ２
岡 山 県 １５，４７７ １７ ８．２ １０ ▲▲ ３．２ １５ １．５６ １６
広 島 県 ２２，７３６ １１ ８．１ １１ ▲▲ ２．６ １２ １．５７ １５
山 口 県 ９，８４４ ２９ ７．１ ３５ ▲▲ ６．２ ４０ １．５８ １４

徳 島 県 ５，３４６ ４４ ７．２ ３４ ▲▲ ６．０ ３９ １．５１ ２５
香 川 県 ７，５１０ ３７ ７．８ ２０ ▲▲ ４．６ ２８ １．６４ ９
愛 媛 県 ９，９１１ ２８ ７．３ ３３ ▲▲ ５．７ ３７ １．５４ ２０
高 知 県 ４，７７９ ４６ ６．７ ４４ ▲▲ ７．７ ４６ １．４７ ３２
福 岡 県 ４４，０３３ ７ ８．７ ３ ▲▲ １．４ ７ １．５０ ２６

佐 賀 県 ６，８１１ ３９ ８．３ ８ ▲▲ ３．５ １８ １．６３ １０
長 崎 県 １０，８８６ ２７ ８．０ １２ ▲▲ ４．６ ２８ １．７１ ４
熊 本 県 １４，８９４ １９ ８．４ ６ ▲▲ ３．７ ２０ １．６６ ６
大 分 県 ９，０５９ ３１ ７．９ １６ ▲▲ ４．５ ２７ １．６５ ７
宮 崎 県 ８，９２９ ３２ ８．２ ９ ▲▲ ４．４ ２５ １．７１ ３

鹿児島県 １３，６８８ ２３ ８．４ ７ ▲▲ ４．９ ３２ １．６８ ５
沖 縄 県 １６，６１７ １５ １１．６ １ ３．４ １ １．９５ １
資料出所 調査時点又は期間 調査周期
＊１～４「人口動態統計（確定数）の概況」厚生労働省HP 平成２８年 毎年

出生率が
高い市町村 出生率 前年比 順位 出生率が

低い市町村 出生率 前年比

戸田市 １０．９ △０．６ １ 鳩山町 ３．０ △０．３
和光市 １０．６ △０．３ ２ 小鹿野町 ３．５ △０．３
朝霞市 １０．０ △０．３ ３ 川島町 ３．７ △１．２
滑川町 ９．６ △０．３ ４ 東秩父村 ３．９ ０．８
志木市 ９．２ ０．０ ５ 吉見町 ４．２ ０．１

資料：「埼玉県の人口動態概況（確定数）」県保健医療政策課HP

◆出生率の高い市町村と低い市町村（平成２８年）◆

注）出生率は、人口千対。
資料：「埼玉県の人口動態概況（確定数）」県保健医療政策課HP
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おしえてコバトン
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１２ 死亡

死亡数、死亡率ともに増加
「人口動態統計（確定数）の概況」及び「埼玉県の人口動態概況（確定数）」によると、平成２８
年の死亡数は前年より９０１人増加して、６３，４６６人（男性３４，６６７人、女性２８，７９９人）で全国第５
位でした。
死亡率は昭和３５年から昭和５５年まで低下傾向が続き、以降４．５前後で推移していました

が、昭和６１年以降上昇傾向に転じています。平成２８年は、前年より０．２ポイント上昇して８．９
でした。

死因第１位は悪性新生物、第２位心疾患、第３位肺炎
死亡数を死因別にみると、悪性新生物が１９，１４８人（死亡総数の３０．２％）と最も多く、次い

で心疾患１０，０２６人（同１５．８％）、肺炎６，５４３人（同１０．３％）、脳血管疾患５，１５９人（同８．１％）、
老衰３，５１０人（同５．５％）、不慮の事故１，４５５人（同２．３％）、自殺１，１９４人（同１．９％）、腎不全１，１３２
人（同１．８％）、大動脈瘤及び解離８４０人（同１．３％）、肝疾患７８４人（同１．２％）の順でした。
また、年齢階級別に死因別死亡数をみると、１０～３０歳代は自殺、４０～８０歳代は悪性新生

物、１０歳未満及び９０歳以上は心疾患が最も多くなっています。

死亡率 死亡数÷日本人人口×１，０００
※日本人人口は、平成２８年１０月１日現在の「人口推計」（総務省統計局）によるものです。

※表＊１～４の「全国」には、住所が外国・不詳の者を含みます。
※表＊４、グラフ及び文中の心疾患の死亡数は、高血圧性を除きます。

～主な死因別死亡率の推移～
死因別に死亡率（人口１０万対）の推移をみ
ると、悪性新生物は昭和５６年以降死因順位
第１位となり、上昇を続けています。心疾
患は、昭和６０年に脳血管疾患にかわり第２
位となり、その後も緩やかな上昇を続けて
います。脳血管疾患は、昭和３６年をピーク
に低下し、平成２３年には肺炎にかわり第４
位となっています。
注）平成７年の心疾患及び脳血管疾患の著し
い変動は、死亡傾向が急激に変化したもの
ではなく、死因分類及び
死亡診断書の改正による
ものと考えられます。

死因別死亡数構成比（平成２８年）
＊１ ＊２ ＊３ ＊４

死亡数
（総数）

死亡率
（人口千対）

死亡数
（悪性新生物）

死亡数
（心疾患）

単 位 人 順位 ― 順位 人 順位 人 順位
全 国 １，３０７，７４８ １０．５ ３７２，９８６ １９８，００６

北 海 道 ６１，９０６ ６ １１．６ ２５ １９，１７９ ４ ９，２６５ ６
青 森 県 １７，３０９ ２７ １３．４ ６ ５，０３４ ２５ ２，５６８ ２９
岩 手 県 １６，９５９ ２９ １３．４ ５ ４，５２１ ２９ ２，９５７ ２６
宮 城 県 ２３，４２６ １７ １０．１ ３７ ６，６６３ １５ ３，６６２ １７
秋 田 県 １５，２４４ ３０ １５．１ １ ４，２４２ ３０ ２，０９８ ３４

山 形 県 １５，１８１ ３１ １３．７ ４ ４，１００ ３２ ２，３２５ ３１
福 島 県 ２４，１６６ １６ １２．８ １３ ６，４１５ １６ ３，９４４ １５
茨 城 県 ３１，４１４ １１ １１．０ ３１ ８，７９５ １１ ４，８１２ １１
栃 木 県 ２１，４３６ ２２ １１．１ ３０ ５，８４９ １９ ３，４４１ ２０
群 馬 県 ２２，１２５ １９ １１．５ ２６ ５，８３１ ２０ ３，６１７ １８

埼 玉 県 ６３，４６６ ５ ８．９ ４４ １９，１４８ ５ １０，０２６ ４
千 葉 県 ５６，３９６ ７ ９．２ ４１ １６，７９８ ７ ９，６４６ ５
東 京 都 １１３，４１５ １ ８．６ ４６ ３４，０１７ １ １６，９９２ １
神奈川県 ７７，３６１ ３ ８．６ ４５ ２３，３９５ ３ １１，２８４ ３
新 潟 県 ２８，８２２ １３ １２．７ １４ ７，８７６ １３ ４，１５５ １４

富 山 県 １２，８６４ ３５ １２．３ １９ ３，４８２ ３７ １，８１２ ３９
石 川 県 １２，４２２ ３８ １０．９ ３２ ３，５１７ ３６ １，８９１ ３８
福 井 県 ９，２２８ ４６ １２．０ ２２ ２，４３９ ４６ １，３７６ ４３
山 梨 県 ９，５６５ ４４ １１．７ ２４ ２，４６７ ４５ １，３２５ ４６
長 野 県 ２５，１１０ １５ １２．２ ２０ ６，３５１ １７ ３，７４７ １６

岐 阜 県 ２２，４７１ １８ １１．３ ２８ ６，０４９ １８ ３，４７７ １９
静 岡 県 ３９，２９４ １０ １０．８ ３３ １０，７２１ １０ ５，４２０ １０
愛 知 県 ６５，２２７ ４ ８．９ ４３ １９，０８７ ６ ８，２８８ ８
三 重 県 １９，８３０ ２４ １１．２ ２９ ５，２１９ ２４ ２，９２６ ２７
滋 賀 県 １２，５０７ ３７ ９．０ ４２ ３，６４１ ３４ ２，０１５ ３６

京 都 府 ２５，８３０ １４ １０．１ ３８ ７，６７７ １４ ４，３８２ １３
大 阪 府 ８４，３９０ ２ ９．７ ４０ ２５，９４６ ２ １３，２６０ ２
兵 庫 県 ５５，４２２ ８ １０．２ ３６ １６，４６１ ８ ８，３２６ ７
奈 良 県 １４，０５４ ３３ １０．４ ３５ ４，１５９ ３１ ２，５２２ ３０
和歌山県 １２，６１９ ３６ １３．３ ８ ３，３２９ ３８ ２，１０７ ３３

鳥 取 県 ７，３５７ ４７ １３．０ １１ ２，０３５ ４７ １，１０２ ４７
島 根 県 ９，５６２ ４５ １４．０ ３ ２，５７２ ４３ １，３５７ ４４
岡 山 県 ２１，５３２ ２１ １１．４ ２７ ５，５７２ ２１ ３，４０９ ２１
広 島 県 ２９，９９４ １２ １０．７ ３４ ８，３３０ １２ ４，７７９ １２
山 口 県 １８，３６６ ２５ １３．３ ７ ４，９０２ ２６ ３，０３８ ２５

徳 島 県 ９，８５５ ４２ １３．２ １０ ２，４７８ ４４ １，３９３ ４２
香 川 県 １１，９０８ ３９ １２．４ １８ ３，０２２ ４０ １，９９３ ３７
愛 媛 県 １７，７３４ ２６ １３．０ １２ ４，５３８ ２８ ３，１８３ ２３
高 知 県 １０，３０５ ４１ １４．４ ２ ２，６０７ ４２ １，７５７ ４０
福 岡 県 ５１，００６ ９ １０．１ ３９ １５，５３１ ９ ５，７８８ ９

佐 賀 県 ９，７２５ ４３ １１．８ ２３ ２，７５５ ４１ １，３２６ ４５
長 崎 県 １７，０７１ ２８ １２．６ １５ ４，７５９ ２７ ２，５７０ ２８
熊 本 県 ２１，３７９ ２３ １２．１ ２１ ５，５３９ ２２ ３，３２２ ２２
大 分 県 １４，２６４ ３２ １２．４ １７ ３，５９６ ３５ ２，０９２ ３５
宮 崎 県 １３，７０２ ３４ １２．５ １６ ３，６４３ ３３ ２，２３２ ３２

鹿児島県 ２１，６１０ ２０ １３．３ ９ ５，４５１ ２３ ３，１８０ ２４
沖 縄 県 １１，７０６ ４０ ８．２ ４７ ３，０７４ ３９ １，６７０ ４１
資料出所 調査時点又は期間 調査周期
＊１～４「人口動態統計（確定数）の概況」厚生労働省HP 平成２８年 毎年

資料：「人口動態統計（確定数）の概況」厚生労働省HP

資料：「埼玉県の人口動態概況（確定数）」県保健医療政策課HP
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１３ 婚姻・離婚

婚姻件数、離婚件数ともに減少
「人口動態統計（確定数）の概況」によると、平成２８年の婚姻件数は、前年より５５８組減少
して３４，１９９組で、婚姻率は前年より０．１ポイント低下して４．８でした。
離婚件数も、前年より１８６組減少して１２，４８１組となり、離婚率は前年より０．０３ポイント

低下して１．７４でした。
なお、平均初婚年齢は、夫が３１．５歳、妻が２９．６歳で、夫・妻ともに前年と同じでした。

未婚率の動き穏やかに
「国勢調査」によると、２５～３９歳男女の年齢階級（５歳区分）別未婚率は、どの年齢階級で
も昭和５０年頃から大きく上昇し始め、平成１２年には２５～２９歳の男性の未婚率が７０％を超え、
平成２２年には２５～２９歳の女性の未婚率が６０％を超えました。
しかし、近年は上昇幅が縮小または低下傾向となるなど、穏やかな動きに転じています。

婚姻率・離婚率 婚姻（離婚）件数÷日本人人口×１，０００
※日本人人口は、平成２８年１０月１日現在の「人口推計」（総務省統計局）によるものです。
未婚率 当該年齢（年代）の未婚者（結婚したことのない人）数÷当該年齢（年代）の総人口×１００

～生涯未婚率の推移～ 本県の平成２７年の生涯未婚率（４５～４９歳と５０
～５４歳未婚率の平均値）は、男女とも前回調査
（平成２２年）より３ポイント超上昇し、男性
２４．８３％、女性１２．９９％でした。生涯未婚の人は、
男性で約４人に１人、女性で約７．７人に１人の割合
となります。
都道府県別では、男性は沖縄県（２６．２０％）が
最も高く、岩手県（２６．１６％）、東京都（２６．０６％）
と続いています。女性は東京都（１９．２０％）が最
も高く、北海道（１７．２２％）、大阪府（１６．５０％）と
続いています。
本県は、男性が全国第８位、
女性が全国第２４位でした。

年齢階級別未婚率（各年１０月１日現在）
＊１ ＊２ ＊３ ＊４

婚姻率
（人口千対）

離婚率
（人口千対） 平均初婚年齢（夫） 平均初婚年齢（妻）

単 位 ― 順位 ― 順位 歳 順位 歳 順位
全 国 ５．０ １．７３ ３１．１ ２９．４

北 海 道 ４．６ １９ １．９７ ４ ３０．７ ２４ ２９．４ １０
青 森 県 ４．０ ４４ １．６８ ２２ ３０．５ ２９ ２９．０ ２７
岩 手 県 ３．９ ４６ １．４９ ４０ ３０．６ ２８ ２８．８ ３８
宮 城 県 ４．８ １０ １．６３ ３２ ３１．０ １２ ２９．３ １３
秋 田 県 ３．５ ４７ １．３８ ４４ ３０．８ ２０ ２９．２ １５

山 形 県 ３．９ ４５ １．３７ ４５ ３０．８ ２０ ２９．１ ２１
福 島 県 ４．６ ２２ １．７３ １３ ３０．５ ２９ ２８．７ ４４
茨 城 県 ４．６ ２０ １．６８ ２０ ３１．１ ８ ２９．１ ２１
栃 木 県 ４．８ １１ １．７７ ９ ３１．１ ８ ２９．２ １５
群 馬 県 ４．４ ３１ １．６８ ２１ ３０．９ １４ ２９．１ ２１

埼 玉 県 ４．８ １２ １．７４ １１ ３１．５ ３ ２９．６ ３
千 葉 県 ４．８ ９ １．７３ １４ ３１．４ ５ ２９．６ ３
東 京 都 ６．５ １ １．７８ ７ ３２．３ １ ３０．５ １
神奈川県 ５．２ ６ １．７４ １０ ３１．９ ２ ３０．０ ２
新 潟 県 ４．１ ４１ １．３１ ４６ ３０．７ ２４ ２９．１ ２１

富 山 県 ４．３ ３８ １．３０ ４７ ３０．９ １４ ２９．２ １５
石 川 県 ４．５ ２６ １．４５ ４１ ３０．９ １４ ２９．２ １５
福 井 県 ４．５ ２９ １．４５ ４２ ３０．５ ２９ ２８．９ ３３
山 梨 県 ４．５ ２７ １．６７ ２４ ３１．５ ３ ２９．６ ３
長 野 県 ４．４ ３２ １．５４ ３８ ３１．３ ６ ２９．５ ７

岐 阜 県 ４．３ ３３ １．５４ ３９ ３０．８ ２０ ２８．８ ３８
静 岡 県 ４．７ １６ １．７２ １５ ３１．１ ８ ２９．２ １５
愛 知 県 ５．６ ３ １．７０ １９ ３０．９ １４ ２９．０ ２７
三 重 県 ４．６ ２１ １．６５ ３０ ３０．７ ２４ ２８．８ ３８
滋 賀 県 ４．９ ７ １．５８ ３６ ３０．７ ２４ ２９．０ ２７

京 都 府 ４．７ １５ １．６５ ２９ ３１．３ ６ ２９．６ ３
大 阪 府 ５．３ ４ １．９９ ３ ３１．０ １２ ２９．５ ７
兵 庫 県 ４．７ １４ １．７１ １７ ３０．９ １４ ２９．４ １０
奈 良 県 ４．２ ４０ １．６２ ３３ ３１．１ ８ ２９．５ ７
和歌山県 ４．３ ３６ １．８７ ６ ３０．５ ２９ ２８．９ ３３

鳥 取 県 ４．３ ３４ １．６６ ２７ ３０．５ ２９ ２９．０ ２７
島 根 県 ４．０ ４３ １．３９ ４３ ３０．４ ３５ ２８．７ ４４
岡 山 県 ４．７ １７ １．７１ １６ ３０．４ ３５ ２８．８ ３８
広 島 県 ４．９ ８ １．６８ ２３ ３０．４ ３５ ２８．９ ３３
山 口 県 ４．３ ３７ １．５６ ３７ ３０．１ ４６ ２８．６ ４７

徳 島 県 ４．３ ３９ １．５９ ３５ ３０．４ ３５ ２９．２ １５
香 川 県 ４．８ １３ １．６７ ２５ ３０．４ ３５ ２８．９ ３３
愛 媛 県 ４．３ ３５ １．６４ ３１ ３０．３ ４０ ２８．９ ３３
高 知 県 ４．１ ４２ １．７１ １８ ３０．９ １４ ２９．４ １０
福 岡 県 ５．３ ５ １．９３ ５ ３０．８ ２０ ２９．３ １３

佐 賀 県 ４．５ ２４ １．６７ ２６ ３０．２ ４３ ２８．８ ３８
長 崎 県 ４．４ ３０ １．６０ ３４ ３０．２ ４３ ２９．０ ２７
熊 本 県 ４．５ ２５ １．６５ ２８ ３０．２ ４３ ２８．８ ３８
大 分 県 ４．５ ２８ １．７４ １２ ３０．５ ２９ ２９．１ ２１
宮 崎 県 ４．７ １８ ２．０２ ２ ２９．９ ４７ ２８．７ ４４

鹿児島県 ４．６ ２３ １．７７ ８ ３０．３ ４０ ２９．１ ２１
沖 縄 県 ５．９ ２ ２．５９ １ ３０．３ ４０ ２９．０ ２７
資料出所 調査時点又は期間 調査周期
＊１～４「人口動態統計（確定数）の概況」厚生労働省HP 平成２８年 毎年

注）昭和２０年は、国勢調査が実施されていない。
資料：「国勢調査」総務省統計局HP

資料：「人口統計資料集」国立社会保障・人口問題研究所HP
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総 数 年少人口
（０～１４歳）

生産年齢人口
（１５～６４歳）

老年人口
（６５歳以上）

大正 ９年 ２３７，９４９ １，３１９，５３３ ４９４，７７６ ７５２，８９２ ７１，８６５
１４ ２５３，２６１ １，３９４，４６１ ５３２，２１３ ７８７，８６９ ７４，３７９

昭和 ５年 ２６５，４６５ １，４５９，１７２ ５５５，７９４ ８２８，３９９ ７４，９７９
１０ ２７７，５４８ １，５２８，８５４ ５８６，０８９ ８６７，１７８ ７５，５８７
１５ ２９０，５０９ １，６０７，９２７ ５９９，８００ ９２９，９０５ ７８，２２０
２０ … ２，０４７，２６１ ７７４，１７５ １，１７０，９１２ １０２，１７４
２５ ３９８，７７９ ２，１４６，４４５ ７８１，１２７ １，２５７，９４１ １０７，２０５
３０ ４２３，９０２ ２，２６２，６２３ ７７９，８７７ １，３６２，８３７ １１９，９００
３５ ４９２，７３１ ２，４３０，８７１ ７５２，０２４ １，５４５，８４１ １３３，００６
４０ ６９６，８２１ ３，０１４，９８３ ７９０，９６１ ２，０６６，３３７ １５７，６８５
４５ ９９３，０７９ ３，８６６，４７２ １，００２，８６３ ２，６６５，０２０ １９８，５８９
５０ １，３２３，７１３ ４，８２１，３４０ １，３４０，１３６ ３，２２３，１３８ ２５６，０１４
５５ １，５８４，６５５ ５，４２０，４８０ １，４５８，４２１ ３，６２４，５５０ ３３３，８７４
６０ １，７５１，３７２ ５，８６３，６７８ １，３８０，１８０ ４，０６０，５７３ ４２０，０９９

平成 ２年 ２，０４４，２３４ ６，４０５，３１９ １，１９６，９４６ ４，６６０，２０２ ５３０，５３９
７ ２，２８９，１３８ ６，７５９，３１１ １，０９０，３９５ ４，９７６，９４５ ６８１，１７２
１２ ２，４８２，３７４ ６，９３８，００６ １，０２４，７８７ ５，０１１，２０２ ８８９，２４３
１７ ２，６５０，１１５ ７，０５４，２４３ ９８６，３６１ ４，８９２，２５３ １，１５７，００６
２２ ２，８４１，５９５ ７，１９４，５５６ ９５３，６６８ ４，７４９，１０８ １，４６４，８６０
２７ ２，９７１，６５９ ７，２６６，５３４ ９１０，８０５ ４，５０７，１７４ １，７８８，７３５

注）１ 人口の総数には、年齢「不詳」を含む年があります。
２ 昭和２０年は、人口調査による数値です。

資料：「国勢調査」総務省統計局HP（各年１０月１日現在、昭和２０年は１１月１日現在）

◆国勢調査による世帯数及び人口の推移◆

平成２７年の世帯数と人口を大正９年（９５年前）と比べてみると、世帯数は１２．５倍、人口
は５．５倍になっています。
上の表の年齢３区分別人口をそれぞれ折れ線グラフ化したものが、下のグラフです。

年少人口は、昭和５５年をピークに減少に転じ、平成１７年には３区分の中で最少となりま
した。生産年齢人口も、平成１２年をピークに減少し始めました。逆に老年人口は緩やか
に増加していたものが、平成に入り急増し、ついに平成１７年に年少人口を逆転しました。
グラフをみると、少子高齢化が急速に進んでいるのがはっきりとわかります。
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項 目 データ 全国順位
（健康・医療）

スポーツの行動者率 ７２．６％ ２
喫煙率（２０歳以上） ２０．８％ １１
病院数 ３４２施設 ６
病床数 ６２，１０８床 ８
医師数 １２，１７２人 ９
１人当たり国民医療費 ２９０．９千円 ４７
受療率・入院（人口１０万対） ７２３ ４６
受療率・外来（人口１０万対） ４，９７４ ４３

（福祉）
保育所等待機児童数 １，２５８人 ６
地域子育て支援拠点数（子ども・子育て支援交付金交付決定ベース） ４６１箇所 １
放課後児童クラブ登録児童数 ６５，５１４人 ２
高齢者人口に占める要介護（要支援）認定者数の割合 １４．３％ ４７
介護老人福祉施設数 ３６２施設 ４
障害者支援施設数 ９６施設 ４
被保護実世帯数（月平均） ７１，３５５世帯 ７
自主防犯ボランティア団体数 ５，９８４団体 １

～本編から抜粋～
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◆保健指導結果の分析（平成２８年）◆
検査値（HbA1c）の推移

１４ 健康づくり

スポーツの行動者率は全国第２位
「社会生活基本調査」によると、平成２８年１０月現在、過去１年間にスポーツを行った人は４７６
万人でした。その行動者率（１０歳以上人口に占める行動者数の割合）は７２．６％で、前回調査
（平成２３年）より５．７ポイント上昇し、全国第２位でした。種類別に行動者率をみると、「ウ
ォーキング・軽い体操」が４５．３％と最も高く、次いで「器具を使ったトレーニング」
（１５．７％）、「ジョギング・マラソン」（１３．９％）の順となっています。
健康診査受診率は９．５％
「地域保健・健康増進事業報告」によると、平成２７年度の健康診査受診率は９．５％で全国
第１４位でした。糖尿病検査を受診した者のうち、個別健康教育対象者は６１．７％となってい
ます。
健康診査 当該市区町村の区域内に居住地を有する４０歳以上７４歳以下の特定健康診査

非対象者及び７５歳以上の生活保護世帯に属する者等を対象として行う生活
習慣病予防に着目した健康診査。

個別健康教育対象者 健康診査受診者のうち、検査結果から生活習慣病の重症化予防
等のため、個別健康教育による指導が有効であると医師が認め
た者又は発症予防等のため、指導が必要な者で平成２７年度中に
教育を開始した者。

※表＊１の調査の対象は、１０歳以上の世帯員です。
※表＊４の健康診査受診率は、健康診査受診者総数÷健康増進事業等の対象者総数×１００で算出。

～「埼玉県方式」による糖尿病重症化予防～ 「平成２８年国民生活基礎調査」によると、本県の
糖尿病患者は約３３万人と推計されています。糖尿
病が重症化すると日常生活に大きな負担となるば
かりでなく、糖尿病性腎症の末期には人工透析が
必要となり、その医療費は１人当たり年間約５００万
円にのぼります。
県では、平成２６年５月に「糖尿病性腎症重症化予
防プログラム」を作成し、糖尿病の重症化を予防し、
人工透析への移行を防止するため、保険者が保有
するデータを活用して次の取組を始めました。

１ 糖尿病治療を受けていない方や中断している方に医療機関への受診を呼びかける。（受診勧
奨）

２ 糖尿病治療のために通院している方に対して、食事や運動などの生活習慣改善のための支援
を実施する。（保健指導）

保健指導の結果、糖尿病の進行を測る検査値であるHbA１c（ヘモグロビン・エ
ー・ワン・シー）の指導対象者の平均値は、指導開始前の７．１％から修了後は６．９％
へ０．２ポイント改善し、合併症予防のための目標値の７．０％未満をクリアしました。
このプログラムに基づいた取組は、平成２６年度に１９市町で開始し、平成２９年度
は４７市町で実施しています。

がん検診受診率
＊１ ＊２ ＊３ ＊４

スポーツの行動者率 公共スポーツ施設数 喫煙率
（２０歳以上） 健康診査受診率

単 位 ％ 順位 箇所 順位 ％ 順位 ％ 順位
全 国 ６８．８ ５２，７１９ １９．８ ８．２

北 海 道 ６４．９ ３５ ４，４４４ １ ２４．７ １ １．６ ４３
青 森 県 ５６．０ ４７ ８３２ ２７ ２３．８ ２ ７．６ １９
岩 手 県 ６０．６ ４５ １，０３９ ２３ ２２．６ ３ １３．６ ５
宮 城 県 ６６．４ ２８ １，０６１ ２２ ２１．０ １０ ８．７ １８
秋 田 県 ６０．６ ４５ １，０８９ ２１ ２０．３ １４ ４．０ ３２

山 形 県 ６１．６ ４４ ７５１ ３２ １９．３ ２４ ６．４ ２４
福 島 県 ６３．１ ４１ １，６５６ ７ ２２．４ ４ ９．５ １５
茨 城 県 ６８．５ １２ １，４０９ １１ ２１．６ ８ ３．２ ３８
栃 木 県 ６９．３ １０ １，２３０ １６ ２１．８ ６ ２．５ ４１
群 馬 県 ６８．１ １６ １，２９３ １４ ２２．０ ５ １３．４ ６

埼 玉 県 ７２．６ ２ １，８５２ ５ ２０．８ １１ ９．５ １４
千 葉 県 ７１．６ ４ １，６６５ ６ ２１．１ ９ ９．４ １７
東 京 都 ７５．７ １ ２，２９１ ２ １８．３ ３４ ２２．１ １
神奈川県 ７２．４ ３ １，６４０ ８ ２０．０ １７ ６．６ ２２
新 潟 県 ６２．６ ４３ １，５５１ ９ ２０．０ １６ １０．１ １１

富 山 県 ６７．９ １８ ６９９ ３４ １９．５ ２２ １０．９ ９
石 川 県 ６９．１ １１ ８１０ ２９ １９．７ ２１ １６．２ ２
福 井 県 ６５．０ ３４ ５７１ ４１ １９．８ ２０ ４．７ ２８
山 梨 県 ６８．２ １３ ８１３ ２８ ２０．５ １２ ３．４ ３７
長 野 県 ６８．１ １６ ２，２７５ ３ １９．５ ２３ ９．８ １２

岐 阜 県 ６７．４ ２０ １，２６５ １５ １７．７ ４０ ６．６ ２３
静 岡 県 ６８．２ １３ １，４０８ １２ １９．９ １８ ６．１ ２７
愛 知 県 ７１．２ ６ １，９６０ ４ １８．８ ３１ １０．１ １０
三 重 県 ６６．９ ２２ ６３７ ３６ １７．７ ４１ １５．４ ４
滋 賀 県 ７１．６ ４ ６０６ ３８ １８．７ ３３ ７．０ ２１

京 都 府 ７０．１ ７ ６８６ ３５ １７．５ ４２ ３．７ ３６
大 阪 府 ６６．９ ２２ １，３１０ １３ １９．９ １９ ３．８ ３３
兵 庫 県 ６９．５ ８ １，２０９ １８ １８．９ ２８ ２．３ ４２
奈 良 県 ６９．５ ８ ５６５ ４２ １７．１ ４６ ３．７ ３５
和歌山県 ６３．６ ３８ ４９３ ４４ １８．９ ２９ １．１ ４６

鳥 取 県 ６５．２ ３３ ５９３ ３９ １８．２ ３６ １１．１ ８
島 根 県 ６３．５ ３９ ６２２ ３７ １８．０ ３９ ９．５ １６
岡 山 県 ６６．８ ２４ ８９７ ２５ １８．８ ３２ ７．１ ２０
広 島 県 ６６．５ ２７ １，２１０ １７ １８．１ ３７ ２．７ ４０
山 口 県 ６５．８ ３０ ７７７ ３０ １９．１ ２７ ２．９ ３９

徳 島 県 ６５．４ ３２ ４８３ ４５ １７．４ ４４ １．２ ４５
香 川 県 ６６．０ ２９ ４９７ ４３ １７．４ ４５ １５．９ ３
愛 媛 県 ６６．８ ２４ ７３７ ３３ １８．０ ３８ １．０ ４７
高 知 県 ６２．７ ４２ ４５２ ４７ １９．３ ２５ １．５ ４４
福 岡 県 ６５．８ ３０ １，５４５ １０ ２０．４ １３ ３．７ ３４

佐 賀 県 ６３．４ ４０ ５７３ ４０ ２１．７ ７ ４．２ ３０
長 崎 県 ６４．５ ３６ ９０９ ２４ １８．９ ３０ ６．３ ２６
熊 本 県 ６６．７ ２６ １，１０３ ２０ … ― １２．０ ７
大 分 県 ６７．２ ２１ ７５４ ３１ １９．１ ２６ ４．２ ３１
宮 崎 県 ６４．５ ３６ ８４１ ２６ ２０．０ １５ ６．４ ２５

鹿児島県 ６８．２ １３ １，１３５ １９ １７．４ ４３ ４．２ ２９
沖 縄 県 ６７．９ １８ ４８１ ４６ １８．２ ３５ ９．８ １３
資料出所 調査時点又は期間 調査周期
＊１「社会生活基本調査」総務省統計局HP 平成２８年１０月 ５年
＊２「体育・スポーツ施設現況調査」文部科学省HP 平成２７年１０月１日 ５～６年
＊３ 国立研究開発法人国立がん研究センター がん対策情報センターHP 平成２８年６月 ３年
＊４「地域保健・健康増進事業報告」厚生労働省HP 平成２７年度 毎年

注）平成１９、２２年のがん検診受診率は、算定対象年齢を区切っていませんが、平成２５年のがん検診受
診率は４０歳から６９歳（子宮頸がんは２０歳から６９歳）を算定対象年齢としています。

資料：「埼玉県のがんの統計」県疾病対策課HP

資料：県健康長寿課HP
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１５ 医療体制

一般診療所数、歯科診療所数はともに増加
「医療施設調査」によると、平成２８年１０月１日現在の病院数は前年より１施設減少し３４２（精
神科病院４９、一般病院２９３）施設、病床数は６２，１０８床でした。一般診療所数は前年より４５施
設増加して４，２２５施設、病床数は２，８３９床でした。また、歯科診療所数は前年より１８施設増
加して３，５４６施設でした。
病院 医師又は歯科医師が医業又は歯科医業を行う場所であって、患者２０人以上の入

院施設を有するもの。
一般診療所 医師又は歯科医師が医業又は歯科医業を行う場所（歯科医業のみは除く）

であって、患者の入院施設を有しないもの又は患者１９人以下の入院施設
を有するもの。

医師数は全国第９位、就業看護師数は全国第８位
「医師・歯科医師・薬剤師調査」によると、平成２８年１２月３１日現在の医師数は１２，１７２人、
歯科医師数は５，２９３人、薬剤師数は１５，１００人でした。
「衛生行政報告例」によると、平成２８年１２月３１日現在の就業看護師数は４６，４１６人、准看護
師数は１４，４３５人、保健師数は２，０６７人、助産師数は１，５７３人でした。

～人口１０万人当たりの医師数の推移～
平成２８年における本県の人口１０万人当たり医療施設に従事する医師数は１６０．１人であり、
平成２６年（１５２．８人）に比べ７．３人増加しています。これを全国（２４０．１人）と比較すると、８０．０
人少なくなっており、全国第４７位です。
これは、医師の数自体は増えているものの、人口も増加しているためです。このため県で
は、平成２５年に埼玉県総合医局機構を立ち上げました。同機構では、医学生への奨学金や臨
床研修医等への研修資金貸与（医師不足の地域での一定期間の勤務などの条件に合致した場
合は返還の必要なし）を行っているほか、将来医師を目指す「高校生の志」養成事業等さまざ
まな医師確保の取組を実施しています。
また、平成２９年４月にシミュレーター機器等を用いた教育・研修施設で

ある「埼玉県総合医局機構 地域医療教育センター」をオープンし、本県の
医療教育・研修環境の一層の向上を図っています。

医療従事者数の推移（各年１２月３１日現在）
＊１ ＊２ ＊３ ＊４

病院数 病床数 医師数 就業看護師数

単 位 施設 順位 床 順位 人 順位 人 順位
全 国 ８，４４２ １，５６１，００５ ３１９，４８０ １，１４９，３９７

北 海 道 ５６２ ２ ９５，３５９ ３ １３，３０９ ７ ６１，６２４ ４
青 森 県 ９６ ３４ １７，５７４ ３３ ２，７０２ ３７ １２，７８９ ３４
岩 手 県 ９３ ３７ １７，４７１ ３４ ２，６３１ ３８ １３，３９１ ３２
宮 城 県 １３９ ２２ ２５，２２５ ２１ ５，６５３ １４ １９，１３８ １９
秋 田 県 ６９ ４１ １５，１７５ ３７ ２，３８４ ４１ １０，９２２ ３９

山 形 県 ６８ ４２ １４，６９８ ４１ ２，５９７ ３９ １１，３２４ ３７
福 島 県 １２８ ２７ ２５，５８１ ２０ ３，８８８ ２５ １６，３１１ ２３
茨 城 県 １７８ １４ ３１，６７２ １５ ５，５１３ １５ １９，９５８ １８
栃 木 県 １０７ ２９ ２１，２５１ ２５ ４，４９８ ２０ １５，４２７ ２７
群 馬 県 １２９ ２６ ２４，３０２ ２２ ４，６２０ １９ １７，９７９ ２０

埼 玉 県 ３４２ ６ ６２，１０８ ８ １２，１７２ ９ ４６，４１６ ８
千 葉 県 ２８６ ９ ５８，９０１ ９ １２，２７８ ８ ４１，９９９ ９
東 京 都 ６５１ １ １２８，３５１ １ ４４，１３６ １ １０４，７４４ １
神奈川県 ３４１ ７ ７３，９７４ ５ １９，４７６ ３ ６２，７９４ ３
新 潟 県 １３１ ２３ ２８，５９５ １７ ４，６９８ １８ ２１，９３８ １５

富 山 県 １０６ ３１ １６，７３２ ３６ ２，７２３ ３６ １２，２７２ ３５
石 川 県 ９５ ３５ １８，２１２ ３２ ３，４０５ ３０ １４，１４０ ２９
福 井 県 ６８ ４２ １０，９８０ ４４ ２，００２ ４４ ８，４９７ ４４
山 梨 県 ６０ ４４ １０，８７３ ４５ １，９９０ ４５ ７，７５６ ４６
長 野 県 １３０ ２４ ２４，０５６ ２３ ４，９３０ １７ ２１，４７６ １６

岐 阜 県 １０２ ３２ ２０，７５９ ２６ ４，３５８ ２２ １６，８６０ ２２
静 岡 県 １８１ １３ ３８，８０６ １１ ７，６６２ １１ ３１，０００ １０
愛 知 県 ３２３ ８ ６７，８１９ ６ １６，４１０ ４ ５８，３８７ ５
三 重 県 １００ ３３ ２０，２９３ ２７ ４，０８１ ２４ １５，７０３ ２６
滋 賀 県 ５７ ４５ １４，４９２ ４２ ３，２７０ ３１ １３，３４８ ３３

京 都 府 １７０ １５ ３５，７８４ １２ ８，７２３ １０ ２６，６４９ １２
大 阪 府 ５２３ ３ １０７，００５ ２ ２５，００３ ２ ７３，４５７ ２
兵 庫 県 ３５０ ５ ６４，９９６ ７ １３，９７９ ６ ５０，９１６ ７
奈 良 県 ７７ ４０ １６，７７４ ３５ ３，４０７ ２９ １２，０７３ ３６
和歌山県 ８３ ３９ １３，５０５ ４３ ２，８６８ ３３ １０，２２５ ４１

鳥 取 県 ４４ ４７ ８，６５６ ４７ １，８０５ ４７ ６，７５２ ４７
島 根 県 ５１ ４６ １０，６５２ ４６ １，９７５ ４６ ８，３３２ ４５
岡 山 県 １６４ １６ ２８，６１５ １６ ５，９７５ １３ ２２，５６３ １３
広 島 県 ２４４ １１ ４０，４０４ １０ ７，５３４ １２ ２９，３１７ １１
山 口 県 １４７ １９ ２６，８４２ １８ ３，６１５ ２７ １６，２０７ ２４

徳 島 県 １１２ ２８ １４，８３８ ４０ ２，５００ ４０ ８，７２６ ４３
香 川 県 ９０ ３８ １４，９８７ ３９ ２，８１３ ３４ １１，０００ ３８
愛 媛 県 １４１ ２０ ２２，０９９ ２４ ３，７４５ ２６ １６，１５１ ２５
高 知 県 １３０ ２４ １８，２４４ ３１ ２，２７６ ４３ １０，１５９ ４２
福 岡 県 ４６１ ４ ８５，８８６ ４ １５，９９７ ５ ５６，９５５ ６

佐 賀 県 １０７ ２９ １４，９９０ ３８ ２，３７７ ４２ １０，５７９ ４０
長 崎 県 １５１ １８ ２６，５３７ １９ ４，２１８ ２３ １７，２８５ ２１
熊 本 県 ２１２ １２ ３４，７２７ １３ ５，２３０ １６ ２２，０７５ １４
大 分 県 １５７ １７ １９，９９１ ２８ ３，２３０ ３２ １４，０９６ ３０
宮 崎 県 １４０ ２１ １９，１８９ ２９ ２，７５４ ３５ １３，４９２ ３１

鹿児島県 ２５２ １０ ３４，１０９ １４ ４，４６１ ２１ ２１，４６３ １７
沖 縄 県 ９４ ３６ １８，９１６ ３０ ３，６０９ ２８ １４，７３２ ２８
資料出所 調査時点又は期間 調査周期
＊１，２「医療施設調査」厚生労働省HP 平成２８年１０月１日 毎年
＊３ 「医師・歯科医師・薬剤師調査」厚生労働省HP 平成２８年１２月３１日 ２年
＊４ 「衛生行政報告例」厚生労働省HP 平成２８年１２月３１日 ２年

資料：「埼玉県保健統計年報」県保健医療政策課HP
「医師・歯科医師・薬剤師調査」厚生労働省HP
「衛生行政報告例」厚生労働省HP
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１６ 医療費

全国一少ない１人当たり国民医療費
「国民医療費」によると、平成２７年度の国民医療費（当該年度内の医療機関等における保
険診療の対象となり得る傷病の治療に要した費用を推計したもの）は、２兆１，１３９億円でし
た。また、１人当たりの国民医療費は約２９万円で、全国一少額でした。
受療率（人口１０万対）は入院・外来ともに前回調査より低下
「患者調査」によると、推計患者数（平成２６年１０月の調査日に、病院、一般診療所、歯科
診療所で受療した患者の推計数）を患者の住所地別に人口１０万対で表した受療率は、入院
が７２３で全国第４６位、外来が４，９７４で全国第４３位でした。前回調査（平成２３年）より入院は２９
ポイント、外来は２９９ポイント低下しました。
国民健康保険療養諸費は年々増加
「国民健康保険事業年報」によると、平成２７年度の県内市町村分の療養諸費（医療費）は
６，２８４億円で、被保険者１人当たりの療養諸費は３２０，６５２円でした。療養諸費の金額は年々
増加しています。
療養諸費 療養の給付（診療費、調剤）、入院時食事療養・生活療養費、訪問看護療養

費、療養費、移送費の合計。
※数値算出に用いた人口
表＊２は、「平成２７年国勢調査 年齢・国籍不詳をあん分した人口」（総務省統計局）の総人口。
表＊３，４は、「人口推計（平成２６年１０月１日現在）」（総務省統計局）の総人口。

～増え続ける１人当たり国民医療費～
本県の１人当たり国民医療費の
推移をみると、年々増加傾向にあ
り、平成２７年度は約２９１千円でし
た。１０年前の平成１７年度と比べる
と、約７７千円増加しています。
一方、全国の１人当たり国民医
療費は約３３３千
円で、約７４千円
増加しています。

国民健康保険療養諸費の推移
＊１ ＊２ ＊３ ＊４

国民医療費 １人当たり
国民医療費

受療率・入院
（人口１０万対）

受療率・外来
（人口１０万対）

単 位 億円 順位 千円 順位 － 順位 － 順位
全 国 ４２３，６４４ ３３３．３ １，０３８ ５，６９６

北 海 道 ２１，１８４ ５ ３９３．６ ６ １，４４８ １１ ５，０２８ ４１
青 森 県 ４，４６９ ３１ ３４１．７ ２４ １，１０３ ２６ ５，７９８ ２１
岩 手 県 ４，１４５ ３３ ３２３．８ ３２ １，１３５ ２３ ５，４９２ ２９
宮 城 県 ７，２２１ １４ ３０９．４ ３７ ９００ ３８ ５，６５６ ２４
秋 田 県 ３，７５１ ３７ ３６６．６ １５ １，２６７ １７ ５，３９６ ３３

山 形 県 ３，８２１ ３６ ３４０．０ ２５ １，１１０ ２５ ６，２８７ １０
福 島 県 ６，３３５ ２１ ３３１．０ ３０ １，０６５ ２８ ５，４４９ ３０
茨 城 県 ８，８２６ １３ ３０２．６ ４２ ８６４ ４０ ５，３０６ ３６
栃 木 県 ６，００８ ２３ ３０４．３ ４１ ９０１ ３７ ５，３９６ ３３
群 馬 県 ６，２６０ ２２ ３１７．３ ３５ ９８０ ３２ ５，４０４ ３２

埼 玉 県 ２１，１３９ ６ ２９０．９ ４７ ７２３ ４６ ４，９７４ ４３
千 葉 県 １８，１１８ ９ ２９１．１ ４６ ７４５ ４５ ４，９０１ ４６
東 京 都 ４１，４３３ １ ３０６．６ ４０ ７５９ ４３ ５，６７６ ２３
神奈川県 ２７，１８６ ３ ２９７．９ ４５ ６８３ ４７ ５，７４８ ２２
新 潟 県 ７，１１０ １５ ３０８．６ ３８ １，０５１ ２９ ５，６３４ ２５

富 山 県 ３，５５７ ４０ ３３３．７ ２８ １，３６８ １４ ４，９６５ ４４
石 川 県 ３，９９３ ３５ ３４６．０ ２１ １，３１０ １５ ４，９２１ ４５
福 井 県 ２，６３５ ４５ ３３４．８ ２７ １，２０８ ２０ ５，１６５ ３８
山 梨 県 ２，７７２ ４４ ３３２．０ ２９ ９９３ ３１ ５，４２６ ３１
長 野 県 ６，７５６ １８ ３２１．９ ３３ ９７０ ３４ ５，１２２ ３９

岐 阜 県 ６，６６８ ２０ ３２８．１ ３１ ８２１ ４２ ６，０１８ １４
静 岡 県 １１，４１４ １０ ３０８．５ ３９ ８３６ ４１ ５，１７７ ３７
愛 知 県 ２２，４６８ ４ ３００．３ ４３ ７５３ ４４ ５，５９７ ２７
三 重 県 ５，７９４ ２４ ３１９．１ ３４ ９５３ ３６ ６，５３９ ４
滋 賀 県 ４，２２２ ３２ ２９８．８ ４４ ８７０ ３９ ５，０７１ ４０

京 都 府 ８，９９４ １２ ３４４．６ ２３ １，０９５ ２７ ４，９８０ ４２
大 阪 府 ３２，１９３ ２ ３６４．２ １８ １，０００ ３０ ５，９６６ １７
兵 庫 県 １９，１１４ ８ ３４５．３ ２２ ９６７ ３５ ６，０１５ １５
奈 良 県 ４，６３７ ２８ ３４０．０ ２５ ９７６ ３３ ５，３６７ ３５
和歌山県 ３，６０７ ３９ ３７４．２ １４ １，１２９ ２４ ６，５７０ ２

鳥 取 県 ２，０００ ４７ ３４９．１ ２０ １，２４９ １８ ５，９１６ １８
島 根 県 ２，６２８ ４６ ３７８．７ １２ １，３９７ １３ ６，０１３ １６
岡 山 県 ６，９６０ １６ ３６２．１ １９ １，１７６ ２２ ５，５８８ ２８
広 島 県 １０，４１０ １１ ３６６．０ １６ １，２１０ １９ ６，２１５ １２
山 口 県 ５，６０８ ２６ ３９９．２ ４ １，７４５ ５ ６，５０２ ８

徳 島 県 ２，９６８ ４３ ３９２．５ ７ １，７０５ ６ ６，２５６ １１
香 川 県 ３，７２７ ３８ ３８１．８ １０ １，３１０ １５ ６，５０９ ７
愛 媛 県 ５，２０２ ２７ ３７５．６ １３ １，４１３ １２ ６，５２１ ６
高 知 県 ３，２３３ ４２ ４４４．０ １ ２，２１５ １ ６，０３６ １３
福 岡 県 １９，３５３ ７ ３７９．３ １１ １，４６１ １０ ５，８９５ ２０

佐 賀 県 ３，２６９ ４１ ３９２．５ ７ １，６２２ ８ ６，８５０ １
長 崎 県 ５，６６１ ２５ ４１１．１ ２ １，８１２ ３ ６，５２５ ５
熊 本 県 ６，９５４ １７ ３８９．３ ９ １，７８２ ４ ６，５５０ ３
大 分 県 ４，６１９ ２９ ３９６．２ ５ １，６２７ ７ ５，６１９ ２６
宮 崎 県 ４，０２５ ３４ ３６４．６ １７ １，４９７ ９ ５，９０８ １９

鹿児島県 ６，７０５ １９ ４０６．９ ３ １，８８５ ２ ６，４４０ ９
沖 縄 県 ４，４９５ ３０ ３１３．５ ３６ １，２０１ ２１ ４，３１７ ４７
資料出所 調査時点又は期間 調査周期
＊１，２「国民医療費」厚生労働省HP 平成２７年度 毎年
＊３，４「患者調査」厚生労働省HP 平成２６年１０月 ３年

注）件数、療養諸費ともに一般被保険者分と退職者医療分の合計であり、３月～２月ベース。
資料：「国民健康保険事業年報」厚生労働省HP

資料：「国民医療費」厚生労働省HP
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１７ 感染症・食中毒

食中毒患者数は前年より減少
「エイズ発生動向年報」によると、HIV 感染者累計報告数（昭和６０年～平成２８年）は５２７件
で、人口１０万対でみると７．２３０でした。また、AIDS患者累計報告数（昭和６０年～平成２８年）
は３５６件で、人口１０万対でみると４．８８４でした。
「感染症発生動向調査事業年報」によると、平成２７年の腸管出血性大腸菌感染症報告数は、
１６８でした。
「結核登録者情報調査年報集計結果」によると、平成２８年の新登録結核患者数は９７９人で、
罹患率（人口１０万対の結核患者数）は１３．４となり、前年より０．２ポイント上昇しました。
「食中毒統計調査」によると、平成２８年の食中毒事件数は前年より２件増加して３５件でし
た。患者数は前年より１３５人減少して４１０人でした。

※表＊１の数値算出に用いた人口は、「人口推計（平成２８年１０月１日現在）」（総務省統計局）。

～食中毒に気をつけましょう～
平成２９年８月、熊谷市内の惣菜店で加工販売されたポテトサラダを原因とする食中毒が発

生するなど、腸管出血性大腸菌Ｏ１５７による患者が多発しました。
腸管出血性大腸菌は病原性や感染力が強い菌であり、少量の菌数を摂取しただけでも発症

することがあります。また、食品からだけでなく、
家庭内での二次感染も発生します。
主な症状は下痢（血便）や激しい腹痛で、特に免疫
力の弱い乳幼児や高齢者の方は重篤となり、溶血
性尿毒症症候群（HUS）を起こす場合があります。
【予防のポイント】
・手洗いや消毒を徹底する。
・生野菜などはよく洗い、食肉は中心部まで十分
加熱してから食べる。
（加熱の目安は７５℃で１分以上）
・加熱調理済の食品が二次汚染
を受けないよう、調理器具の
使い分けや十分な洗浄・消毒
を行う。

資料：県食品安全課HP

食中毒発生状況
＊１ ＊２ ＊３ ＊４

HIV 感染者累計報告数
（人口１０万対）

腸管出血性大腸菌
感染症報告数

新登録
結核患者数 食中毒患者数

単 位 － 順位 － 順位 人 順位 人 順位
全 国 １４．９０６ ３，５７３ １７，６２５ ２０，２５２

北 海 道 ５．４７５ ３０ １９９ ５ ５１８ ９ ８４９ ６
青 森 県 ３．９４４ ３９ ４７ ２６ １７１ ２８ １８８ ２８
岩 手 県 ２．４４５ ４５ ８７ １３ １３１ ３５ １５１ ３４
宮 城 県 ５．６６５ ２７ １３３ ８ １８５ ２４ ２８５ ２１
秋 田 県 ２．２７７ ４７ ３５ ３２ ８６ ４４ ７５ ４５

山 形 県 ２．４２６ ４６ ４９ ２１ ８０ ４５ ２９０ １９
福 島 県 ３．９４５ ３８ ３４ ３３ １６３ ３０ ２６５ ２２
茨 城 県 １８．４８５ ３ ５９ １８ ３５４ １２ ２９０ １９
栃 木 県 １２．５１３ １０ ４８ ２４ ２１８ １８ ７９７ ８
群 馬 県 ９．９６４ １３ ９９ １１ １８３ ２６ １９７ ２７

埼 玉 県 ７．２３０ ２１ １６８ ６ ９７９ ５ ４１０ １６
千 葉 県 １２．７９７ ９ １４０ ７ ９０６ ６ ６４０ １１
東 京 都 ５１．７１８ １ ３３５ ２ ２，３４０ １ ２，２７６ １
神奈川県 １３．８７６ ８ ２２３ ３ １，１９２ ４ １，６２４ ２
新 潟 県 ３．９３７ ４０ ５８ １９ ２１６ ２０ ２１６ ２６

富 山 県 ３．７７０ ４１ ２５ ３８ １１７ ３９ ７６ ４４
石 川 県 ７．０３７ ２２ ２１ ４１ １２６ ３７ ５８９ １２
福 井 県 ６．１３８ ２５ ２５ ３８ ８７ ４２ １６２ ３０
山 梨 県 １３．９７６ ７ ２１ ４１ ７２ ４６ １３１ ３９
長 野 県 １４．６５５ ６ ４４ ２８ １６５ ２９ ２４８ ２４

岐 阜 県 ８．０１２ １７ ２７ ３５ ３２９ １３ ４５８ １４
静 岡 県 １１．４４３ １１ ７４ １５ ４２５ １０ １，２５２ ４
愛 知 県 １５．０１３ ５ ９８ １２ １，２７０ ３ ７７１ １０
三 重 県 ８．７３９ １５ ３８ ３１ ２４１ １６ １１２ ４１
滋 賀 県 ５．５９１ ２８ ４３ ２９ １５２ ３１ ５８２ １３

京 都 府 ９．３６７ １４ ４５ ２７ ４１０ １１ ７８９ ９
大 阪 府 ２７．５１０ ２ ３７３ １ １，９４５ ２ １，２９２ ３
兵 庫 県 ７．３５５ ２０ １０３ １０ ８４４ ７ ８１９ ７
奈 良 県 ８．０３８ １６ ２７ ３５ １９１ ２３ １６２ ３０
和歌山県 ７．０２３ ２３ ８ ４６ １３１ ３５ １１７ ４０

鳥 取 県 ２．６３２ ４４ ６０ １７ ６６ ４７ １３７ ３７
島 根 県 ２．７５４ ４３ ８３ １４ ８７ ４２ １３６ ３８
岡 山 県 ７．５２０ １９ ６３ １６ ２０８ ２１ １４２ ３６
広 島 県 ７．８９６ １８ ４２ ３０ ３２４ １４ ３４９ １７
山 口 県 ４．５９１ ３６ ３４ ３３ １７８ ２７ １１１ ４２

徳 島 県 ５．４６７ ３１ １０ ４４ １２０ ３８ １４９ ３５
香 川 県 ６．２７６ ２４ １７ ４３ １３８ ３３ ６９ ４７
愛 媛 県 ５．６７３ ２６ １０ ４４ １３３ ３４ １７２ ２９
高 知 県 ５．５４８ ２９ ２ ４７ ９２ ４１ ２４０ ２５
福 岡 県 ９．９９２ １２ ２１０ ４ ７２０ ８ １，１８０ ５

佐 賀 県 ３．９８６ ３７ ４９ ２１ １０６ ４０ ９４ ４３
長 崎 県 ３．５８４ ４２ ５０ ２０ ２１８ １８ １６２ ３０
熊 本 県 ５．１３０ ３３ ４８ ２４ ２３２ １７ ２５７ ２３
大 分 県 ４．７４１ ３５ ２２ ４０ １８５ ２４ ２９８ １８
宮 崎 県 ４．７４５ ３４ １１１ ９ １４３ ３２ １６１ ３３

鹿児島県 ５．１９２ ３２ ４９ ２１ ２４５ １５ ７１ ４６
沖 縄 県 １５．３５８ ４ ２７ ３５ ２０３ ２２ ４１１ １５
資料出所 調査時点又は期間 調査周期
＊１「エイズ発生動向年報」厚生労働省エイズ動向委員会HP 平成２８年末 毎年
＊２「感染症発生動向調査事業年報」国立感染症研究所HP 平成２７年 毎年
＊３「結核登録者情報調査年報集計結果」厚生労働省HP 平成２８年 毎年
＊４「食中毒統計調査」厚生労働省HP 平成２８年 毎年

平成
２４年 ２５年 ２６年 ２７年 ２８年

細 菌

腸炎ビブリオ ― ― ― ― １
サルモネラ属菌 ― ― ― ― ２
ブドウ球菌 ３ １ ― ― ―
ウェルシュ菌 ２ １ ― １ ３
セレウス菌 ― ― １ ― １
腸管出血性大腸菌 ― ― ２ ― ―
カンピロバクター ９ ３ ７ ８ １２

ウィルス ノロウイルス ７ １４ １４ １７ １１
その他のウイルス ― ２ ― ― ―

寄生虫 ク ド ア ― ― １ ― １
アニサキス ― ― ２ １ ２

化 学 物 質 ― ― １ １ ２
自然毒 植物性自然毒 １ ３ １ ５ ―

計 ２２ ２４ ２９ ３３ ３５

資料：「食中毒統計調査」厚生労働省ＨＰ

◆県内の病因物質別食中毒発生件数◆
（単位：件）

資料：「食中毒統計調査」厚生労働省HP
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保育所等待機児童数は１，２５８人
「保育所等関連状況取りまとめ」によると、平成２９年４月１日現在の保育所等の施設数は
１，７０８施設、利用児童数は１１２，８８５人でした。
また、待機児童の定義の変更等に伴い保育所等待機児童数は１，２５８人となり、前年に比

べて２３２人増加しました。（従来の定義で算出した場合は１，０１２人となり、前年に比べて１４
人減少。）
地域子育て支援拠点数は全国第１位
「地域子育て支援拠点事業実施状況（子ども・子育て支援交付金交付決定ベース）」による
と、地域子育て支援拠点数は、平成２８年度は４６１箇所で全国第１位でした。
また、「放課後児童健全育成事業の実施状況」によると、放課後児童クラブの登録児童数

は、平成２９年５月１日現在６５，５１４人で、全国第２位でした。
地域子育て支援拠点 子育て中の親子が気軽に集い、相互交流や子育ての不安・悩み

を相談できる場として、市町村やその助成を受けた社会福祉法
人、NPO法人などが運営する施設。

放課後児童クラブ 小学校の余裕教室や児童館などで、共働き家庭等の小学校に就学
している児童に放課後等の適切な遊び場や生活の場を提供する安
全・安心な居場所。

児童虐待通告件数は前年度比３８．８％の増加
県こども安全課によると、平成２８年度に児童相談所で受け付けた児童虐待通告件数は

１１，６３９件で、前年度（８，３８７件）に比べて、３，２５２件（３８．８％）増加し１万件を超えました。虐
待種別でみると、心理的虐待が６，６２３件で最も多く、全体の５６．９％を占めています。次い
で身体的虐待２，５１５件、保護の怠慢・拒否２，３４８件、性的虐待１５３件の順でした。虐待者別
にみると、実母が５，６３９件で最も多く、次いで実父４，６７０件となっています。
※表＊１，２及び文中の「保育所等」には、保育所、幼保連携型認定こども園、幼稚園型認定
こども園、地方裁量型認定こども園、小規模保育事業、家庭的保育事業、事業所内保育
事業、居宅訪問型保育事業が含まれます。

～保育所等待機児童数～
待機児童の定義変更等に伴い県内の保育所等待機児童数は１３市町で２０１人減少し、２６市町

で４３３人増加しています。就学前児童数が減少する中でも、認可保育所等への入所申込者数
は増加が続いています。平
成２９年４月１日の申込者数は
１２０，０６１人で、前年に比べ
６，３９３人の増加となりまし
た。

児童相談所への児童虐待通告件数（平成２８年度）
＊１ ＊２ ＊３ ＊４

保育所等数 保育所等待機児童数
地域子育て支援拠点数
（子ども・子育て支援
交付金交付決定ベース）

放課後児童クラブ
登録児童数

単 位 施設 順位 人 順位 箇所 順位 人 順位
全 国 ３２，７９３ ２６，０８１ ７，０６３ １，１７１，１６２

北 海 道 １，１８１ ９ ６５ ３３ ３５８ ４ ５０，９４４ ８
青 森 県 ５０５ ２２ ― ４１ １０１ ２５ １４，４４５ ２９
岩 手 県 ４３１ ２８ １７８ ２４ ８６ ３２ １４，１８０ ３１
宮 城 県 ６６９ １５ ７９０ ９ １３５ １６ ２５，０８２ １５
秋 田 県 ３１６ ３６ ４１ ３４ ６１ ４０ １０，６４２ ３９

山 形 県 ３４８ ３５ ６７ ３２ ９７ ２８ １３，６６６ ３３
福 島 県 ４２１ ２９ ６１６ １１ １０２ ２４ １９，７７５ １９
茨 城 県 ６９１ １４ ５１６ １２ ２６５ ８ ３５，５６２ １０
栃 木 県 ５１５ ２１ １３１ ２５ １００ ２６ ２３，０５３ １７
群 馬 県 ４８８ ２３ ２ ３８ １３４ １７ ２２，７０３ １８

埼 玉 県 １，７０８ ４ １，２５８ ６ ４６１ １ ６５，５１４ ２
千 葉 県 １，２９７ ７ １，７８７ ３ ３１２ ６ ５３，２０１ ６
東 京 都 ３，５３６ １ ８，５８６ １ ４１４ ３ １００，８６９ １
神奈川県 ２，０７２ ２ ７５６ １０ ２５３ １０ ５２，６４４ ７
新 潟 県 ７７６ １１ ２ ３８ ２２７ １２ ２４，１７３ １６

富 山 県 ３０８ ３８ ― ４１ ７８ ３５ １３，６００ ３４
石 川 県 ３６８ ３１ ― ４１ ８０ ３４ １３，７８２ ３２
福 井 県 ２８５ ４１ ― ４１ ５７ ４１ １０，３０８ ４０
山 梨 県 ２５８ ４２ ― ４１ ６８ ３９ １１，２６５ ３７
長 野 県 ５９１ １９ ― ４１ １５６ １３ ２６，３３８ １３

岐 阜 県 ４６３ ２６ ２ ３８ １２０ １９ １６，６２８ ２４
静 岡 県 ７９９ １０ ４５６ １４ ２３４ １１ ２８，７９１ １１
愛 知 県 １，６３０ ５ １８５ ２３ ３４５ ５ ５４，４６９ ５
三 重 県 ４５１ ２７ １００ ２７ １２０ １９ １４，２０３ ３０
滋 賀 県 ３６７ ３２ ３５６ １５ ９２ ３０ １６，１１６ ２６

京 都 府 ６３０ １６ ２２７ １９ ２６４ ９ ２６，３２９ １４
大 阪 府 １，８３７ ３ １，１９０ ７ ４１６ ２ ６３，２６７ ３
兵 庫 県 １，３００ ６ １，５７２ ４ ３１１ ７ ４７，４９１ ９
奈 良 県 ２３４ ４４ ２８７ １７ ７２ ３６ １４，５８４ ２８
和歌山県 ２１０ ４７ ２９ ３７ ５４ ４３ ８，５９９ ４３

鳥 取 県 ２１２ ４６ ― ４１ ４８ ４４ ７，１９８ ４６
島 根 県 ３０９ ３７ １１９ ２６ ４２ ４６ ８，１５５ ４４
岡 山 県 ４７９ ２５ １，０４８ ８ １２１ １８ １９，６９８ ２０
広 島 県 ７３２ １３ １８６ ２２ １４１ １５ ２７，６４５ １２
山 口 県 ３６１ ３４ １００ ２７ １１０ ２２ １５，１６０ ２７

徳 島 県 ２１５ ４５ ９４ ３０ ４７ ４５ ７，３６０ ４５
香 川 県 ２３８ ４３ ２２７ １９ ９１ ３１ １０，１５７ ４２
愛 媛 県 ３８４ ３０ ９７ ２９ ８３ ３３ １３，４２７ ３５
高 知 県 ３０３ ３９ ７３ ３１ ４１ ４７ ６，９８０ ４７
福 岡 県 １，２２９ ８ １，２９７ ５ １５１ １４ ５８，５５４ ４

佐 賀 県 ３０１ ４０ ３４ ３６ ５６ ４２ １０，３０２ ４１
長 崎 県 ５４６ ２０ １９０ ２１ １０６ ２３ １６，２９１ ２５
熊 本 県 ７３８ １２ ２７５ １８ １２０ １９ １７，１０７ ２３
大 分 県 ３６５ ３３ ５０５ １３ ７０ ３８ １３，３７１ ３６
宮 崎 県 ４８０ ２４ ３６ ３５ ７１ ３７ １０，８０４ ３８

鹿児島県 ５９４ １８ ３５４ １６ ９８ ２７ １９，２８０ ２１
沖 縄 県 ６２２ １７ ２，２４７ ２ ９４ ２９ １７，４５０ ２２
資料出所 調査時点又は期間 調査周期
＊１，２「保育所等関連状況取りまとめ」厚生労働省HP 平成２９年４月１日 毎年
＊３ 「地域子育て支援拠点事業実施状況

（子ども・子育て支援交付金 交付決定ベース）」厚生労働省HP
平成２８年度 毎年

＊４ 「放課後児童健全育成事業の実施状況」厚生労働省HP 平成２９年５月１日 毎年

資料：県こども安全課HP

資料：
県少子政策課
HP

注）平成２９年の数値は、待機児童の定義が変更になっているため、
比較には注意を要します。
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（万人）

要支援1 要支援2 要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5

75歳以上
65歳以上75歳未満
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0
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1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000
（認定者数：万人） （給付費：億円）

要介護（要支援）認定者数（第1号被保険者）

県の給付費

平成
18年度

19 20 21 22 23 24 25 26 27

15.5万人

2,127
億円
2,127
億円

25.7万人

3,801
億円
3,801
億円

１９ 高齢者

６５歳以上のスポーツの行動者率は全国第１位
「社会生活基本調査」によると、平成２８年の６５歳以上のスポーツの行動者率は６７．３％で、
前回調査（平成２３年）に引き続き全国第１位でした。

高齢者人口に占める要介護（要支援）認定者数の割合は全国第４７位
「介護保険事業状況報告」によると、平成２７年度末現在の高齢者人口に占める要介護（要
支援）認定者数の割合は１４．３％で、前年度に引き続き全国第４７位でした。
なお、要介護（要支援）認定者数は２６４，１２８人でした。このうち第１号被保険者（６５歳以上の

者）は２５６，５５６人、第２号被保険者（４０歳から６４歳までの医療保険加入者）は７，５７２人でした。
高齢者人口に占める要介護（要支援）認定者数の割合
第１号被保険者のうち要介護（要支援）認定者数÷第１号被保険者数×１００

介護老人福祉施設数は全国第４位
「介護サービス施設・事業所調査」によると、平成２８年１０月１日現在の介護老人福祉施設
数は３６２施設で全国第４位でした。

～介護保険制度の実施状況～
高齢化の進行に伴い、介護を必要と
する高齢者が増加する中、介護者の高
齢化や核家族化など、介護に関わる問
題が老後の不安要因の一つにもなって
います。
そこで、この介護の問題を社会全体
で支える仕組みとして、平成１２年度か
ら介護保険制度が始まりました。
県内の６５歳以上（第１号被保険者）の
要介護（要支援）認定
者数は毎年増加を続
けており、これに伴
い、県の給付費も
年々増加しています。

要介護（要支援）認定者数（第１号被保険者）（平成２７年度末現在）
＊１ ＊２ ＊３ ＊４

スポーツの行動者率
（６５歳以上）

高齢者人口に占める
要介護（要支援）
認定者数の割合

要介護（要支援）
認定者数

介護老人福祉
施設数

単 位 ％ 順位 ％ 順位 人 順位 施設 順位
全 国 ６０．３ １７．９ ６，２０３，９２３ ７，７０５

北 海 道 ５６．６ ３０ １９．４ １４ ３０９，６４０ ４ ３５２ ５
青 森 県 ４３．０ ４７ １８．８ ２４ ７６，８３７ ２９ ９４ ３３
岩 手 県 ４９．３ ４３ １９．２ １５ ７７，００５ ２８ １１６ ２６
宮 城 県 ５８．３ ２４ １８．１ ３０ １０９，８１４ １７ １４９ ２０
秋 田 県 ４７．８ ４５ ２０．４ ８ ７２，５９４ ３０ １１９ ２５

山 形 県 ４６．２ ４６ １８．８ ２５ ６６，６４９ ３３ １０３ ２９
福 島 県 ５３．２ ３９ １８．９ ２３ １０６，５９８ １９ １４６ ２１
茨 城 県 ６２．１ １１ １４．９ ４５ １１９，８４３ １４ ２３５ １１
栃 木 県 ６１．１ １４ １５．７ ４２ ８３，１８１ ２７ １３３ ２３
群 馬 県 ６２．３ １０ １７．０ ３８ ９４，９７４ ２３ １６４ １４

埼 玉 県 ６７．３ １ １４．３ ４７ ２６４，１２８ ７ ３６２ ４
千 葉 県 ６５．４ ３ １４．９ ４６ ２４３，２２３ ９ ３５２ ５
東 京 都 ６６．５ ２ １８．１ ２８ ５６０，５３８ １ ４９５ １
神奈川県 ６５．１ ４ １６．３ ３９ ３６４，１９１ ３ ３８８ ３
新 潟 県 ４９．１ ４４ １８．５ ２６ １３０，６６２ １３ ２０３ １２

富 山 県 ５６．３ ３１ １８．１ ２９ ６０，１１２ ３５ ８２ ３８
石 川 県 ５７．８ ２６ １７．９ ３２ ５８，４５７ ３８ ７５ ４０
福 井 県 ５３．３ ３８ １７．９ ３３ ４０，９３８ ４５ ６９ ４１
山 梨 県 ６０．６ １５ １５．５ ４３ ３７，７４８ ４６ ５９ ４４
長 野 県 ６２．５ ８ １７．４ ３６ １１２，０６８ １６ １６０ １５

岐 阜 県 ５９．９ １７ １６．２ ４０ ９５，７００ ２１ １２７ ２４
静 岡 県 ６１．４ １３ １５．５ ４４ １６４，１５３ １０ ２４５ １０
愛 知 県 ６１．９ １２ １５．７ ４１ ２８７，００１ ６ ２５８ ９
三 重 県 ５７．３ ２８ １８．３ ２７ ９５，００３ ２２ １５２ １８
滋 賀 県 ６４．３ ５ １７．１ ３７ ５９，９８６ ３７ ８４ ３７

京 都 府 ６２．９ ７ １９．５ １２ １４１，４９５ １２ １５１ １９
大 阪 府 ５９．９ １７ ２０．５ ５ ４７９，９１５ ２ ４０８ ２
兵 庫 県 ６３．２ ６ １８．９ ２２ ２８８，７６０ ５ ３３４ ７
奈 良 県 ６２．４ ９ １７．５ ３５ ７０，５４９ ３１ １０１ ３０
和歌山県 ５１．２ ４２ ２２．２ １ ６８，２９１ ３２ ９１ ３４

鳥 取 県 ５３．９ ３５ １９．８ １１ ３４，２３０ ４７ ４４ ４７
島 根 県 ５３．５ ３７ ２０．８ ３ ４７，６５６ ４２ ９１ ３４
岡 山 県 ５８．４ ２３ ２０．４ ９ １１３，７２７ １５ １５５ １７
広 島 県 ６０．０ １６ １９．４ １３ １５５，１２０ １１ １７９ １３
山 口 県 ５５．２ ３３ １９．１ １８ ８８，４８５ ２６ ９９ ３１

徳 島 県 ５７．６ ２７ ２０．５ ６ ４８，６９０ ４１ ６６ ４２
香 川 県 ５９．０ ２２ １９．１ １７ ５６，９２９ ３９ ８６ ３６
愛 媛 県 ５９．４ １９ ２０．８ ４ ９０，６９４ ２５ １０５ ２８
高 知 県 ５２．４ ４０ １８．９ ２１ ４６，３９９ ４３ ５９ ４４
福 岡 県 ５８．２ ２５ １９．２ １６ ２５６，４８５ ８ ３０８ ８

佐 賀 県 ５１．５ ４１ １９．１ １９ ４５，００８ ４４ ５７ ４６
長 崎 県 ５３．７ ３６ ２１．７ ２ ９１，０７２ ２４ １１５ ２７
熊 本 県 ５７．０ ２９ ２０．４ ７ １０７，４７１ １８ １３６ ２２
大 分 県 ５９．２ ２１ １８．０ ３１ ６５，３９２ ３４ ８２ ３８
宮 崎 県 ５５．７ ３２ １７．８ ３４ ６０，０３４ ３６ ９５ ３２

鹿児島県 ５９．４ １９ ２０．２ １０ １００，４９９ ２０ １５９ １６
沖 縄 県 ５４．５ ３４ １９．０ ２０ ５５，９７９ ４０ ６２ ４３
資料出所 調査時点又は期間 調査周期
＊１ 「社会生活基本調査」総務省統計局HP 平成２８年１０月 ５年
＊２，３「介護保険事業状況報告」厚生労働省HP 平成２７年度末 毎年
＊４ 「介護サービス施設・事業所調査」厚生労働省HP 平成２８年１０月１日 毎年

資料：「介護保険事業状況報告」厚生労働省HP

資料：「介護保険事業状況報告」厚生労働省HP
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障害の種類別
総数206,230人

肢体
不自由
52.6%

肢体
不自由
52.6%

内部
障害
31.9%

内部
障害
31.9%

聴覚・平衡
機能障害
7.5%

聴覚・平衡
機能障害
7.5%

視覚障害
6.6%

音声・言語・そしゃく機能障害
1.4%

音声・言語・そしゃく機能障害
1.4%

障害の程度別
総数206,230人

1級
35.3%
1級
35.3%

2級
14.9%
2級
14.9%

3級
16.2%
3級
16.2%

4級
23.2%
4級
23.2%

5級
5.4%
5級
5.4%

6級
5.0%
6級
5.0%

２０ 障害者

障害者支援施設数は全国第４位
「社会福祉施設等調査」によると、平成２８年１０月１日現在の障害者支援施設数は９６施設で
全国第４位、地域活動支援センター数は１４２施設で全国第７位でした。

障害者支援施設 障害者につき、施設入所支援を行うとともに、施設入所支援以外
の施設障害福祉サービスを行う施設。

地域活動支援センター 障害者等を通わせ、創作的活動又は生産活動の機会の提供、
社会との交流の促進その他の便宜を供与する施設。

身体障害者手帳交付台帳登載数全体の約半数は１級又は２級
「福祉行政報告例」によると、平成２８年度末現在の身体障害者手帳交付台帳登載数は
２０６，２３０人（肢体不自由１０８，４７７人、内部障害６５，８１６人、聴覚・平衡機能障害１５，４６７人、視
覚障害１３，６６９人、音声・言語・そしゃく機能障害２，８０１人）でした。障害の程度別にみると、
１級７２，８０８人、２級３０，６３４人、３級３３，４１７人、４級４７，９１２人、５級１１，１５４人、６級１０，３０５人で、
全体の約半数は１級又は２級でした。

※表＊１，２は、活動中の施設数です。
※表＊１の全国の数値は、国の施設数（８）を含みます。
※表＊４は従業員５０人以上の民間企業について、「障害者の雇用の促進等に関する法律」の
規定に基づき算定された数値です。

～発達障害支援プロジェクト～
文部科学省の平成２４年の調査によると、普通学級に在籍する児童・生徒の約６．５％に学習面など

での特別な教育的支援が必要とされており、県の１５歳未満の人口に当てはめると、約６万人が該当
します。
そこで本県では、平成２３年度から重点プロジェクトとして、発達障害児・者の生涯を通じた支援に

取り組み、平成２８年度には発達障害支援の拠点となる「発達障害総合支援センター」を開設しました。
発達障害に早期に気付き適切な支援が行える人材を

育成するため、保育士や幼稚園教諭などを対象に研修
を行い、平成２７年度末までに１０，５４９人を育成しました。
研修の結果、発達が気になる子供に気付けるようにな
った園の割合が２７．４％から８２．３％と約３倍に増加する
など、着実な成果が出ています。
このほか、発達障害に特化した

就労支援をワンストップで行う
「発達障害者就労支援センター」を
開設するなどライフステージに応
じた支援を行っています。

身体障害者手帳交付台帳登載数構成比（平成２８年度末現在）
＊１ ＊２ ＊３ ＊４

障害者支援
施設数

地域活動支援
センター数

身体障害者手帳
交付台帳登載数

障害者実雇用率
（民間企業）

単 位 施設 順位 施設 順位 人 順位 ％ 順位
全 国 ２，５５０ ３，０８２ ５，１４８，０８２ １．９７

北 海 道 ２０８ １ １７１ ３ ３０２，１８２ ３ ２．１３ １８
青 森 県 ５８ １６ ３６ ２５ ５９，６２９ ３３ ２．０６ ２２
岩 手 県 ４５ ２５ ６０ １７ ５３，８１２ ３５ ２．１６ １６
宮 城 県 ３８ ３０ ６４ １５ ８１，９５９ ２０ １．９４ ４２
秋 田 県 ４７ ２２ ２０ ４０ ６８，０９８ ２７ １．９８ ２９

山 形 県 ２９ ３４ ２２ ３８ ５３，６４２ ３７ ２．０３ ２５
福 島 県 ３８ ３０ ２７ ３３ ８４，３６２ １９ １．９５ ４０
茨 城 県 ７３ １０ ６３ １６ ８９，８９８ １７ １．９７ ３２
栃 木 県 ５０ １８ ４８ ２０ ７０，５５３ ２５ １．９８ ２９
群 馬 県 ５０ １８ ７７ １２ ６９，２２２ ２６ １．９６ ３７

埼 玉 県 ９６ ４ １４２ ７ ２０６，２３０ ８ ２．０１ ２８
千 葉 県 ８９ ６ １４６ ６ １７８，２０８ ９ １．９１ ４５
東 京 都 ８８ ７ １７１ ３ ４８２，２８６ １ １．８８ ４７
神奈川県 ８７ ８ ４２０ １ ２６９，６７１ ４ １．９２ ４３
新 潟 県 ５９ １５ １０１ １０ ９３，６８２ １４ １．９６ ３７

富 山 県 ２７ ３８ ２５ ３６ ４８，６９９ ３８ １．９７ ３２
石 川 県 ２７ ３８ ３０ ３０ ４４，２１２ ４０ １．９８ ２９
福 井 県 ２６ ４２ １７ ４２ ３９，５６５ ４３ ２．４０ ７
山 梨 県 ２８ ３５ ３９ ２３ ３５，８７５ ４６ １．９５ ４０
長 野 県 ５８ １６ １０２ ９ ９３，４５４ １５ ２．０６ ２２

岐 阜 県 ４５ ２５ ３２ ２９ ８６，３５２ １８ ２．０２ ２７
静 岡 県 ７３ １０ ４６ ２１ １２４，４５９ １１ １．９７ ３２
愛 知 県 ７３ １０ １０８ ８ ２３８，５５１ ６ １．８９ ４６
三 重 県 ３８ ３０ １３ ４６ ７２，９５９ ２２ ２．０８ ２０
滋 賀 県 ２３ ４４ １４ ４５ ５３，６７９ ３６ ２．１３ １８

京 都 府 ５０ １８ ２６ ３５ １４４，２７７ １０ ２．０７ ２１
大 阪 府 ９０ ５ １６２ ５ ３８９，７９５ ２ １．９２ ４３
兵 庫 県 １００ ３ １７５ ２ ２４３，７９３ ５ ２．０３ ２５
奈 良 県 ３０ ３３ ２２ ３８ ６８，０３８ ２８ ２．６２ １
和歌山県 ２７ ３８ １８ ４１ ５８，０１６ ３４ ２．２５ １０

鳥 取 県 ２１ ４６ １０ ４７ ２８，５５３ ４７ ２．１６ １６
島 根 県 ２７ ３８ ３５ ２７ ３６，０１４ ４５ ２．２５ １０
岡 山 県 ４６ ２４ ７２ １４ ７２，４４７ ２３ ２．５２ ４
広 島 県 ６４ １４ ７５ １３ １１８，１７６ １２ ２．０５ ２４
山 口 県 ４８ ２１ ２４ ３７ ６４，２９４ ３０ ２．５６ ２

徳 島 県 ２４ ４３ ３６ ２５ ３７，３３７ ４４ ２．１７ １５
香 川 県 ２２ ４５ ２８ ３２ ４５，３７３ ３９ １．９６ ３７
愛 媛 県 ４３ ２８ ３５ ２７ ６７，９４５ ２９ １．９７ ３２
高 知 県 ２８ ３５ １７ ４２ ４３，３０６ ４１ ２．１９ １４
福 岡 県 １２８ ２ ９３ １１ ２２３，２７４ ７ １．９７ ３２

佐 賀 県 ２１ ４６ １７ ４２ ４３，０８２ ４２ ２．５４ ３
長 崎 県 ４４ ２７ ３９ ２３ ７６，０８４ ２１ ２．２６ ９
熊 本 県 ６６ １３ ５０ １９ ９２，８３７ １６ ２．２４ １２
大 分 県 ４０ ２９ ２７ ３３ ６２，７２０ ３２ ２．４４ ５
宮 崎 県 ２８ ３５ ３０ ３０ ６３，５５３ ３１ ２．３０ ８

鹿児島県 ７５ ９ ５６ １８ ９６，１５７ １３ ２．２２ １３
沖 縄 県 ４７ ２２ ４１ ２２ ７１，７７２ ２４ ２．４３ ６
資料出所 調査時点又は期間 調査周期
＊１，２「社会福祉施設等調査」厚生労働省HP 平成２８年１０月１日 毎年
＊３ 「福祉行政報告例」厚生労働省HP 平成２８年度末 毎年
＊４ 「障害者雇用状況の集計結果」厚生労働省HP 平成２９年６月１日 毎年

資料：「福祉行政報告例」厚生労働省HP

資料：県障害者福祉推進課HP
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２１ 学校保健

肥満傾向児の出現率は、１５歳が最も高い９．９９％
「学校保健統計」によると、平成２８年度の肥満傾向児の出現率（１２歳）は９．１１％で、全国平
均（９．５２％）を下回りました。出現率を年齢別（５～１７歳）にみると、５歳、８歳、１５歳で全国
平均を上回り、最も高かったのは１５歳（９．９９％）でした。
また、痩身傾向児の出現率（１２歳）は３．７１％で、全国平均（３．５０％）を上回りました。年齢

別（５～１７歳）にみると、６歳、１１歳、１２歳で全国平均を上回り、最も高かったのは１２歳（３．７１％）
でした。

肥満傾向児・痩身傾向児 性別・年齢別・身長別標準体重から求めた肥満度が２０％
以上の者を肥満傾向児、－２０％以下の者を痩身傾向児と
いいます。

肥満度 （実測体重－身長別標準体重）÷身長別標準体重×１００（％）

１２歳の永久歯の１人当たり平均むし歯（う歯）数は、０．６本
むし歯（う歯）の被患率（１２歳）は２８．９％で、全国平均（３５．５２％）を下回りました。被患率

を年齢別（５～１７歳）にみても、各年齢で全国平均を下回りました。また、１２歳の永久歯の１
人当たり平均むし歯（う歯）数は、０．６本（全国平均０．８３本）でした。
アトピー性皮膚炎の被患率（１２歳）は２．４％で、全国平均（２．６８％）を下回りました。被患

率を年齢別（５～１７歳）にみても、各年齢で全国平均を下回りました。

～小・中学生の裸眼視力１．０未満の者の割合～
平成２９年度の県内の小・中学生の裸
眼視力１．０未満の者の割合は年齢とと
もに上昇し、１４歳では５５．５％と６歳の
約３．３倍になっています。
各年齢間では、１２歳から１３歳が８．０
ポイントの上昇と最も高く、次いで６
歳から７歳、１１歳から１２歳の順となっ
ています。

平均身長・体重の推移（１２歳）
＊１ ＊２ ＊３ ＊４

肥満傾向児の出現率
（１２歳）

痩身傾向児の出現率
（１２歳）

むし歯（う歯）の被患率
（１２歳）

アトピー性皮膚炎
の被患率（１２歳）

単 位 ％ 順位 ％ 順位 ％ 順位 ％ 順位
全 国 ９．５２ ３．５０ ３５．５２ ２．６８

北 海 道 １１．０６ １６ ３．６２ １３ ４２．５ １１ ４．９ １
青 森 県 １２．５１ ７ ２．５５ ３６ ４６．３ ５ １．１ ４５
岩 手 県 １３．６２ ３ ２．４８ ４０ ３７．０ ２３ １．２ ４３
宮 城 県 １３．９８ １ ２．８３ ３０ ４２．６ １０ ２．９ １５
秋 田 県 １２．６７ ６ ２．９２ ２７ ３５．１ ２９ ４．１ ２

山 形 県 １２．４１ ９ ３．０２ ２３ ３１．５ ４１ ３．３ １２
福 島 県 １３．９７ ２ ２．８３ ３０ ４５．９ ６ ２．６ ２０
茨 城 県 １３．１７ ４ ２．８４ ２９ ３９．９ １７ ４．０ ３
栃 木 県 １２．８７ ５ ２．６９ ３４ ４３．０ ９ ２．９ １５
群 馬 県 １１．５３ １３ ２．５４ ３７ ３８．５ ２０ ３．８ ７

埼 玉 県 ９．１１ ３０ ３．７１ １０ ２８．９ ４４ ２．４ ２４
千 葉 県 ９．０６ ３１ ４．２４ ５ ３２．９ ３５ ２．０ ３０
東 京 都 ７．７１ ４３ ４．２５ ４ ３３．６ ３３ ３．６ １０
神奈川県 １０．１４ ２０ ４．８５ ２ ３０．２ ４３ １．７ ３５
新 潟 県 ９．０５ ３２ ３．６５ １１ ２１．６ ４７ ４．０ ３

富 山 県 ７．７８ ４２ ３．３７ １９ ３２．５ ３８ ２．４ ２４
石 川 県 ９．６６ ２４ ２．９５ ２６ ４１．６ １４ １．７ ３５
福 井 県 ８．４５ ３７ ３．０４ ２１ ４６．８ ３ ２．５ ２２
山 梨 県 １０．３８ １９ ３．４４ １６ ４０．９ １５ ３．１ １４
長 野 県 ７．８８ ４１ ４．１３ ７ ３２．０ ３９ ２．７ １９

岐 阜 県 ８．８９ ３３ ３．２２ ２０ ２８．５ ４５ ３．７ ９
静 岡 県 ８．６０ ３５ ２．７５ ３２ ２６．７ ４６ １．８ ３３
愛 知 県 ８．００ ４０ ３．５１ １５ ３０．７ ４２ ３．８ ７
三 重 県 ８．８１ ３４ ４．２９ ３ ４３．２ ８ ２．３ ２６
滋 賀 県 ６．１７ ４７ ４．８８ １ ３４．２ ３１ １．０ ４６

京 都 府 ６．９３ ４６ ３．９５ ９ ３６．０ ２６ ３．６ １０
大 阪 府 ８．１９ ３８ ３．５８ １４ ３５．７ ２７ ２．３ ２６
兵 庫 県 ８．５２ ３６ ４．０１ ８ ３２．７ ３６ ２．６ ２０
奈 良 県 ８．１０ ３９ ４．１４ ６ ３４．４ ３０ １．４ ４１
和歌山県 ９．４６ ２６ ３．０１ ２４ ３３．６ ３３ １．６ ３７

鳥 取 県 ９．２３ ２８ ３．６４ １２ ４２．３ １３ ３．２ １３
島 根 県 ７．６９ ４４ ２．６９ ３４ ３８．３ ２１ ４．０ ３
岡 山 県 ９．３８ ２７ ３．４４ １６ ３１．６ ４０ ４．０ ３
広 島 県 ７．２９ ４５ ２．３０ ４４ ３２．６ ３７ ２．８ １７
山 口 県 １１．２３ １４ ２．２４ ４６ ３５．５ ２８ ２．２ ２８

徳 島 県 １１．７３ １１ ３．３８ １８ ４５．２ ７ ２．８ １７
香 川 県 ９．７５ ２３ ２．２７ ４５ ３７．７ ２２ ２．０ ３０
愛 媛 県 ９．１８ ２９ ２．４９ ３９ ３６．２ ２５ １．３ ４２
高 知 県 １０．１４ ２０ ２．０４ ４７ ３６．６ ２４ １．６ ３７
福 岡 県 ９．４７ ２５ ３．０４ ２１ ４０．１ １６ １．８ ３３

佐 賀 県 ９．９５ ２２ ２．３５ ４３ ３３．７ ３２ ２．１ ２９
長 崎 県 １０．５８ １７ ２．４５ ４２ ３９．４ １９ １．５ ３９
熊 本 県 １１．６１ １２ ２．５０ ３８ ４２．４ １２ １．５ ３９
大 分 県 １１．８１ １０ ２．７０ ３３ ４９．３ ２ ２．５ ２２
宮 崎 県 １１．０７ １５ ２．４７ ４１ ３９．６ １８ １．２ ４３

鹿児島県 １０．５４ １８ ２．９７ ２５ ４６．４ ４ １．０ ４６
沖 縄 県 １２．４７ ８ ２．８８ ２８ ６０．５ １ １．９ ３２
資料出所 調査時点又は期間 調査周期
＊１～４「学校保健統計」文部科学省HP 平成２８年度 毎年

資料：「学校保健統計」県統計課HP

資料：「平成２９年度
学校保健統計」
県統計課HP
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おしえてコバトン

２２ 生活保護

被保護世帯数が２３年連続増加
「被保護者調査」によると、平成２７年度の被保護実世帯数（月平均）は、前年度より１，５７１
世帯増加し、７１，３５５世帯でした。また、被保護実人員（月平均）は８４７人増加し、９７，０７７人
でした。
人口千人当たりの保護率は全国（１７．０‰）より低いものの、前年度より０．１ポイント上昇

し、１３．４‰でした。保護開始世帯数（月平均）は、前年度より３２世帯減少し、８８０世帯でした。

保護率
被保護実人員（月平均）÷平成２７年国勢調査人口（総務省統計局）×１，０００

被保護世帯の４分の３が単身者世帯
「埼玉県の生活保護」によると、被保護世帯数（保護停止中を除く）を世帯類型別にみると、
全国に比べその他の世帯の割合が高く（埼玉県１９．８％、全国１６．４％）なっています。これは、
平成２０年のリーマンショックによる景気悪化に伴い、職を失った人が急増した影響等によ
るものです。一方、高齢者世帯の割合は低く（埼玉県４７．１％、全国５０．８％）なっています。ま
た、単身者世帯と２人以上の世帯別にみると、単身者世帯の割合が７５．９％を占めています。

～生活保護受給者チャレンジ支援事業～

県では、生活保護受給者の自立を支援するため、学習・就労・住宅の３分野で総合的に支
援を行う「生活保護受給者チャレンジ支援事業」を実施しています。特に、生活保護世帯で育
った子供が、大人になって再び生活保護を受ける「貧困の連鎖」を断つため、中学生・高校生
への学習支援事業を行っています。
高校進学率向上を目指した学習教室では、平成２８年度の参加者の高校進学率は９８．３％で、

事業開始前（平成２１年度）の８６．９％より１１．４ポイント高くなりました。また、
高校生の学習教室では、平成２８年度の参加者の高校中退率は２．５％で、事
業開始前（平成２４年度）の８．１％から５．６ポイント改善されています。

世帯類型別被保護世帯数構成比（各年度月平均）
＊１ ＊２ ＊３ ＊４

被保護実世帯数
（月平均）

被保護実人員
（月平均）

保護率
（人口千対）

保護開始世帯数
（月平均）

単 位 世帯 順位 人 順位 ‰ 順位 世帯 順位
全 国 １，６２９，７４３ ２，１６３，６８５ １７．０ １８，４５６

北 海 道 １２３，６２６ ３ １６９，１６６ ３ ３１．４ ２ １，２４６ ４
青 森 県 ２３，９０５ １５ ３０，３３０ １６ ２３．２ ７ １９０ ２０
岩 手 県 １０，５７５ ３５ １３，９７１ ３５ １０．９ ３０ １０５ ３６
宮 城 県 ２０，５９４ １７ ２８，１６９ １７ １２．１ ２６ ２７２ １４
秋 田 県 １１，７０３ ３３ １５，３３６ ３２ １５．０ ２１ １０９ ３４

山 形 県 ６，０５２ ４２ ７，５６５ ４３ ６．７ ４２ ７８ ４０
福 島 県 １３，１８２ ２８ １６，７８２ ２９ ８．８ ３７ １５２ ２６
茨 城 県 ２０，５５１ １８ ２６，４９３ １９ ９．１ ３５ ２６１ １６
栃 木 県 １６，５２９ ２２ ２１，６０５ ２２ １０．９ ２９ １９４ １９
群 馬 県 １１，８７２ ３２ １４，８９３ ３３ ７．５ ４１ １４９ ２８

埼 玉 県 ７１，３５５ ７ ９７，０７７ ７ １３．４ ２４ ８８０ ７
千 葉 県 ６３，０６４ ８ ８３，０８９ ８ １３．４ ２５ ８６２ ８
東 京 都 ２３１，１８４ １ ２９５，１７６ ２ ２１．８ ９ ２，５５７ ２
神奈川県 １１７，３４１ ４ １５８，１２４ ４ １７．３ １４ １，５６０ ３
新 潟 県 １５，９７１ ２４ ２１，２１８ ２３ ９．２ ３４ １８７ ２１

富 山 県 ３，０５６ ４７ ３，５１６ ４７ ３．３ ４７ ３４ ４７
石 川 県 ６，４３８ ４０ ７，６７１ ４２ ６．６ ４３ ６９ ４３
福 井 県 ３，２６９ ４６ ４，１４９ ４６ ５．３ ４６ ４２ ４６
山 梨 県 ５，４２５ ４４ ６，８９２ ４４ ８．３ ４０ ６４ ４４
長 野 県 ９，０２２ ３７ １１，４６５ ３８ ５．５ ４５ １０９ ３３

岐 阜 県 ９，６０８ ３６ １２，０４１ ３６ ５．９ ４４ ９９ ３７
静 岡 県 ２３，９１９ １４ ３０，７００ １４ ８．３ ３８ ３２３ １２
愛 知 県 ６１，０５５ ９ ７９，６６３ ９ １０．６ ３１ ９１１ ５
三 重 県 １３，１２６ ２９ １７，３０８ ２８ ９．５ ３３ １５３ ２５
滋 賀 県 ８，２１８ ３９ １１，６７４ ３７ ８．３ ３９ １０５ ３５

京 都 府 ４３，３７７ １０ ６１，５０６ １０ ２３．６ ６ ４７４ １０
大 阪 府 ２２４，９２５ ２ ２９８，７０４ １ ３３．８ １ ２，６２４ １
兵 庫 県 ７８，７９９ ６ １０７，８５４ ６ １９．５ １０ ７９９ ９
奈 良 県 １４，９３８ ２６ ２０，９１０ ２４ １５．３ １９ １４９ ２７
和歌山県 １２，４３７ ３１ １５，３５９ ３１ １５．９ １８ １４３ ３０

鳥 取 県 ５，６３０ ４３ ７，６８６ ４１ １３．４ ２３ ７１ ４１
島 根 県 ４，６９５ ４５ ６，１３９ ４５ ８．８ ３６ ５４ ４５
岡 山 県 １９，１４５ ２０ ２６，２５８ ２０ １３．７ ２２ ２３７ １７
広 島 県 ３３，９０９ １１ ４６，８４１ １１ １６．５ １６ ３８１ １１
山 口 県 １２，７７４ ３０ １６，４１０ ３０ １１．７ ２７ １１１ ３２

徳 島 県 １０，８５４ ３４ １４，３３６ ３４ １９．０ １２ ８４ ３８
香 川 県 ８，３７３ ３８ １１，１０３ ３９ １１．４ ２８ ７９ ３９
愛 媛 県 １７，５９３ ２１ ２２，１９３ ２１ １６．０ １７ １６０ ２４
高 知 県 １５，５２４ ２５ ２０，５３９ ２５ ２８．２ ３ １３１ ３１
福 岡 県 ９６，２４５ ５ １３１，３６２ ５ ２５．７ ４ ９０８ ６

佐 賀 県 ６，４１８ ４１ ８，０３０ ４０ ９．６ ３２ ６９ ４２
長 崎 県 ２２，２３０ １６ ３０，６０１ １５ ２２．２ ８ １８０ ２２
熊 本 県 ２０，３０３ １９ ２７，０５６ １８ １５．１ ２０ ２６４ １５
大 分 県 １６，０８１ ２３ ２０，４４７ ２６ １７．５ １３ １４７ ２９
宮 崎 県 １４，１９７ ２７ １８，３７５ ２７ １６．６ １５ １６３ ２３

鹿児島県 ２４，１０３ １３ ３２，０９６ １３ １９．５ １１ ２１２ １８
沖 縄 県 ２６，５５３ １２ ３５，８１３ １２ ２５．０ ５ ３１０ １３
資料出所 調査時点又は期間 調査周期
＊１～４「被保護者調査」厚生労働省HP 平成２７年度 毎年

資料：「埼玉県の生活保護」県社会福祉課HP
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２３ 助け合い

自主防犯ボランティア団体数は全国最多
自主防犯ボランティア団体は、地域で自主的に防犯パトロールや子供の見守り活動など

の防犯活動を行う団体です。本県では「わがまち防犯隊」の愛称で呼ばれ、その多くは自治
会により組織されています。
警察庁によると、平成２８年１２月３１日現在の自主防犯ボランティア団体数は５，９８４団体で、

前年より２２０団体増加し全国第１位でした。
内閣府によると、特定非営利活動促進法が定める要件を満たして法人格を取得したNPO

法人数は、平成２９年１１月３０日現在２，１４７法人で全国第６位でした。

年代別献血率は４０歳代がトップ
「血液事業年度報」によると、平成２８年度の献血者数は２２５，９２２人でした。このうち成分
献血者数は６４，８７９人、４００ml 献血者数は１４４，０００人、２００ml 献血者数は１７，０４３人でした。
また、年代別に献血率（献血者数／人口）をみると４０歳代が５．８％で最も高く、次いで１０歳
代（１６～１９歳）及び５０歳代が５．５％となっています。
（公財）日本骨髄バンクによると、平成２９年３月末現在の骨髄提供希望者（ドナー）登録者
数は２５，８６２人で、前年より７８人減少しましたが、全国第２位でした。

～県内の高校生の献血者数が１０年連続日本一～

少子高齢化の進行により、血液製剤を必
要とする高齢者が増加する一方、献血を支
える若年層が減少し、全国的に輸血用血液
が不足しています。
そこで県では、平成１９年から「血液に関す
る出前講座」を実施するなど、高校生の献血
を増やす取組を行っています。
その結果、多くの高校生に協力をいただ
き、県内の高校生の献血者数は、平成１９年
度から２８年度まで、１０年連続日本一になっ
ています。

なお、日本赤十字社では献血時に血液検査を実施しています。献血時の
血液検査は病気の早期発見などにも役立ちます。健康な血液を多くの方々
に提供していただきながら、同時に自分自身の健康管理にも役立てていた
だきたいと思います。

年齢階級別ボランティア活動の行動者率（平成２８年）
＊１ ＊２ ＊３ ＊４

自主防犯
ボランティア団体数

特定非営利活動促進法
に基づく認証法人数 献血者数 骨髄提供希望者

登録者数

単 位 団体 順位 法人 順位 人 順位 人 順位
全 国 ４８，１６０ ５１，７７９ ４，８２９，１７２ ４７０，２７０

北 海 道 １，２７１ １１ ２，１４８ ５ ２４８，９０３ ５ １６，９６６ １１
青 森 県 ３５３ ３８ ４１１ ３６ ４９，０５９ ２８ ８，１４５ １９
岩 手 県 ３６７ ３７ ４９３ ３０ ４４，２９１ ３３ ３，０６２ ４０
宮 城 県 ４３５ ２８ ８２１ １８ ８５，８０１ １６ １６，６９１ １２
秋 田 県 ２５０ ４４ ３４８ ４３ ４１，２３０ ３６ ２，７０１ ４２

山 形 県 ４０５ ３０ ４３５ ３４ ３７，９０４ ３９ ７，６７７ ２０
福 島 県 ３９２ ３５ ９１８ １３ ７８，０４１ １８ １５，１３４ １３
茨 城 県 １，０７４ １３ ８２９ １７ ９８，８３７ １３ ８，２９３ １７
栃 木 県 １，１９７ １２ ６４７ ２４ ７８，８４２ １７ １８，００６ １０
群 馬 県 ８５８ １６ ８７１ １５ ８６，６６２ １５ ４，９１６ ２６

埼 玉 県 ５，９８４ １ ２，１４７ ６ ２２５，９２２ ６ ２５，８６２ ２
千 葉 県 ２，６０６ ４ １，９９７ ７ ２１９，２０４ ７ １３，９８１ １４
東 京 都 ３，９１３ ２ ９，４４４ １ ５７４，６１９ １ ５８，３９３ １
神奈川県 ３，５７３ ３ ３，６１４ ２ ３０１，０３２ ３ ２０，１１１ ６
新 潟 県 ７８７ １９ ７１７ ２３ ８８，９７７ １４ ９，４１９ １５

富 山 県 ６１３ ２４ ３７１ ４０ ３７，９６５ ３８ ３，１５６ ３９
石 川 県 ４７４ ２７ ３５９ ４２ ４２，６２７ ３５ ４，５１７ ２９
福 井 県 ４００ ３３ ２４３ ４７ ３０，０７６ ４３ ２，２２１ ４７
山 梨 県 ３３６ ４０ ４７２ ３１ ３３，７４５ ４１ ２，２５７ ４６
長 野 県 ５９０ ２５ １，００６ １２ ７３，４２７ ２０ ３，７７３ ３５

岐 阜 県 １，３３０ １０ ７８２ ２０ ７０，１４７ ２１ ４，５０６ ３０
静 岡 県 ９１２ １４ １，２８１ １１ １２８，５０７ １０ ８，９４８ １６
愛 知 県 ２，４２７ ６ １，９８４ ８ ２７１，９１９ ４ １９，７０６ ７
三 重 県 ６２９ ２３ ７３０ ２２ ５６，１３２ ２５ ４，５５３ ２８
滋 賀 県 ２７４ ４１ ５９０ ２５ ４５，５７２ ３１ ４，２０７ ３１

京 都 府 ８９６ １５ １，３８１ １０ １０７，８１０ １２ １８，５７４ ８
大 阪 府 １，７８４ ８ ３，５９０ ３ ３８３，５９８ ２ ２１，３２５ ５
兵 庫 県 ２，５８５ ５ ２，２１０ ４ ２０９，６９２ ８ １８，４２７ ９
奈 良 県 ７９８ １８ ５４０ ２７ ４７，３６２ ３０ ２，６５３ ４３
和歌山県 ２３２ ４５ ３９２ ３７ ４０，５９１ ３７ ５，２０８ ２５

鳥 取 県 ２００ ４６ ２８４ ４５ ２１，７３８ ４６ ２，５２２ ４４
島 根 県 ３６９ ３６ ２８３ ４６ ２０，４５８ ４７ ４，１３５ ３２
岡 山 県 １，３８８ ９ ８１５ １９ ７５，１７３ １９ ７，３３６ ２１
広 島 県 ７５４ ２０ ８６５ １６ １２８，３７０ １１ ８，１５９ １８
山 口 県 ４２７ ２９ ４３３ ３５ ５０，５００ ２７ ３，２９８ ３７

徳 島 県 ４０３ ３１ ３６４ ４１ ２８，０４４ ４５ ２，３５３ ４５
香 川 県 ２５９ ４２ ３８５ ３８ ３６，２０１ ４０ ２，９７６ ４１
愛 媛 県 ４０２ ３２ ４６６ ３２ ４７，８４９ ２９ ５，４７５ ２４
高 知 県 １８６ ４７ ３２３ ４４ ２９，７０７ ４４ ３，２５２ ３８
福 岡 県 ２，３６９ ７ １，７９４ ９ １９８，１９６ ９ ２３，８６１ ３

佐 賀 県 ２５４ ４３ ３７６ ３９ ３０，９９１ ４２ ４，７２６ ２７
長 崎 県 ５０５ ２６ ４９５ ２９ ５６，９１５ ２４ ７，３０５ ２２
熊 本 県 ６３４ ２２ ７６１ ２１ ６２，０９１ ２２ ６，４０６ ２３
大 分 県 ４００ ３３ ５０６ ２８ ４５，３８４ ３２ ３，７８０ ３４
宮 崎 県 ３４５ ３９ ４３６ ３３ ４３，５７９ ３４ ３，７１１ ３６

鹿児島県 ８０２ １７ ８７２ １４ ６０，６６３ ２３ ３，９９１ ３３
沖 縄 県 ７１８ ２１ ５５０ ２６ ５４，８１９ ２６ ２３，５９６ ４
資料出所 調査時点又は期間 調査周期
＊１ 警察庁HP 平成２８年１２月３１日 毎年
＊２ 内閣府NPO HP 平成２９年１１月３０日 毎月
＊３「血液事業年度報」日本赤十字社HP 平成２８年度 毎年
＊４（公財）日本骨髄バンク 平成２９年３月末 毎年

資料：「社会生活基本調査」総務省統計局HP

◆高校生の献血者数（平成２８年度）◆

資料：「血液事業年度報」日本赤十字社HP
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資料：県衛生研究所
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女性
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19.21 19.39 19.53 19.68 19.77 19.76 19.75 19.84 20.05

16.25 16.42 16.58 16.74 16.85 16.84 16.85 16.96 17.19

資料：県衛生研究所HP
注）埼玉県の健康寿命は、厚生労働省による都道府県別健康寿命とは算出方法が異なります。

健康寿命とは、健康上の問題で日常生活が制限されることなく生活できる期間のこと
です。埼玉県では、「６５歳に達した人が、あと何年、自立して健康に生きられるかを示
す期間」とし、介護保険制度の「要介護２以上」になるまでの期間を算定しています。
平成２７年の埼玉県の男性の６５歳健康寿命は１７.１９年でした。６５歳平均余命（６５歳に達し

た人が以降に生存する平均年数）から６５歳健康寿命を引いた期間が要介護期間で、１.７５
年でした。女性の６５歳健康寿命は２０.０５年で、要介護期間は３.６５年でした。

６５歳平均余命と６５歳健康寿命（平成２７年）

健康寿命の推移をみると、男女ともに上昇傾向が続いていましたが、平成２４年、２５年は
ほぼ横ばいとなっていました。平成２６年以降は、男女とも再び上昇しています。

６５歳健康寿命の推移

◆健康寿命と平均余命◆

50

項 目 データ 全国順位
（小学校）

学校数 ８１９校 ６
児童数 ３７４，１１９人 ５
教員１人当たりの児童数 １８．２人 ２
不登校児童数 １，０３５人 ８

（中学校）
学校数 ４４６校 ５
生徒数 １９０，１８２人 ５
教員１人当たりの生徒数 １５．３人 ４
不登校生徒数 ４，５３５人 ５

（高等学校）
学校数 １９６校 ７
生徒数 １７７，５１４人 ５
教員１人当たりの生徒数 １５．８人 ４
大学等進学率 ５７．６％ ９
卒業者に占める就職者の割合 １４．１％ ４０

（大学・その他）
大学数 ２８校 ９
短期大学数 １３校 ８
幼稚園数 ５６３園 ４
特別支援学校数 ４６校 ６

～本編から抜粋～

Ⅲ 学 校
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２４ 小学校

小学校の児童数は９年度連続で減少
「学校基本統計」によると、平成２９年５月１日現在の小学校数は８１９校（国立１校、公立８１３校、
私立５校）で、前年度より１校減少しました。
児童数は３７４，１１９人（男子１９１，５８６人、女子１８２，５３３人）で、前年度より９４５人減少し９年度

連続して減少しています。
教員数（本務者）は２０，５５４人で、前年度より１９９人増加しました。このうち女性教員は前

年度より７７人多い１２，６３３人で、教員全体の６１．５％を占めています。
教員（本務者）１人当たりの児童数は１８．２人で、前年度より０．２人減少しました。
また、「地方教育費調査」によると、小学生１人当たりに地方公共団体が支出した平成２７

年度の経費は７５７，３８２円でした。

教員１人当たりの児童数 児童数÷教員数（本務者）

※表＊１は、分校を含みます。

～児童生徒の携帯電話・スマートフォン所有率の推移～
「児童生徒における携帯電話の利用
状況等に関する調査」によると、平成２９
年度の小学校６年生の携帯電話やスマ
ートフォン（自分専用）の所有率は
５５．１％で、平成２４年度以降増加が続き、
平成２８年度からは５割を超えています。
また、携帯電話・スマートフォンを持っ
ている児童のうち、４８．１％の児童がス
マートフォンを持っています。
なお、中学校２年生の携帯電話やス
マートフォン所有
率は７０．６％、高校
２年生の所有率は
９７．３％でした。

児童・生徒数の推移（各年度５月１日現在）
＊１ ＊２ ＊３ ＊４

学校数 児童数 教員１人当たりの
児童数

児童１人当たり
経費（年額）

単 位 校 順位 人 順位 人 順位 円 順位
全 国 ２０，０９５ ６，４４８，６５８ １５．４ ９４７，２６９

北 海 道 １，０６１ ２ ２４５，５０４ ９ １２．９ ３９ １，１６４，４２２ １０
青 森 県 ２８９ ２８ ５９，２３３ ３５ １２．５ ４０ １，２１０，７２８ ６
岩 手 県 ３２６ ２５ ６０，１４１ ３２ １２．２ ４１ １，３３７，７５５ ３
宮 城 県 ３９５ １７ １１７，４０２ １４ １４．８ １８ １，０００，５８５ ２５
秋 田 県 ２０２ ４０ ４３，７９５ ４１ １３．０ ３８ １，１９３，２７９ ７

山 形 県 ２５８ ３３ ５４，０４３ ３６ １３．３ ３４ １，１６５，０４５ ９
福 島 県 ４５４ １５ ９１，８８６ ２４ １３．２ ３７ １，２５０，４６９ ４
茨 城 県 ５０５ １２ １４８，２６７ １２ １４．８ １７ １，０２９，５９２ ２０
栃 木 県 ３６９ ２２ １０２，３２５ １８ １４．６ １９ ９９２，４０６ ２６
群 馬 県 ３１２ ２７ １０２，３１０ １９ １４．９ １６ ９０２，５２８ ３８

埼 玉 県 ８１９ ６ ３７４，１１９ ５ １８．２ ２ ７５７，３８２ ４６
千 葉 県 ８０５ ７ ３１６，４４１ ６ １７．２ ５ ８７４，３５８ ４２
東 京 都 １，３３５ １ ６０１，４１４ １ １７．７ ３ ９８０，８２７ ２８
神奈川県 ８８７ ５ ４６１，５５３ ２ １８．２ １ ７５２，４３３ ４７
新 潟 県 ４７４ １４ １１０，９１６ １５ １３．４ ３３ １，２２２，４５５ ５

富 山 県 １９３ ４３ ５１，９３２ ３７ １４．４ ２２ １，０２６，５３１ ２１
石 川 県 ２１１ ３７ ５９，７８４ ３３ １４．５ ２１ ９４７，７８４ ３１
福 井 県 ２０１ ４１ ４２，１７７ ４２ １３．５ ３１ １，０３６，７９８ １８
山 梨 県 １８２ ４４ ４１，５９８ ４３ １３．３ ３５ １，１２７，７４６ １２
長 野 県 ３７２ ２０ １０９，３８５ １６ １５．１ １４ ９６１，１４７ ２９

岐 阜 県 ３７１ ２１ １０８，７０７ １７ １４．９ １５ ９０２，９５５ ３７
静 岡 県 ５１０ １１ １９３，５６０ １０ １６．９ ６ ７７４，０９８ ４５
愛 知 県 ９７５ ４ ４１４，７６７ ４ １７．３ ４ ７９６，３２３ ４４
三 重 県 ３７９ １９ ９５，４８０ ２３ １３．６ ３０ ９４３，４３８ ３３
滋 賀 県 ２２６ ３６ ８２，１９３ ２６ １５．１ １２ ９５０，９９２ ３０

京 都 府 ３９５ １７ １２８，５９４ １３ １５．１ １３ ９３５，００９ ３５
大 阪 府 １，０１１ ３ ４４１，１６１ ３ １５．９ ９ ８８７，４９６ ４０
兵 庫 県 ７６６ ８ ２９１，３４１ ７ １５．７ １１ ９４０，７９６ ３４
奈 良 県 ２０９ ３８ ７０，０９３ ２８ １４．４ ２３ ８９２，９６１ ３９
和歌山県 ２６０ ３２ ４６，３５１ ３９ １２．１ ４３ １，１２５，９７４ １３

鳥 取 県 １２８ ４７ ２９，４１８ ４７ １１．７ ４４ １，１５４，９０９ １１
島 根 県 ２０４ ３９ ３４，８９４ ４５ １１．０ ４７ １，３９６，３６９ １
岡 山 県 ３９６ １６ １０１，５５０ ２０ １３．６ ２９ １，００３，９２０ ２３
広 島 県 ４８８ １３ １５１，４６４ １１ １５．８ １０ ９４４，４２０ ３２
山 口 県 ３１３ ２６ ６８，７８８ ３０ １３．４ ３２ １，０９１，９９３ １５

徳 島 県 １９９ ４２ ３５，７８８ ４４ １１．６ ４５ １，１８４，０００ ８
香 川 県 １６６ ４５ ５１，４５８ ３８ １４．３ ２４ １，０３０，０８５ １９
愛 媛 県 ２８８ ２９ ６９，５３５ ２９ １４．０ ２５ １，０１２，９２９ ２２
高 知 県 ２３４ ３５ ３３，６８９ ４６ １１．２ ４６ １，３３９，３１２ ２
福 岡 県 ７４８ ９ ２７８，９３２ ８ １６．６ ７ ８７４，５２０ ４１

佐 賀 県 １６６ ４５ ４５，４１９ ４０ １３．７ ２７ ９８３，０２８ ２７
長 崎 県 ３３８ ２４ ７１，６１１ ２７ １３．３ ３６ １，０７３，１５５ １６
熊 本 県 ３６１ ２３ ９７，６８０ ２２ １３．９ ２６ １，００１，４４９ ２４
大 分 県 ２７５ ３０ ５９，４４３ ３４ １３．７ ２８ １，０９８，５６４ １４
宮 崎 県 ２４３ ３４ ６１，２８０ ３１ １４．６ ２０ ８６２，３６４ ４３

鹿児島県 ５２５ １０ ９０，７３８ ２５ １２．２ ４２ １，０７０，７３５ １７
沖 縄 県 ２７１ ３１ １００，４９９ ２１ １６．１ ８ ９０９，０２６ ３６
資料出所 調査時点又は期間 調査周期
＊１～３「学校基本統計」文部科学省HP 平成２９年５月１日 毎年
＊４ 「地方教育費調査」文部科学省HP 平成２７年度 毎年

注）昭和４５年度以前は、国立を含まない。
資料：「埼玉県学校基本統計」県統計課HP

注）県内各公立小学校６年生、中学校２年生、高校２年生から
１クラス抽出（平成２７年度からはさいたま市を除く）。

資料：県教育局生徒指導課HP
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２５ 中学校

中学校の生徒数は６年度連続で減少
「学校基本統計」によると、平成２９年５月１日現在の中学校数は前年度と同じ４４６校（国立１
校、公立４１５校、私立３０校）でした。
生徒数は１９０，１８２人（男子９７，９３４人、女子９２，２４８人）で、前年度より３，０５６人減少し、６年

度連続して減少しています。
教員数（本務者）は１２，４４３人で、前年度より２４人増加しました。このうち女性教員は前年

度より４７人増加して５，２０１人で、全体の４１．８％を占めています。
教員（本務者）１人当たりの生徒数は１５．３人で、前年度より０．３人減少しました。
また、「地方教育費調査」によると、中学生１人当たりに地方公共団体が支出した平成２７

年度の経費は８９４，２１３円でした。

教員１人当たりの生徒数 生徒数÷教員数（本務者）

※表＊１は、分校を含みます。

～中学校２年生の体力～

「平成２９年度全国体力・運動能力、
運動習慣等調査」によると、中学校２年
生の体力合計点の平均値は、男子が全
国平均を２．５２点上回る４４．６３点で全国
第５位、女子が全国平均を３．８０点上回
る５３．７７点で全国第３位でした。
項目別に全国順位をみると、男子は

「上体起こし」と「長座体前屈」が、女子
は「上体起こし」が第１位でした。

児童・生徒１人当たりの経費の推移
＊１ ＊２ ＊３ ＊４

学校数 生徒数 教員１人当たりの
生徒数

生徒１人当たり経費
（年額）

単 位 校 順位 人 順位 人 順位 円 順位
全 国 １０，３２５ ３，３３３，３３４ １３．３ １，０８６，１２６

北 海 道 ６１１ ２ １３１，０５１ ９ １１．０ ３７ １，３２７，４３１ ８
青 森 県 １６１ ２８ ３３，９２１ ３１ １０．８ ４１ １，２４０，３９６ １６
岩 手 県 １６５ ２５ ３３，０２３ ３２ １０．８ ４０ １，５５８，７１０ ３
宮 城 県 ２１１ １６ ６１，１８９ １４ １２．４ ２４ １，１９４，１７２ ２２
秋 田 県 １１７ ３５ ２３，８９４ ４０ １０．５ ４４ １，３３３，５９９ ６

山 形 県 １０１ ３９ ２９，５７２ ３６ １２．４ ２５ １，２４８，９８９ １３
福 島 県 ２３０ １５ ５１，４６０ ２１ １１．６ ３２ １，３５６，１７２ ５
茨 城 県 ２３１ １４ ７８，９０６ １１ １２．９ １７ １，１３０，６３０ ２４
栃 木 県 １６５ ２５ ５３，８８８ １９ １２．９ ２０ １，０８６，００１ ２９
群 馬 県 １６８ ２３ ５４，４２１ １８ １３．２ １４ １，１２２，５８７ ２６

埼 玉 県 ４４６ ５ １９０，１８２ ５ １５．３ ４ ８９４，２１３ ４４
千 葉 県 ４０２ ７ １６１，５００ ６ １４．８ ５ １，０６３，９３２ ３３
東 京 都 ８０７ １ ３０４，１９９ １ １５．６ ２ １，２２４，９１７ １９
神奈川県 ４７６ ４ ２２９，６４１ ３ １５．７ １ ８７５，９５６ ４６
新 潟 県 ２３７ １３ ５６，９４０ １７ １１．６ ３１ １，３２９，１４７ ７

富 山 県 ８２ ４５ ２８，５３４ ３７ １３．５ １２ １，０４７，１６７ ３５
石 川 県 ８９ ４３ ３１，４２２ ３３ １４．１ ７ １，０２４，７１１ ３６
福 井 県 ８３ ４４ ２１，７７３ ４３ １１．８ ３０ １，１０３，２９７ ２７
山 梨 県 ９２ ４１ ２２，６３３ ４２ １２．２ ２７ １，２４１，９６２ １４
長 野 県 １９６ １８ ５８，４９０ １５ １２．３ ２６ １，３０８，２２１ ９

岐 阜 県 １８８ ２０ ５７，９７６ １６ １３．１ １５ ９９５，７５９ ４０
静 岡 県 ２９５ １０ １０１，９０３ １０ １４．６ ６ ８８７，６８７ ４５
愛 知 県 ４４３ ６ ２１０，９４８ ４ １５．４ ３ ８６１，４７８ ４７
三 重 県 １７１ ２２ ５０，４２８ ２２ １２．６ ２２ １，０４７，４３９ ３４
滋 賀 県 １０７ ３７ ４２，０２１ ２６ １３．５ １３ １，００７，６１９ ３８

京 都 府 １９８ １７ ６７，７２３ １３ １２．９ １８ １，０８０，７０３ ３１
大 阪 府 ５２７ ３ ２３２，２６２ ２ １３．８ １１ １，０００，７８９ ３９
兵 庫 県 ３８７ ８ １４９，６００ ７ １４．１ ８ ９４４，１３６ ４３
奈 良 県 １１７ ３５ ３７，７５６ ２７ １２．９ １９ １，０１２，７１７ ３７
和歌山県 １３１ ３３ ２５，３７５ ３９ １０．８ ３９ １，２００，３８２ ２１

鳥 取 県 ６３ ４７ １５，５４０ ４７ １０．６ ４３ １，２６８，０６９ １１
島 根 県 １０２ ３８ １８，２４６ ４５ ９．４ ４６ １，５８３，９３６ ２
岡 山 県 １６４ ２７ ５２，６８２ ２０ １２．７ ２１ １，１０３，００８ ２８
広 島 県 ２６７ １１ ７６，５２０ １２ １３．９ １０ １，０８５，１３６ ３０
山 口 県 １６７ ２４ ３５，４８８ ２９ １１．４ ３４ １，２５９，５３９ １２

徳 島 県 ９０ ４２ １９，２４０ ４４ １０．５ ４５ １，４５３，１９８ ４
香 川 県 ７７ ４６ ２７，２１５ ３８ １２．６ ２３ １，２２８，７１８ １８
愛 媛 県 １３４ ３２ ３４，９５１ ３０ １２．０ ２８ １，２９０，１１２ １０
高 知 県 １２８ ３４ １７，９２９ ４６ ８．６ ４７ １，５９８，６４８ １
福 岡 県 ３６８ ９ １３６，８０６ ８ １４．０ ９ ９９４，７３７ ４１

佐 賀 県 ９３ ４０ ２３，８５０ ４１ １１．１ ３５ １，２４１，１２５ １５
長 崎 県 １９２ １９ ３７，３３９ ２８ １１．０ ３６ １，２１２，９４７ ２０
熊 本 県 １７５ ２１ ４９，２２９ ２３ １１．９ ２９ １，０６７，４３７ ３２
大 分 県 １３８ ３０ ２９，９５８ ３５ １１．５ ３３ １，２３８，１２５ １７
宮 崎 県 １３８ ３０ ３０，８３９ ３４ １０．９ ３８ １，１３０，５４５ ２５

鹿児島県 ２３９ １２ ４６，１１９ ２５ １０．６ ４２ １，１８８，０２１ ２３
沖 縄 県 １５６ ２９ ４８，７５２ ２４ １２．９ １６ ９８３，６４５ ４２
資料出所 調査時点又は期間 調査周期
＊１～３「学校基本統計」文部科学省HP 平成２９年５月１日 毎年
＊４ 「地方教育費調査」文部科学省HP 平成２７年度 毎年

資料：「地方教育費調査」文部科学省HP

◆中学校２年生の体力合計点の推移◆

注）体力合計点 実技８項目について、年齢と項目別の記
録に応じて点数化したものの合計点。

※実技８項目 握力・上体起こし・長座体前屈・反復横と
び・持久走又は２０ｍシャトルラン・５０ｍ走・
立ち幅とび・ハンドボール投げ

資料：「埼玉県児童生徒の新体力テスト結果」
県保健体育課HP
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２６ 高等学校

高等学校の生徒数は３年度連続で減少
「学校基本統計」によると、平成２９年５月１日現在の高等学校数は１９６校（国立１校、公立１４７
校、私立４８校）で、前年度と同じでした。課程別にみると、全日制が１７２校、定時制が５校、
併置が１９校となっています。
生徒数（本科及び専攻科）は１７７，５１４人（男子９２，０２０人、女子８５，４９４人）で、前年度より４１２

人減少し、３年度連続して減少しています。課程別にみると、全日制１７２，６７９人、定時制４，８３５
人でした。「埼玉県学校基本統計」によると、本科の生徒数は１７７，３１４人で、学科別にみる
と、普通科が１４２，２２２人で最も多く、全体の８０．２％を占めています。次いで総合学科が９，０８２
人で同５．１％、商業科が８，５９８人で同４．８％、工業科が８，３３０人で同４．７％となっています。
教員数（本務者）は１１，２２１人で、前年度より２５人減少しました。男女別にみると男性教員

が７，８４８人（全体の６９．９％）、女性教員は３，３７３人（同３０．１％）でした。
教員（本務者）１人当たりの生徒数は１５．８人で、前年度と同人数でした。
また、「地方教育費調査」によると、全日制課程の高校生１人当たりに地方公共団体が支

出した平成２７年度の経費は、１，０１０，４６８円でした。
教員１人当たりの生徒数 生徒数÷教員数（本務者）

※表＊１は、分校を含み通信制独立校は含みません。

～１８歳の投票率～
平成２７年６月に選挙権年齢が高校生も含まれる「満１８歳以
上」に引き下げられてから、参議院議員選挙（平成２８年）と衆
議院議員選挙（平成２９年）の２回の国政選挙が行われました。
総務省によると、参議院議員選挙（選挙区選挙）における
本県の１８歳投票率は５５．３１％で、県全体の投票率（５１．９４％）
を３．３７ポイント、全国の１８歳投票率（５１．２８％）を４．０３ポイ
ントそれぞれ上回りました。
一方、衆議院議員選挙（小選挙区選
挙）における本県の１８歳投票率は
４７．８７％で、県全体の投票率（５１．４４％）
を３．５７ポイント下回り、全国の１８歳投
票率と同率でした。

学科別生徒数（本科）構成比（平成２９年５月１日現在）
＊１ ＊２ ＊３ ＊４

学校数 生徒数 教員１人当たりの
生徒数

生徒１人当たり経費
（全日制課程・年額）

単 位 校 順位 人 順位 人 順位 円 順位
全 国 ４，９０７ ３，２８０，２４７ １４．０ １，１９２，３１４

北 海 道 ２８３ ２ １２６，７９９ ９ １２．１ ３３ １，２３１，８８９ １７
青 森 県 ７８ ２５ ３５，８６５ ２９ １１．７ ４０ １，４０２，９２９ １２
岩 手 県 ８０ ２２ ３４，４４６ ３２ １１．４ ４３ １，３５８，４３７ １３
宮 城 県 ９５ １７ ６０，７６４ １４ １３．３ ２２ １，２２３，０６１ １９
秋 田 県 ５５ ３４ ２４，８１８ ４２ １１．５ ４２ １，５８２，０９２ ４

山 形 県 ６２ ３１ ３０，６４８ ３６ １２．０ ３６ １，４６１，１２４ ８
福 島 県 １１１ １３ ５２，１４８ ２１ １２．４ ３０ １，４９１，３６２ ７
茨 城 県 １２０ １２ ７８，３７２ １１ １３．６ １５ １，１３３，５４７ ３５
栃 木 県 ７５ ２７ ５３，６７７ １９ １４．５ ９ １，０８４，６０９ ４０
群 馬 県 ８１ ２０ ５２，８６７ ２０ １３．８ １２ １，０７４，９６３ ４１

埼 玉 県 １９６ ７ １７７，５１４ ５ １５．８ ４ １，０１０，４６８ ４６
千 葉 県 １８３ ８ １５１，８３９ ６ １５．６ ５ １，０４７，２９７ ４４
東 京 都 ４２９ １ ３１６，９０３ １ １６．４ １ １，２５２，９７７ １６
神奈川県 ２３５ ４ ２０７，８６４ ３ １６．１ ２ １，０１３，４３８ ４５
新 潟 県 １０３ １５ ５８，５２４ １５ １３．４ ２０ １，１８８，９６５ ２６

富 山 県 ５３ ３６ ２８，７０８ ３７ １２．４ ２９ １，２３１，１４０ １８
石 川 県 ５６ ３３ ３２，４３０ ３３ １３．２ ２３ １，１６７，６６５ ２７
福 井 県 ３５ ４６ ２２，５９２ ４３ １３．５ １８ １，２１８，４０６ ２０
山 梨 県 ４２ ４３ ２５，２０６ ４０ １３．２ ２４ １，２００，５１２ ２２
長 野 県 ９９ １６ ５８，１５６ １６ １３．０ ２５ １，１３５，４９９ ３３

岐 阜 県 ８１ ２０ ５５，９１４ １７ １３．８ １３ １，０５１，８５９ ４２
静 岡 県 １３８ １０ ９９，７３３ １０ １４．６ ８ １，１５９，２３０ ２８
愛 知 県 ２２２ ５ １９９，６９７ ４ １６．０ ３ １，０５１，４８４ ４３
三 重 県 ７２ ２８ ４８，９１９ ２２ １３．４ ２１ １，０９１，７９２ ３９
滋 賀 県 ６０ ３２ ３９，６８１ ２６ １３．９ １１ １，１２６，７３８ ３６

京 都 府 １０６ １４ ７１，５９６ １３ １３．６ １７ １，５１８，４８１ ６
大 阪 府 ２５８ ３ ２３２，２８０ ２ １５．５ ６ １，１３５，３４１ ３４
兵 庫 県 ２０７ ６ １４２，４２９ ７ １３．９ １０ １，１５４，８６１ ２９
奈 良 県 ５３ ３６ ３６，５３３ ２８ １３．８ １４ ９５３，４９４ ４７
和歌山県 ４８ ３９ ２７，３３３ ３８ １２．５ ２８ １，１０３，９１２ ３８

鳥 取 県 ３２ ４７ １５，３１６ ４７ １１．３ ４４ １，６３６，３４１ ３
島 根 県 ４７ ４０ １８，８１８ ４６ １０．８ ４６ ２，２５１，４３２ １
岡 山 県 ８６ １９ ５４，２３９ １８ １３．４ １９ １，１９３，３６８ ２５
広 島 県 １３０ １１ ７２，９１４ １２ １３．６ １６ １，５６２，３４８ ５
山 口 県 ８０ ２２ ３４，６２５ ３０ １１．６ ４１ １，４１３，６８４ １１

徳 島 県 ３８ ４５ １９，４８６ ４４ １１．７ ３９ １，２７７，６９５ １５
香 川 県 ４０ ４４ ２６，５８７ ３９ １２．４ ３１ １，４２７，８８８ １０
愛 媛 県 ６６ ２９ ３４，４５９ ３１ １２．２ ３２ １，１９９，３９２ ２３
高 知 県 ４６ ４１ １９，４６４ ４５ ９．６ ４７ １，８２５，４０２ ２
福 岡 県 １６５ ９ １３１，３８５ ８ １５．３ ７ １，１５４，３２８ ３０

佐 賀 県 ４５ ４２ ２５，０９１ ４１ １１．９ ３７ １，１４９，０１５ ３２
長 崎 県 ７９ ２４ ３８，８４２ ２７ １２．１ ３４ １，１９５，７７９ ２４
熊 本 県 ７６ ２６ ４８，１９６ ２３ １２．７ ２７ １，２０６，５８３ ２１
大 分 県 ５５ ３４ ３１，８４８ ３４ １１．９ ３８ １，３２５，２６８ １４
宮 崎 県 ５３ ３６ ３１，７１６ ３５ １２．０ ３５ １，１１１，３７４ ３７

鹿児島県 ８９ １８ ４６，４４３ ２５ １０．９ ４５ １，４３６，９９４ ９
沖 縄 県 ６４ ３０ ４６，５６３ ２４ １３．０ ２６ １，１５１，５０５ ３１
資料出所 調査時点又は期間 調査周期
＊１～３「学校基本統計」文部科学省HP 平成２９年５月１日 毎年
＊４ 「地方教育費調査」文部科学省HP 平成２７年度 毎年

資料：「埼玉県学校基本統計」県統計課HP

資料：総務省HP
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２７ 高等学校卒業後の進路

大学等進学率は調査開始以来最高
「学校基本統計」によると、平成２９年３月の高等学校卒業者数は５７，２６２人で、前年度より１１２
人増加しました。
大学等進学者（通信教育部への進学者を含む）は３２，９８９人で、前年度より４７６人増加しま

した。また、進学率は前年度より０．７ポイント上昇して調査開始以来最高の５７．６％となり
ました。専修学校（専門課程）進学者は９，５４４人で、進学率は１６．７％でした。
卒業者に占める就職者の割合は７年ぶりに低下
就職者（就職進学者を含む）は、前年度より２４８人減少して８，０７３人でした。卒業者に占め

る就職者の割合は、前年度より０．５ポイント下回る１４．１％となり、７年ぶりに低下しました。
また、就職者のうち埼玉県外に就職した者は２，３６２人で、就職者全体の２９．３％を占めまし
た。
このほか、一時的な仕事に就いた者は６０９人で、前年度より３１人増加しました。
卒業者に占める就職者の割合 就職者（就職進学者を含む）÷卒業者×１００

～産業別就職状況～

平成２９年３月に高等学
校本科を卒業（平成２８年
度中に卒業を認められた
者を含む）して就職（就職
進学を含む）した８，０７３人
について、就職先を産業
別にみると、「製造業」が
２，８５２人（就職者総数の
３５．３％）と最も多く、次
いで「卸売業，小売業」の
１，２４２人（同１５．４％）、「建
設業」の６２６人（同７．８％）
の順と
なって
います。

進路別卒業者数構成比（平成２９年３月）
＊１ ＊２ ＊３ ＊４

大学等進学率 専修学校（専門課程）
進学率

卒業者に占める
就職者の割合

就職者のうち
県外に就職した割合

単 位 ％ 順位 ％ 順位 ％ 順位 ％ 順位
全 国 ５４．７ １６．２ １７．８ １８．８

北 海 道 ４４．５ ４０ ２１．９ ４ ２３．７ １５ ７．５ ４４
青 森 県 ４４．６ ３９ １５．１ ３６ ３２．０ ２ ４２．５ ４
岩 手 県 ４３．６ ４３ １７．４ １８ ３０．１ ５ ３２．２ １０
宮 城 県 ４９．３ ２７ １５．８ ３３ ２３．５ １６ １８．３ ２６
秋 田 県 ４５．３ ３７ １７．０ ２４ ３０．４ ３ ３５．０ ９

山 形 県 ４５．３ ３５ １８．５ １２ ２８．７ ８ ２２．２ １９
福 島 県 ４５．７ ３４ １８．８ １０ ２８．３ ９ １７．９ ２８
茨 城 県 ５０．６ ２６ １８．１ １３ ２１．６ ２８ １５．１ ３０
栃 木 県 ５１．８ ２２ １７．４ １９ ２２．６ ２４ １８．３ ２５
群 馬 県 ５２．２ ２１ １８．７ １１ １９．７ ３０ １１．７ ３４

埼 玉 県 ５７．６ ９ １６．７ ２７ １４．１ ４０ ２９．３ １１
千 葉 県 ５５．７ １４ １７．８ １４ １３．８ ４２ ２０．３ ２２
東 京 都 ６５．９ ２ １１．８ ４７ ６．７ ４７ ９．３ ３９
神奈川県 ６１．３ ３ １５．９ ３２ ８．６ ４６ ２０．７ ２１
新 潟 県 ４５．３ ３６ ２６．５ １ ２０．０ ２９ ９．１ ４１

富 山 県 ５２．２ ２０ １７．０ ２３ ２２．３ ２５ ８．２ ４２
石 川 県 ５４．４ １５ １３．５ ４３ ２２．２ ２６ ７．２ ４６
福 井 県 ５５．９ １３ １４．８ ３９ ２３．０ ２１ １２．７ ３３
山 梨 県 ５６．９ １０ １７．５ １７ １６．７ ３８ １１．３ ３６
長 野 県 ４８．１ ２９ ２０．９ ５ １８．５ ３３ ９．５ ３８

岐 阜 県 ５５．９ １２ １３．２ ４４ ２３．４ １７ ２３．４ １８
静 岡 県 ５２．９ １８ １７．２ ２２ ２２．２ ２７ ７．８ ４３
愛 知 県 ５７．９ ８ １２．６ ４５ １９．５ ３１ ４．０ ４７
三 重 県 ５０．９ ２４ １５．０ ３８ ２６．８ １０ １３．９ ３２
滋 賀 県 ５５．９ １１ １６．９ ２５ １７．４ ３６ ９．３ ４０

京 都 府 ６６．２ １ １３．７ ４２ ８．７ ４５ １６．３ ２９
大 阪 府 ５９．７ ６ １５．０ ３７ １１．８ ４３ ７．３ ４５
兵 庫 県 ６０．７ ５ １４．０ ４１ １３．９ ４１ １４．４ ３１
奈 良 県 ５８．７ ７ １４．３ ４０ １１．６ ４４ ４０．５ ６
和歌山県 ４８．８ ２８ １６．７ ２６ ２２．８ ２３ ２４．５ １６

鳥 取 県 ４２．３ ４６ １９．３ ８ ２５．２ １４ ２４．３ １７
島 根 県 ４５．８ ３３ ２２．０ ３ ２３．１ １９ ２４．７ １５
岡 山 県 ５０．７ ２５ １７．２ ２１ ２３．０ ２０ １８．３ ２７
広 島 県 ６０．７ ４ １１．８ ４６ １４．８ ３９ ９．８ ３７
山 口 県 ４３．５ ４４ １６．４ ２９ ３０．４ ４ １９．８ ２４

徳 島 県 ５３．１ １７ １６．６ ２８ ２２．９ ２２ ２６．６ １３
香 川 県 ５１．７ ２３ １５．５ ３４ １８．６ ３２ １１．６ ３５
愛 媛 県 ５２．７ １９ １９．０ ９ ２３．２ １８ ２１．０ ２０
高 知 県 ４７．３ ３０ １７．６ １６ １７．８ ３５ ３７．０ ７
福 岡 県 ５４．２ １６ １６．２ ３０ １７．９ ３４ １９．８ ２３

佐 賀 県 ４４．０ ４１ １５．１ ３５ ３２．８ １ ４１．０ ５
長 崎 県 ４３．７ ４２ １７．２ ２０ ３０．０ ６ ３７．０ ８
熊 本 県 ４７．０ ３２ １７．７ １５ ２５．８ １３ ４２．５ ３
大 分 県 ４７．２ ３１ ２０．５ ６ ２６．２ １２ ２６．０ １４
宮 崎 県 ４５．０ ３８ １６．０ ３１ ２９．３ ７ ４４．２ ２

鹿児島県 ４３．２ ４５ ２０．１ ７ ２６．７ １１ ４４．５ １
沖 縄 県 ３９．５ ４７ ２５．０ ２ １６．８ ３７ ２８．６ １２
資料出所 調査時点又は期間 調査周期
＊１～４「学校基本統計」文部科学省HP 平成２９年５月１日 毎年

区 分 就職者数 構成比
（％） 区 分 就職者数 構成比

（％）うち県外
就職 者

うち県外
就 職 者

総 数 ８，０７３ ２，３６２ １００

農 業 ， 林 業 ４６ ８ ０．６ 不 動 産 業 ，
物 品 賃 貸 業 ６８ ２４ ０．８

漁 業 ２ ２ ０．０ 学術研究，専門・
技術サービス業 １００ ５０ １．２

鉱業，採石業，
砂 利 採 取 業 ５ １ ０．１ 宿 泊 業 ，

飲食サービス業 ４３８ ２３３ ５．４

建 設 業 ６２６ １３４ ７．８ 生 活 関 連 サ ー
ビス業，娯楽業 ４２２ １４８ ５．２

製 造 業 ２，８５２ ５６９ ３５．３ 教 育，
学 習 支 援 業 ６４ １９ ０．８

電気・ガス・熱
供給・水道業 ７８ ２０ １．０ 医 療 ， 福 祉 ５１１ ３５ ６．３

情 報 通 信 業 ９５ ５７ １．２ 複 合 サ ー ビ ス
事 業 ９４ １５ １．２

運輸業，郵便業 ５５２ ２２８ ６．８ サービス業（他に分
類されないもの） ２８９ １２３ ３．６

卸売業，小売業 １，２４２ ４９１ １５．４ 公務（他に分類され
る も の を 除 く ） ４３９ １４６ ５．４

金融業，保険業 １０８ ２０ １．３ 上記以外のもの ４２ ３９ ０．５

注）就職者には就職進学者を含まない。
資料：「学校基本統計」文部科学省HP

単位：人

資料：「平成 29年度学校基本統計」文部科学省HP
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30,804人
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33.8％
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2.9％ その他

23.1％

２８ 大学

大学生の４割超が女子学生
「学校基本統計」によると、平成２９年５月１日現在の大学数は、前年度と同じ２８校（国立１校、
公立１校、私立２６校）、短期大学数も前年度と同じ１３校（全て私立）でした。
大学の学生数は１１８，３２３人で、このうち学部学生数は１１３，０２５人、大学院学生数は４，０９５

人でした。学生のうち女子学生の数は５０，２６４人で、全体の４２．５％を占めています。
短期大学の学生数は４，２４３人で、このうち女子学生の数は３，９６８人で、全体の９３．５％を占

めています。
就職率は１７年度連続で女子が男子を上回る
卒業後の進路状況をみると、平成２９年３月に大学を卒業した者２２，７６７人（男子１２，９６８人、

女子９，７９９人）のうち、就職者（就職進学者を含む）は１８，５７２人で、就職率は８１．６％となり、
前年度より２．４ポイント上昇しました。男女別にみると、男子就職者が１０，２１７人で就職率
は７８．８％、女子就職者が８，３５５人で就職率は８５．３％となり、１７年度連続で女子が男子を上
回っています。
また、大学院等への進学者（就職進学者を含む）は１，３９５人、一時的な仕事に就いた者は４５１

人でした。
※表＊２の学生数には、学部学生のほか大学院、専攻科及び別科の学生並びに科目等履修
生等を含みます。

※表＊４の学生数には、本科学生のほか専攻科及び別科の学生並びに科目等履修生等を含み
ます。

～関東地方を中心に全国の高校から集う学生～

平成２９年度、県内の大学には全国各地の高校から、
３０，８０４人の学生が入学しました。
このうち、県内高校の出身者は１０，４１７人（３３．８％）で、
全入学者の約３分の１を占めています。県外の高校出身者
をみると、東京都が最も多い６，５６１人で、次いで千葉県
１，９６６人、群馬県１，４１２人、茨城県
１，３３２人、栃木県１，１０５人、神奈川県
９０２人と、隣接都県が続いています。
関東地方の高校出身者は、全入学者
の７６．９％を占めています。

大学卒業後の就職率の推移（各年度３月）
＊１ ＊２ ＊３ ＊４

学校数
（大学）

学生数
（大学）

学校数
（短期大学）

学生数
（短期大学）

単 位 校 順位 人 順位 校 順位 人 順位
全 国 ７８０ ２，８９０，８８０ ３３７ １２３，９４９

北 海 道 ３８ ４ ８８，６２８ １０ １６ ６ ５，１９０ ７
青 森 県 １０ ２０ １６，１８４ ３１ ５ １７ １，３２８ ２７
岩 手 県 ６ ３４ １２，７０９ ３７ ５ １７ １，０４０ ３１
宮 城 県 １４ １４ ５６，５１３ １２ ４ ２６ ２，３６３ １４
秋 田 県 ７ ３０ １０，０８５ ４１ ４ ２６ ７０７ ４４

山 形 県 ６ ３４ １３，１２０ ３６ ３ ３１ １，２１８ ２８
福 島 県 ８ ２６ １５，４４３ ３３ ５ １７ １，８０３ ２１
茨 城 県 ９ ２２ ３８，８１８ １４ ３ ３１ ８９５ ３８
栃 木 県 ９ ２２ ２２，１８２ ２２ ６ １５ １，６７４ ２２
群 馬 県 １３ １５ ３２，０９７ １７ ８ １３ １，９２７ １９

埼 玉 県 ２８ ９ １１８，３２３ ８ １３ ８ ４，２４３ ８
千 葉 県 ２７ １０ １１１，８８５ ９ ８ １３ ３，５０３ １１
東 京 都 １３８ １ ７５４，３８８ １ ３８ １ １４，２４５ １
神奈川県 ３２ ８ １９３，４８５ ３ １５ ７ ６，６００ ５
新 潟 県 １８ １２ ３１，５５３ １８ ５ １７ １，４６１ ２４

富 山 県 ５ ３８ １１，７７２ ３８ ２ ３７ １，０８４ ３０
石 川 県 １２ １６ ２９，９４２ １９ ５ １７ ２，０１２ １８
福 井 県 ６ ３４ １０，９８１ ４０ ２ ３７ ９４９ ３３
山 梨 県 ７ ３０ １７，１４１ ２８ ３ ３１ １，１３７ ２９
長 野 県 ９ ２２ １７，１０６ ３０ ９ １１ ３，１２０ １２

岐 阜 県 １２ １６ ２１，６６８ ２３ １１ １０ ４，２３２ ９
静 岡 県 １２ １６ ３６，１１２ １５ ５ １７ ２，３１１ １５
愛 知 県 ５１ ３ １９２，６９０ ４ ２２ ３ ８，０９４ ３
三 重 県 ７ ３０ １５，２８８ ３４ ４ ２６ １，４５６ ２５
滋 賀 県 ８ ２６ ３３，２２５ １６ ３ ３１ ９０１ ３６

京 都 府 ３４ ７ １６２，５９５ ５ １３ ８ ４，０８３ １０
大 阪 府 ５５ ２ ２４０，０４９ ２ ２５ ２ １１，１６９ ２
兵 庫 県 ３７ ５ １２４，９３１ ６ １７ ５ ６，５５８ ６
奈 良 県 １１ １９ ２２，５３２ ２１ ４ ２６ １，５９０ ２３
和歌山県 ３ ４３ ８，６２８ ４５ １ ４５ ４１８ ４７

鳥 取 県 ３ ４３ ７，７９４ ４６ １ ４５ ５７０ ４５
島 根 県 ２ ４６ ７，５３０ ４７ １ ４５ ４８６ ４６
岡 山 県 １７ １３ ４２，３８９ １３ ９ １１ ２，９５５ １３
広 島 県 ２０ １１ ６１，２０６ １１ ６ １５ １，８１９ ２０
山 口 県 １０ ２０ １９，９８８ ２４ ５ １７ ９４１ ３４

徳 島 県 ４ ４１ １４，１６６ ３５ ３ ３１ ７３９ ４２
香 川 県 ４ ４１ ９，９５０ ４２ ２ ３７ ７５３ ４０
愛 媛 県 ５ ３８ １７，１１０ ２９ ５ １７ １，３７４ ２６
高 知 県 ３ ４３ ９，５４７ ４３ ２ ３７ ８００ ３９
福 岡 県 ３５ ６ １２０，８３８ ７ １９ ４ ７，６３８ ４

佐 賀 県 ２ ４６ ８，８１５ ４４ ３ ３１ ８９６ ３７
長 崎 県 ８ ２６ １９，１１９ ２６ ２ ３７ ９０３ ３５
熊 本 県 ９ ２２ ２８，１０３ ２０ ２ ３７ ７４１ ４１
大 分 県 ５ ３８ １５，９６３ ３２ ５ １７ ２，０４２ １７
宮 崎 県 ７ ３０ １１，３１７ ３９ ２ ３７ ７３７ ４３

鹿児島県 ６ ３４ １７，１４８ ２７ ４ ２６ ２，２３３ １６
沖 縄 県 ８ ２６ １９，８２４ ２５ ２ ３７ １，０１１ ３２
資料出所 調査時点又は期間 調査周期
＊１～４「学校基本統計」文部科学省HP 平成２９年５月１日 毎年

資料：「学校基本統計」文部科学省HP

資料：「平成２９年度学校基本統計」
文部科学省HP
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専修学校
生徒数
20,702人

商業実務
関係
6.7%

商業実務
関係
6.7%

医療
関係
39.3%

文化・教養
関係
23.6%文化・教養

関係
15.1%

文化・教養
関係
15.1%

医療関係
32.6%

工業関係
19.1%

自動車
操縦
27.6%

衛生関係
8.9%

教育・社会
福祉関係
7.8%

商業実務関係
8.4%

外国人
学校
9.5%

農業関係
1.2%

各種学校のみに
ある課程

服飾・家政
関係
0.3%

各種学校
生徒数
2,930人
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２９ 幼稚園・その他の学校

続く幼稚園児数の減少
「学校基本統計」によると、平成２９年５月１日現在の幼稚園数は５６３園（国立１園、公立５２園、
私立５１０園）で、前年度より１１園減少しました。園児数も９７，２５７人（男児４９，３２１人、女児４７，９３６
人）と、前年度より４，８１３人減少しました。
特別支援学校数は、前年度と同じ４６校でした。なお、「埼玉県学校基本統計」によると、

在学者数は７，５９１人で、前年度より２１６人増加しました。
専修学校数は１０８校（国立２校、公立５校、私立１０１校）で、前年度より１校増加しました。

生徒数も２０，７０２人（男子９，６５８人、女子１１，０４４人）で、前年度より１５５人増加しました。
各種学校数は２８校（全て私立）で、前年度より１校増加しました。生徒数も２，９３０人（男子

１，２４６人、女子１，６８４人）で、前年度より２２１人増加しました。

※表＊１は分園、表＊２は分校を含みます。

～幼保連携型認定こども園～

学校と児童福祉施設の法的位
置付けを持つ単一の施設として、
平成２７年に「幼保連携型認定こ
ども園」が創設されました。
本県では、園数、園児数とも
に増加傾向にあり、平成２９年５
月１日現在、６１園に１１，８６７人の
園児が在園しています。

専修学校（学科別）・各種学校（課程別）生徒数構成比（平成２９年５月１日現在）
＊１ ＊２ ＊３ ＊４

幼稚園数 特別支援学校数 専修学校数 各種学校数

単 位 園 順位 校 順位 校 順位 校 順位
全 国 １０，８７８ １，１３５ ３，１７２ １，１８３

北 海 道 ４３８ ９ ７２ １ １６９ ５ ５２ ４
青 森 県 ９４ ３５ ２１ １８ ２８ ３５ １１ ３４
岩 手 県 １０２ ３２ １６ ２９ ３６ ３０ ７ ３８
宮 城 県 ２４７ １６ ２６ １３ ６５ １４ ２３ １７
秋 田 県 ４１ ４５ １５ ３３ ２４ ４０ ４ ４４

山 形 県 ７５ ４０ １９ ２２ ２３ ４２ ５ ４２
福 島 県 ２７６ １２ ２５ １４ ５３ ２１ １２ ３０
茨 城 県 ２７７ １１ ２４ １５ ６３ １６ １１ ３４
栃 木 県 １１４ ３０ １７ ２６ ６０ １８ ２１ ２１
群 馬 県 １６３ ２３ ２８ １２ ７０ １３ ２２ １９

埼 玉 県 ５６３ ４ ４６ ６ １０８ ７ ２８ １４
千 葉 県 ５２０ ６ ４５ ７ ９７ ８ １９ ２４
東 京 都 ９９５ １ ７０ ２ ４０３ １ １５４ １
神奈川県 ６６７ ２ ５１ ３ １１０ ６ １２ ３０
新 潟 県 ９７ ３４ ３７ １１ ８１ １１ ６ ３９

富 山 県 ５７ ４４ １５ ３３ ２７ ３６ ２３ １７
石 川 県 ５９ ４２ １３ ３６ ３８ ２８ ２０ ２３
福 井 県 ８３ ３８ １２ ３９ ２０ ４６ １６ ２６
山 梨 県 ５８ ４３ １３ ３６ ２４ ４０ １２ ３０
長 野 県 ９４ ３５ ２０ ２０ ６１ １７ ２２ １９

岐 阜 県 １７７ ２１ ２２ １７ ３４ ３２ ３６ １０
静 岡 県 ４１６ １０ ３９ ８ ９１ １０ ２６ １５
愛 知 県 ４７７ ７ ３８ ９ １７７ ３ ７０ ３
三 重 県 ２１５ １７ １９ ２２ ３９ ２７ ４８ ６
滋 賀 県 １４７ ２６ １６ ２９ ２６ ３８ １１ ３４

京 都 府 ２１５ １７ ２４ １５ ６４ １５ ５１ ５
大 阪 府 ６４９ ３ ５１ ３ ２２７ ２ ４３ ７
兵 庫 県 ５５８ ５ ４７ ５ ９６ ９ ８１ ２
奈 良 県 １７５ ２２ １０ ４４ ３４ ３２ ３２ １２
和歌山県 ８３ ３８ １２ ３９ ２３ ４２ ３５ １１

鳥 取 県 ２０ ４７ １１ ４３ ２３ ４２ １５ ２７
島 根 県 ９２ ３７ １２ ３９ ２１ ４５ ２９ １３
岡 山 県 ２７６ １２ １６ ２９ ５２ ２２ １５ ２７
広 島 県 ２５６ １４ １８ ２４ ７８ １２ ２６ １５
山 口 県 １８０ ２０ １４ ３５ ４１ ２６ ４３ ７

徳 島 県 １４３ ２８ １２ ３９ １７ ４７ ４ ４４
香 川 県 １４８ ２５ ９ ４７ ２７ ３６ １９ ２４
愛 媛 県 １４５ ２７ １０ ４４ ３８ ２８ １２ ３０
高 知 県 ４１ ４５ １６ ２９ ２６ ３８ １０ ３７
福 岡 県 ４５６ ８ ３８ ９ １７０ ４ ２１ ２１

佐 賀 県 ６３ ４１ １０ ４４ ３１ ３４ ３ ４７
長 崎 県 １１７ ２９ １８ ２４ ４２ ２５ ６ ３９
熊 本 県 １１０ ３１ ２０ ２０ ５４ ２０ ６ ３９
大 分 県 １８６ １９ １７ ２６ ４６ ２３ １４ ２９
宮 崎 県 ９８ ３３ １３ ３６ ３５ ３１ ５ ４２

鹿児島県 １６１ ２４ １７ ２６ ４３ ２４ ４ ４４
沖 縄 県 ２５４ １５ ２１ １８ ５７ １９ ３８ ９
資料出所 調査時点又は期間 調査周期
＊１～４「学校基本統計」文部科学省HP 平成２９年５月１日 毎年

資料：「埼玉県学校基本統計」県統計課HP

◆「幼保連携型認定こども園」の推移（各年度５月１日現在）◆

注）年齢は、各年度４月１日現在の満年齢。
資料：「埼玉県学校基本統計」県統計課HP
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３０ 長期欠席

長期欠席、小学校・中学校ともに増加
「児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査」及び「埼玉県学校基本統計」に
よると、平成２７年度の小学校の長期欠席児童数は３，０２０人（国立１人、公立３，０１７人、私立
２人）で、前年度に比べ３９７人増加しました。理由別にみると、「不登校」が１，０３５人、「病気」
が１，２２３人、「その他」が７６２人でした。不登校率は０．２７％で、前年度より０．０１ポイント上昇
しました。
また、中学校の長期欠席生徒数は６，６１９人（国立１４人、公立６，４５０人、私立１５５人）で、前

年度に比べ３８１人増加しました。理由別にみると、「不登校」が４，５３５人、「病気」が１，３２９人、
「その他」が７５５人でした。不登校率は２．３２％で、前年度より０．０６ポイント上昇しました。

長期欠席者 年度間に連続又は断続して３０日以上欠席した児童（生徒）

不登校率 年度間不登校児童（生徒）数÷当該年度全児童（生徒）数×１００

～児童・生徒の不登校率の推移～

平成２７年度の不登校率は、前年度に
比べ小学校、中学校ともに増加してい
ますが、１０年前と比べると小学校で
０．０６ポイント、中学校で０．７２ポイント
減少しています。
また、ここ１０年間の不登校率の推移
を全国と比べると、小学校は平成１９年
度から、中学校は平成２２年度から本県
が全国を下回っています。

中学校における理由別長期欠席生徒数の推移
＊１ ＊２ ＊３ ＊４

長期欠席児童数
（小学校）

不登校児童数
（小学校）

長期欠席生徒数
（中学校）

不登校生徒数
（中学校）

単 位 人 順位 人 順位 人 順位 人 順位
全 国 ６３，０９１ ２７，５８３ １３１，８０７ ９８，４０８

北 海 道 ２，２８６ ９ ９４８ ９ ４，７００ ９ ３，６８６ ９
青 森 県 ２９７ ４１ ２１８ ３３ １，０８０ ３３ ９９１ ２９
岩 手 県 ２８０ ４４ １９０ ３７ ９３７ ３９ ８３４ ３５
宮 城 県 １，０３８ １８ ５６４ １２ ２，７０７ １３ ２，２６９ １２
秋 田 県 ２４４ ４５ １１４ ４６ ７１５ ４４ ５２１ ４４

山 形 県 ２１２ ４７ １６８ ４０ ７８１ ４２ ７０１ ４０
福 島 県 ６９５ ２４ ３０９ ２６ １，９７０ ２０ １，５５３ ２１
茨 城 県 １，５１７ １１ ５６０ １５ ３，３１４ １１ ２，４２９ １１
栃 木 県 ９５１ １９ ４７４ １８ ２，２１７ １７ １，８４２ １５
群 馬 県 ６９６ ２３ ４１６ ２３ １，７３７ ２５ １，５６１ ２０

埼 玉 県 ３，０２０ ６ １，０３５ ８ ６，６１９ ５ ４，５３５ ５
千 葉 県 ３，８６４ ４ １，２３８ ５ ６，４５１ ７ ４，２８９ ６
東 京 都 ６，５７８ １ ２，７８２ １ １１，３８８ ２ ８，８５２ １
神奈川県 ５，２００ ３ ２，３５０ ２ ９，３０３ ３ ６，９４３ ４
新 潟 県 ６８７ ２５ ４５８ ２０ １，８８１ ２１ １，６３３ １９

富 山 県 ４０５ ３６ ２０５ ３５ ８４６ ４１ ６０１ ４２
石 川 県 ４２３ ３４ ３２２ ２５ １，０８７ ３２ ９３９ ３１
福 井 県 ２３９ ４６ １１３ ４７ ７２２ ４３ ５２４ ４３
山 梨 県 ４３３ ３２ １２５ ４４ １，０１７ ３６ ７３２ ３９
長 野 県 １，２０８ １６ ５４１ １７ ２，５３９ １５ １，６６８ １７

岐 阜 県 １，０８７ １７ ５６３ １４ ２，１５６ １９ １，７９３ １６
静 岡 県 １，６８３ １０ １，０７２ ７ ３，８２９ １０ ３，２５９ １０
愛 知 県 ３，６２７ ５ ２，２０８ ３ ８，０６２ ４ ７，０８４ ３
三 重 県 ８６１ ２２ ４５０ ２１ １，８７８ ２２ １，５３２ ２２
滋 賀 県 ９３０ ２０ ４２１ ２２ １，７８２ ２４ １，１０６ ２７

京 都 府 １，３５８ １５ ５５４ １６ ２，６５９ １４ １，９８１ １４
大 阪 府 ６，１７４ ２ ２，０８６ ４ １１，８４０ １ ７，９３４ ２
兵 庫 県 ２，９１５ ７ ９４１ １０ ６，５８０ ６ ４，２４７ ７
奈 良 県 ８６２ ２１ ３３９ ２４ １，７２２ ２６ １，０９４ ２８
和歌山県 ５０７ ３０ ２５４ ３１ １，０３３ ３５ ７８８ ３７

鳥 取 県 ２９５ ４２ １５４ ４３ ６３５ ４７ ４３４ ４７
島 根 県 ２９３ ４３ １９２ ３６ ６４３ ４６ ５１４ ４５
岡 山 県 １，５１０ １２ ４７３ １９ ２，４１３ １６ １，３８５ ２４
広 島 県 １，４１５ １４ ６８１ １１ ３，１６５ １２ ２，０３０ １３
山 口 県 ５４２ ２８ ２５９ ３０ １，３２８ ２９ ９２５ ３２

徳 島 県 ３１２ ３９ １１９ ４５ ７１２ ４５ ４３７ ４６
香 川 県 ４０８ ３５ １５９ ４２ ９９８ ３７ ８４３ ３４
愛 媛 県 ５５６ ２７ １８６ ３８ １，２５９ ３０ ９６１ ３０
高 知 県 ４２９ ３３ １８１ ３９ ９６７ ３８ ６７４ ４１
福 岡 県 ２，８６４ ８ １，０９９ ６ ６，００７ ８ ４，２２９ ８

佐 賀 県 ３９５ ３７ ２１４ ３４ １，０３５ ３４ ７６７ ３８
長 崎 県 ３８５ ３８ ２１９ ３２ １，３５６ ２８ １，１３２ ２６
熊 本 県 ４６２ ３１ ３００ ２８ １，６９２ ２７ １，３１４ ２５
大 分 県 ５２０ ２９ ３０９ ２６ １，１１９ ３１ ８８５ ３３
宮 崎 県 ３０６ ４０ １６４ ４１ ９３７ ３９ ８０９ ３６

鹿児島県 ６８０ ２６ ２９２ ２９ １，８０３ ２３ １，４９０ ２３
沖 縄 県 １，４４２ １３ ５６４ １２ ２，１８６ １８ １，６５８ １８
資料出所 調査時点又は期間 調査周期
＊１～４「児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査」文部科学省HP 平成２７年度 毎年

資料：「児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査」文部科学省HP
「埼玉県学校基本統計」県統計課HP

資料：「児童生徒の問題行動等生徒指導上
の諸問題に関する調査」文部科学省HP
「埼玉県学校基本統計」県統計課HP
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いじめ認知件数
（埼玉県）
4,754件

いじめ認知件数
（全国）
225,132件

本人・
その保護者の

訴え
41.7％

アンケート等に
より発見
29.3％

教職員が
発見
教職員が
発見

本人以外の
児童生徒・
保護者の訴え
5.6％

養護教諭が発見
0.6％

カウンセラー等の
相談員が発見
0.2％ その他

0.6％

本人・
その保護者の

訴え
28.3％

アンケート等により発見
51.5％

アンケート等により発見
51.5％

教職員が
発見
14.2％

本人以外の
児童生徒・
保護者の訴え
5.0％

養護教諭が発見
0.4％

カウンセラー等の
相談員が発見
0.2％ その他

0.4％

22.0％22.0％
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2,000
2,500
3,000
3,500
4,000
4,500
5,000

27平成
23年度

24 25 26

（件）
4,644

2,860

1,615

156
13

小学校
中学校
高等学校

特別支援学校
合計

いじめ発見のきっかけ（国公私立・小中高特別支援学校）

平成２７年度の県内小・中・高・特別支援学校（国公私立）のいじめ認知件数は４，７５４件
（うち公立４，６４４件）で、前年度より１，６５６件（同１，６３７件）増加しました。１，０００人当たり
の認知件数は６．２件と全国で７番目に少なく、いじめの解消率は９４．１％でした。
県内でのいじめ発見のきっかけは、本人またはその保護者からの訴えが４１．７％と最も

多く、次いでアンケート等の取組による発見が２９．３％、教職員による発見が２２．０％でした。

平成２７年度の県内公立学校のいじめ認知件数を学年別にみると、中１が７９５件と最も多
く、中２（５８８件）、小５（５６４件）、小３（５３６件）、小４（５１９件）と続きます。
また、「いじめ防止対策推進法」に定める重大事態の発生件数（平成２７年度）は、小学校

１件（第２号：１件）、高等学校２件（第１号：１件、第２号：１件）の合計３件でした。
第１号：いじめにより児童等の生命、心身又は財産に重大な被害が生じた疑いがあると認めるとき。
第２号：いじめにより児童等が相当期間学校を欠席することを余儀なくされている疑いがある

と認めるとき。

◆いじめの認知状況等（平成２７年度）◆

資料：「児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査」文部科学省HP

◆県内公立学校のいじめ認知件数の推移等◆

注）１ 認知件数は、いじめ被害児童生
徒の実人数。

２ 高等学校は、平成２５年度から通
信制を含んだ数値。

資料：「児童生徒の問題行動等生徒指
導上の諸問題に関する調査」
県教育局生徒指導課HP

66


